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薬屋のひとりごと　４
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序　話







　母が朗ほがらかに笑っている。

　ここは笑うところ。そう覚えた。

　母が父に憤っている。

　ここは一緒に顔をしかめるところ。そうわかった。

　母が侍じ女じょを折せっ檻かんしている。

　ここはただ傍観するところ。そう理解した。

　母は気が付けばこちらを見ていて、こちらを監視していて、それにこたえるしかなかった。母が笑うときに笑い、嘆くときに嘆く。

　そうすれば母は怒らない。笑みを浮かべ、それ以上醜くならない。

　五つになる頃には唇に紅を引かれ、十になる前におしろいをはたかれた。眉まゆを描き、眦まなじりを染めるとまるで仮面を被ったような気分になった。それでいて、自分の手足には見えない糸がくっついていて、それを母が引っ張っているようで、がんじがらめで窮屈だった。

　それでも、いいと思った。

　ずっと人形でいればいいのだと思っていた。

　けれど、それは間違いだった。

　どんな仮面を被っても、人形になっていても、母はどんどん醜くなる。それを止めることはできないと知った。

　ああ、無駄だな。

　そう気付いたときには、もうなにもかも遅かった。










一話　湯殿







「どっかにいい働き先ないかなあ」

　洗濯物を籠かごの中で分けながら、小シャオ蘭ランが言った。場所はいつもの洗い場で、宦かん官がんから乾いた着物を受け取っていた。

「ねえ、猫マオ猫マオに伝つ手てない？」

　後こう宮きゅうの年季が明けるまで半年を切った。この時期になると女にょ官かんたちは、実家から縁談の話が来たり、もしくは相手を自力で見つけ出してきたり、または上級女官や妃きさきたちに気に入られ後宮に引き続きいることが決まったりする。

「伝手ねえ」

　あるといえばある。花はな街まちの緑ろく青しょう館かんは若い器量よしの娘ならいくらでも歓迎しよう。愛あい嬌きょうがある娘ならなおよい。

　猫猫は顎あごを押さえながら、小蘭を見た。まだ幼さが残るが、顔立ちは悪くない。少々舌足らずなところも好む殿方はけっこういる。なにより素直そうなのは、好まれる。やり手婆ばばあはこういう娘がしつけやすいとよく女衒ぜげん、つまり人買いから買い取る。

　しかし──。

「どうしても、なんの仕事も見つからないなら、紹介するけど」

　正直、紹介したくない。

「えっ！　本当？」

　目をきらきらさせて小蘭が猫猫に近づく。猫猫は目をそらす。

（あまり期待しないでほしい）

　あくまで最終手段だ。花街や妓ぎ女じょをよく知るからこそ、生半可にすすめたりできない。猫猫の実家の緑青館は比較的妓女を大切にする娼館だからまだいいが、花街全体を見ると、それは長生きできる職業ではない。慢性的な寝不足と栄養不足、それに客からうつされた性病と、命を早める要因はたくさんある。中には、足抜けしようとして失敗し、見せしめに簀す巻まきにされ川に投げられるということもある。

　親に売られてきた小蘭は、後宮を出たら一人で生きていくしかない。それを考えると、焦るのもわからなくもない。

　なにかしら伝手が欲しいところだ。

（なんかいいとこあったかな？）

　壬ジン氏シか誰かに頼み込むか、と頭に浮かんで、これは駄目だと首を振る。彼に紹介したら、小蘭を厄やっ介かい事ごとに巻き込むことになるかもしれない。

（ならやぶ医者かなあ）

　猫猫が腕組みをして唸うなっていると、ひょこりと顔を出す者がいた。

「どしたの？」

　少し癖のある髪で背の高い娘がいた。どこか舌足らずな物言いの女にょ官かん、子シ翠スイだった。

「あー、子翠ー。ねえ、いい働き口知らなーい？」

　溺おぼれる者は藁わらをもすがるというがその通りだろう。子翠も下女なので、似たような立場だ。大した返事は貰もらえないだろうと思ったが、子翠は意外な答えをくれた。

「あるといえばあるかも」

「えっ？　ほんと？」

　小蘭が子翠に食いついてくる。子翠はそっと視線をずらし、人差し指で後宮の南側中央を指した。平べったく広い建物がある。それがなにか猫猫はよく知っている。大浴場だ。この後宮が拡張された際に作られたもので、遠い西方の国の後宮ハレムを真似ているという。

「あるというか、作りに行くというか」

　そう言って、にやりと子翠は笑った。




　大浴場は広い。どれだけ広いかといえば、一度に千人が入れる湯殿があり、湯船には数百人が一度に浸かれる。

　浴場は大体三つに分かれており、妃きさきたちが入る小部屋になった湯殿と露天風呂、もう一つは今、目の前に広がる大風呂だ。下女たちは主に大風呂に芋洗いで入る。

　後宮という人の密度の高い場所では、流行はやり病やまいが起きやすい。そのため、衛生面には気を使っている。その一つがこの風呂である。

　市し井せいでは基本、風呂は沐もく浴よくだ。湯船など浸からず、桶おけに水を汲くんでそこで身体を洗うか、もしくはただ濡れた布で身体を拭きあげるのがほとんどである。猫猫が生まれ育ったのは花街なので、湯船に浸かっての入浴は当たり前だったが、後宮に来たばかりの女官の中には風呂の入り方もわからない者だっている。

　湯をたっぷり使った風呂はそれだけ贅ぜい沢たくなのだ。

　女官たちは、冬場は五日に一度、夏場は二日に一度は必ず入浴するように義務付けられている。身体についた垢あかや体臭を落とすことは、後宮で快適に過ごすため必須だと猫猫は思う。また、妃たちが下女たちに折せっ檻かんを行っていないか、それを確かめるためにも機能しているらしい。緑青館でも、客に乱暴されて商品に傷がついてないか、いつもやり手婆ばばあが見ていた。

　また、風呂場で病気に感染することもあるのだが、ここは女の園である。そうそう性病にかかった者はおらず、また若く元気な者ばかりなので感染は滅めっ多たにないらしい。

「やっぱこの時間ってすいてるねー」
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　まだ明るい時間ということもあって、女官たちはまばらだ。

「どうしてお風呂なわけ？」

　小蘭が首を傾かしげている。片手には手ぬぐいを持ち、風呂用の前掛けを首から下げただけの姿だ。凹凸の少ない身体の線ラインがよくわかる。

「それは、すぐにわかるよ」

　子翠もまた同じ格好だ。ただ、その体つきは幼さが残る顔立ちの割に十分育っていた。思わず猫猫の手がわきわきしてしまう程度の胸の大きさである。着やせする型タイプらしい。

　子翠はにやにや笑いながら、元気よく湯船に入る。

「ああ！　怒られるよー、先に身体洗わないと！」

「熱！　あつっ！」

　子翠は湯に浸かった肌を真っ赤にしながら、前掛けを脱いで騒いでいる。猫猫は木き桶おけを取ると、水風呂の水を引っかけてやった。

　小蘭が呆あきれた声を上げる。

「もう、この時間に入ったことないの？」

　宦かん官がんたちが湯船にお湯をはるのは一日一度だけだ。なので、最初に熱々の湯を入れておく。時間の経過とともに冷えて、ちょうどいい温度になるのだ。

　なのでまだまだ暑さが残るこの季節では、早々に風呂に入りたがる者はいない。しかし、遅くなると混むため、早めに風呂に入りたい者は優先して入らせてくれる。猫猫たちがこんな時間に風呂場に来ることができたのはそういう理由だった。

「へへへ、いつももっと遅いからさ」

　子翠が笑いながら言った。

　猫猫は木桶に湯と水を入れて、かき混ぜながら身体を濡らす。医局からくすねてきた洗髪剤を泡立てて、髪を濡らし、指先で丁寧に頭皮をこすっていく。

「猫猫、それ貸してー」

　子翠が手を伸ばすので、猫猫はとっくりに入った洗髪剤を手のひらにのせてやる。小蘭が不思議そうな顔をして猫猫を見る。猫猫は自分の頭を泡だらけにしたまま、桶の湯を小蘭にかけ、洗髪剤で髪を洗ってやる。

「なんか目にしみるよー」

「目をつぶって」

　ごしごしと小蘭の頭皮をこする。まんべんなく泡立て、こんなものかというところで、湯で泡を洗い流す。

　小蘭は犬みたいに顔をぷるぷるさせた。飛沫しぶきが猫猫の顔にかかる。

「お風呂はあんまり好きじゃないよ」

「そう、気持ちいいけど」

「同感」

　猫猫は湯船の中で比較的温度が低い場所を探すと、ゆっくりつま先から入った。ちょっとのぼせそうなので、水を桶おけに汲くんで顔を冷やしながら浸かる。

　子翠も猫猫と同じように入り、小蘭は水風呂に入った。農村育ちは基本熱い湯に浸かる習慣はないので、そっちのほうが落ち着くのだろう。

　小蘭は風呂の縁に手を置いて、上目遣いでこちらを見た。

「ねえ、これのどこが伝つ手てだっていうの？」

「まあまあ、あっち見てよ」

　子翠が指したのは、外の露天の風呂で、そちらは基本的に妃きさきたちや侍じ女じょといった上級女にょ官かんたちがいる場所だ。妃専用の小部屋につながっている。

「あれがなに？」

　小蘭が首を傾かしげる。

　子翠は湯船から上がると、小蘭の腕を引っ張って外へ出る。そして、露天風呂の脇にある石台のほうへ連れていく。

「ちょ、ちょっとそっち入っていいの？」

　慌あわてる小蘭に対し、子翠はにやりと笑い、石台の前に立つと、頭に手ぬぐいを巻いた。

（おや、それは……）

　なにをやるのか大体想像がついた。

　猫猫も石台の前に立つと、小蘭の頭に手ぬぐいを巻いてやる。小蘭が首を傾げたまま立っていると、女二人組がこちらに近づいてきた。

「新入り？」

　態度の大きさから妃の一人だろう。子翠はにこにこしながら、「はい」と答える。すると、妃は当たり前のように石台の上に横になった。もう一人の侍女らしき女が香油の瓶びんを差し出す。

「少し強めにお願い」

「わかりましたー」

　子翠は、受け取った香油を手に取り、ゆっくりと横たわった妃の背中に塗りたくった。慣れた手つきで背中の肉を揉もみ始める。

「うーん、もう少し右」

　少し甘ったるい声を上げながら妃が言う。お付の侍女はその様子を見ながら気だるそうにしていた。

（御手付きがない人だろうな）

　猫猫は香油を手につけながら思った。見よう見まねで妃の足に香油を塗り込む。小蘭も同じである。

　帝みかどの御手付きになれば、他の妃きさきや女官たちの嫌がらせを受けることもある。警戒心が強くなり、こうして見ず知らずの下女に按摩マッサージを頼んだりしない。

　蛸たこのようにだらんとなった妃は完全に呆ほうけている。

　妃なだけあってそれなりに美しい容姿をしているのだが、少々気になることがあった。この妃の肌は少々荒れていて、ぽつりぽつりと産うぶ毛げの剃そり残しがあった。

（気になる）

　花街育ちの猫猫としては、それが気になって仕方ない。ふと猫猫は屋内に入って、あるものを持ってくる。

「なにそれ？」

　戻ってきた猫猫に、小さな声で小蘭が聞いた。猫猫の手には二尺（六十センチ）ばかりの細い糸がある。

「すぐわかる」

　猫猫はその妃の侍じ女じょに話しかけてみる。侍女がいぶかしみながら、猫猫の話を聞く。そして、侍女は石台の縁に座ると、手を伸ばした。

　猫猫はそこに先ほど持ってきた糸を滑らせる。糸の表面に産毛が絡まり、抜けていくのがわかる。

「……痛みは大丈夫ですか？」

「けっこう痛いけど、なまくらな剃刀かみそりよりましね」

　侍女としてはそれほど悪くない感触のようだ。本来なら一度綺麗に洗ってからやりたいところだが、一度湯に浸かっているみたいなので大丈夫だろう。

「肌に異常があるようならやめます」

　とりあえず片手だけ試してみる。丁寧に産毛を絡め取ったあとで、香油をまんべんなく塗る。適度な匂いで刺激が少ない、よい香油だ。

「ふーん、とりあえず様子見ね。次はいつ入るのかしら？」

　くてっと石台の上に横たわっている妃を横目に、侍女がたずねた。

「いつにする」

「明後日あたりでしょうか」

　それを聞いてにやりと子翠が笑う。小蘭はよくわからないまま、まだ妃のふくらはぎを揉もんでいた。

（そういうことね）

　伝つ手てがないなら作ればいい。風呂という場所は普段お近づきになれない妃と接することができる貴重な場所だ。

　満足した様子で妃たちが離れると、すぐ次の客が按摩マッサージの順番を待っていた。




　湯ゆ女なの真似事は、けっこうな重労働だ。全身を揉もみほぐすのに力を使う。それが一人ならいいが、気が付けば列ができている。

　話を聞けば、先日までここで按摩マッサージをしていた女にょ官かんが年季が明けてやめていったらしい。彼女は中級妃の一人に気に入られていたらしく、現在その実家で働いているという。

　市し井せいでは湯女は私し娼しょうとして扱われることもしばしばあるが、ここは女の園、そんなことはない。しかし、その印象からか、それとも肉体労働であるためか、この仕事を好まない女官が多い。

　そういうわけでまんまと猫猫たちは、この仕事についているわけだ。

　正直、普段は洗濯係として働いている猫猫たちなので、仕事の量がさらに増えるわけだが、それでも見返りはある。

「はい、これ。大したものじゃないけど」

　湯上がりの侍じ女じょから、そっと渡されたのは小さな布包みだった。もちろん、毎度貰もらえるわけじゃない。糸を使った脱毛が気に入ったようで持たせてくれたのだ。中をのぞくと飴あめが入っていた。

　小蘭はそれを見て目を輝かせ、早速口の中に放り込んだ。

「あー、幸せ」

　甘いものさえ食べていれば幸せになれる、とてもお得な性格である。

　三人は風呂場での仕事を終え、表の欄らん干かんに座ってのぼせた身体を冷やしていた。まだ日は高く、夕ゆう餉げの時間には少し早い。他の女官たちは、日が落ちる前に仕事を終わらせようとあくせくしている。特に食事を作る係は忙しそうにしていた。

　猫猫はともかく小蘭と子翠は、早く風呂に入った分、夕餉のあとに仕事が残っている。その前の貴重なくつろぎ時間だ。

「しかし伝手つてってそう簡単に作れるものじゃないんだね」

　口の中で飴をころころさせながら小蘭が言った。小蘭の想像では今の時点で引く手あまたになっている予定だったらしい。

「そうでもないよ。年季が終わる前に、贔屓ひいきにしてもらっている妃にでもこそっと言ってみればいいよ。もうすぐ奉公が終わるって」

「うまくいくかなあ」

「引き取ってくれなくても、年季を延ばしてもらえるかもしれないし。駄目でもさあ」

　そう言って、子翠は懐からなにかを取り出す。出てきたのは歯の欠けた櫛くしだった。欠けているとはいえ、鼈べっ甲こうでできたそれは十分価値があるものだ。

「こういうの、換金する手もあるでしょ」

「おおっ！」

　抜け目がないなあ、と猫猫は思う。甘いものがあまり好きではない猫猫は、貰った飴をすべて小蘭にやった。

（抜け目がないといえば）

　猫猫が仕える妃きさきも抜け目がない。

　風呂に行くのは二日に一度で、それも子翠たちとの付き合いみたいなものだが、こうやってよその妃の世話をすることは普通、嫌な顔をすると思う。しかし、玉ギョク葉ヨウ妃に至っては、

「あら？　ああいう場って面白い話がたくさん聞けるのよね。あとで話して聞かせてね」

　ということだ。本当に肝きもの太いお人である。

　確かに、緊張が緩んだ妃や侍女たちはけっこう何気なく興味深い話をしてくれる。

　猫猫が翡ひ翠すい宮きゅうの侍女であることを知らないのか、それとも湯気たっぷりの風呂では気付かないのか、実家の仕事関係やよその妃の裏事情といったきわどい内容を話してくれる。

　玉葉妃の噂もあった。やはり、勘のいい妃たちの間では懐妊はとうに知られているらしく、それが男か女か、いつ頃生まれるのかという話に至っている。ちらほらと、梨リ花ファ妃もそうではないかという話も聞けるところが怖い。

　しかし、それ以外にも噂はあった。

　楼ロウ蘭ラン妃も懐妊しているのではないかという話だ。

　以前から奇抜な格好で有名な妃だったが、ここ最近ふっくらとした服装が多く、あまり外に出られていないというのが理由らしい。

（うーむ）

　楼蘭妃が来たのは今年の初めである。もう八番目の月が終わり九つ目の月に入っている。皇帝も鳴り物入りの上級妃である楼蘭妃の元に通わぬわけにもいかない。

　そうなると、上級妃四人のうち、三人が子を産むということになる。

　めでたいやら物騒やら、恐ろしいところだ。

　そのほかに面白い噂話があるといえば──。




「ねえ、宦かん官がんってもう作られなくなったんじゃないの？」

　小蘭がなにを言いたいのかわかった。

　先日、行われた女にょ官かんの増員とともに、宦官も増やされた。宦官を新しく作ることは、現帝の代替わりの際になくなったはずである。

「元奴ど隷れいだよ」

　さっくり言ってのけたのは、子翠だった。奴隷制もなくなったはずだが、ここでいう奴隷とはこの国の奴隷ではないだろう。異民族の中には、他国の人間を捕まえ、去勢して奴隷にする部族がある。そこから逃げ出したか、もしくは助け出されたということだろう。

「三十人もいたってことは、大規模な討伐でもあったんだろうね」

　ちょっと幼い感じがして、虫に興味がある変わり者だが、子翠はけっこう賢い。多くの場合、奴隷が逃げ出すということは、そういうきなくさいことに直結している。確か昨年、その手のことでひと騒動あったので、そのときに助け出された奴隷かもしれない。

「大変だねえ」

「そうねえ」

　あくまで他人事のような二人。実際、他人事なので仕方ないだろう。

「そういえば、かっこいい宦かん官がんも入ってきたっていうけど、見てみたいなあ」

　いつかどこかで聞いたことのあるような話に、猫猫は思わず顔を引きつらせた。

「相手、宦官だよー。それでもいいの？」

　子翠が聞く。

「でもかっこいいんでしょ？　あっ、そういえばお風呂のお湯汲くみってそういう人の仕事だよね！」

　小蘭が目をきらきらさせている。大事なものがついていようがついていまいが関係ないのだろう。まだまだ、幼い。

「壬ジン氏シさまほどじゃないかもしれないけど」

　猫猫は思わず寄りかかった欄らん干かんから滑り落ちそうになった。「どうしたの？」と小蘭がのぞき込んでくる。なんでもないよ、と裳スカートを叩きながら猫猫は姿勢を戻す。

「そういえば、猫猫、よく壬氏さまと──」

「ええ、妃の使いでね」

　猫猫は強調して言った。それ以上でもそれ以下でもないと言わんばかりに。

（……）

　猫猫は無意識に左手を裳スカートにこすり付けていた。いつか掴つかんだ蛙かえるの感触が蘇よみがえったためだ。

（あれは、蛙、蛙）

　言い聞かせて心を落ち着かせる。

　先日の避暑地の一件後、壬氏にはまだ会っていない。そろそろ定例の訪問があるのだが、少々気まずいと言うしかない。

　まるで経を読むようにぶつぶつ頭の中でつぶやいていると、見覚えのある二人組が浴場のほうへ入っていった。

（あれは……）

　どこかおどおどした雰囲気の娘と、それに従う女にょ官かん。娘は愛らしい顔立ちをしているが、その気弱なへの字眉まゆが特徴だ。

（里樹リーシュ妃？）

　なんでこんなところに、と思いながら猫猫は里樹妃とその侍じ女じょ頭がしらを見ていた。










二話　赤セキ羽ウ







（なんか睨にらまれている気がする）

　猫マオ猫マオは思った。誰にといえば目の前にいる三人としか言いようがない。

　今日の点心おやつは、饅まん頭じゅうである。中に餡あんも入っていない質素なものだが、甘いものがあまり好きではない猫猫にとっては、こちらのほうが好みだ。餡の代わりに菜おかずの残りの煮つけを挟んで食べると美味しい。

　翡ひ翠すい宮きゅうでは、侍じ女じょたちが交代で休憩をとる。今までは外出していたり、紅ホン娘ニャンや桜イン花ファたちと休憩をとることが多かった猫猫だが、今回は新入り三人との組み合わせになった。

　正直、気まずかった。

　猫猫はあまり人付き合いが得意なほうではない。新入りが入ってきてひと月経っているのに、ようやく最近名前を覚えたくらいだ。

　三人の女にょ官かんはよく似ていた。同郷なので同じような顔立ちだからかなと最初思ったが、そうではなく三姉妹らしい。

（白ハク羽ウ、黒コク羽ウ、赤セキ羽ウだったか）

　名前自体は覚えやすかった。しかし、その三人のうち誰がどの名前なのか一致させることが難しかった。すでに何回か間違えていて、呆あきれた三人がそれぞれの名の色をした髪かみ紐ひもをつけることでようやく覚えることができた。先日来た特使と同じだ。

　三つ子ではなく年子で、年長から白、黒、赤の順である。上級妃に仕える侍女ということもあって、見た目もよろしく、すっと眉まゆ墨ずみを流したかのような柳りゅう眉びをしている。目元は皆切れ長だが、真ん中の黒が一番気が強そうだと猫猫は思った。

「お召し上がりになられては」

　猫猫はすでに椅子に座って、饅頭を口に含んでいる。茶はさっきまで休憩していた貴グイ園エンが用意してくれていた。出がらしだが十分美味しい。

「……はい」

　長子の白羽が椅子に座る。それに続いて黒羽と赤羽も座った。

『……』

　無言。猫猫は気にしないが、食べているところを見られると落ち着かない。

（なにか言いたいことでもあるのだろうか）

　なら口に出して言ってもらいたい。わざわざそれを汲くみ取って対応するほど、猫猫は他人に気を使いたくない。上司ならともかく、相手は同僚なので、そこのところはこれといった好意がなければ気を利かせるつもりはない。

　黙々と饅頭を食べるだけの時間になる。猫猫が黙っているためだろうか、向こうの三人も黙っている。気にせず世間話でもしていればいいのに。

　饅まん頭じゅうを食べ終え、ぷはっとお茶を飲み干した。すると、黙っていた三人のうち、白い髪かみ紐ひもをつけた白羽が猫猫を見た。

「一つ質問があるのですが、よろしいでしょうか？」

　落ち着いた物言いだった。確か、末っ子の赤羽が猫猫と同い年と聞いたので、彼女は今年で二十歳だろうか。玉ギョク葉ヨウ妃と同年で、桜花たちより年上なので、やはりどことなく落ち着いているように見える。

「どういう経緯があって、この翡ひ翠すい宮きゅうに仕えているのでしょうか？」

（どうと言われても）

　人員が足りない翡翠宮に、壬ジン氏シが好都合とばかりに毒見役として押し込んだのが猫猫だ。おそらく、桜花あたりが話していると思っていたが。

「それは聞いたわ。ただ、それだけでは納得いかないの。疑い深い玉葉が信頼しているという点でね」

『玉葉』と呼び捨てにしてしまい、白羽の顔が一瞬歪ゆがんだ。

（なるほどねえ）

　玉葉妃と同年ということで、仲がよかったのかもしれない。そんな人の周りに得体の知れない奴がいれば疑うのはおかしくない。

「私は所しょ詮せん、毒見役です。もし、玉葉妃に毒が盛られたなら、先に倒れるのは私のほうです。そういう役割と割り切ってもらえればよろしいかと」

　正直に答える。最初に玉葉妃と出会うきっかけとなった毒おしろいの件については、話す必要はなかろう。

「話には聞いていたけど、本当にさっくりした性格ね」

「ありがとうございます」

　褒ほめ言葉かどうかわからないが、一応頭を下げておく。新入りとはいえ、猫猫より立場は上なのだから。

「……それと、外にお友だちが多いようだけど、ほどほどにしてもらいたいわ。こちらとしても、慣れない後こう宮きゅうに慣れようとしているのに先輩女官がよそにばかり行っていたら、寂しくなるじゃない？　特に、うちの末っ子とかがね」

　と、赤い髪紐をつけた三女を小突く白羽。末っ子こと赤羽は、そんなことはないと言わんばかりにつんとそっぽを向く。

　そういうことね、と猫猫は思った。確かに最近、小シャオ蘭ランたちとつるむことが多いので、そこはいけないなあと反省する。

　しかし、今日も今から小蘭、子シ翠スイとつるむ約束がある。妃きさきたちを相手にした脱毛は猫猫の仕事になっていた。ここで抜けると二人が大変になるだろう。

　どうしようかと思った矢先、ふと思いついた。

　要は、猫猫が変な真似をしないか監視がつけばいいということだろう。

「では早速、今日一緒に湯殿に行きませんか？」

「へっ!?」

　いきなりの申し出に、赤羽は間抜けな声を出す。三人姉妹の顔立ちはよく似ているが、やはり年少ということもあり、どこかあどけない印象がある。よほどつっけんどんでなければ、うまく小蘭と子翠が扱ってくれるだろうと他人頼みにする。

『湯殿』との言葉に、白羽と黒羽は顔を見合わせる。一瞬、にやりと笑ったのは気のせいだろうか。

「それはいいかもしれないわ。赤羽、あなたもたまには私たち以外の子と付き合ったほうがいいわよ」

「白羽姉さま！」

「そうね、そのほうがいいかも。それに湯殿に行けというのは、玉葉さまの命めいもあってのことでしょう」

「そうですね」

　後宮の醜聞スキャンダル集めが仕事といえば仕事である。こっちへおいでー、と猫猫は手招きする。

「黒羽姉さまも……」

「仕事の手伝いなら仕方ないわ。いってらっしゃい」

　静かだった二番目も長女に同意したことで、三女のやることが決まったようだ。

　ふむと猫猫は思いながら、なんとなく三人姉妹の立ち位置がわかった気がした。




「はじめまして、赤羽です」

　少し緊張した面持ちで赤羽が言った。

　小蘭と子翠は、猫猫の連れに興味津々である。

「ほほう、猫猫のお友だちですかー？」

「それはそれは」

　二人は、ぐるぐると赤羽を取り囲む。たじろぐ赤羽をよそに猫猫は持ち物を確認する。脱毛で傷めた肌を整える美容液に、絹製の糸、せっかくなので花はな街まちから取り寄せた指南本を売りさばこうかとも考えていたが、赤羽がいると難しそうなので諦める。

　赤羽は姉二人がいないためか、少し気弱な顔をして猫猫を見る。

（そろそろ助けてやるか）

　行こうか、と湯殿のほうを指すと、小蘭も子翠も元気よく手を上げて走っていった。

「なんなのあの人たち」

「害はないです」

（たぶん）

　猫猫はそれだけ言うと、二人のあとについていく。赤羽もまた「待ちなさいよ」と言いながらついてきた。




　今日の仕事はそれほど大変でもなかろう。最近、按摩マッサージ係の後釜が何人か増えていたためだ。奥をのぞくと、別の女にょ官かんが按摩をやっているのが見えた。

　猫猫たちが妃からおひねりを貰もらったことに気が付いたのか、興味を持ち始めたらしい。前にやっていた女官は、そこのところはうまく隠していたのだろう。

　脱衣所で前掛け一枚になり、道具を籠かごに突っ込んで風呂場へ向かう。すると、赤羽がもじもじしたまま立ち止まっていた。

「どしたの？」

　小蘭があどけない顔でのぞき込む。

「……つけるのはこれだけ？」

「うん、お風呂では脱がないと、暑いよ」

　赤羽は、どうやら恥じらっているようだ。そんな中、にんまりと不敵な笑みを浮かべながら子翠がそろっと赤羽の後ろに立っていた。そして赤羽の帯を外すと、そのまま着物をはぎ取って高らかに持ち上げた。

『おおおっ！』

　なにを恥じらうことがあろうかと、猫猫は思った。声がそろった小蘭も同じことを思っただろう。猫猫と同様、小蘭の胸部はつつましやかである。

「普通に立派じゃない」

　十分立派なものをお持ちな子翠が言った。

「なにが立派よ！　つつましやかなほうがいいじゃない！」

　赤羽はそう言って、猫猫と小蘭を見る。小蘭の顔がむむっとなる。周りにいる数人の女官たちの目も厳しい。これは敵に回したぞと猫猫は思う。

　子翠もそれを感じ取ったらしく、着物の代わりに前掛けを赤羽に渡す。

「うん、わかった。わかったから風呂に行こうか」

　ぽんぽんと肩を叩きながら、赤羽を促す。

（これは想像以上に）

　いじりやすそうな性格だわな、と猫猫は思いながら風呂場へ向かった。

　身体を隠すことからなんとなく察せられたが、赤羽はあまり入浴の習慣がない地方から来たようだ。そういえば、玉葉妃と同郷なら西の乾燥地帯出身だろう。あちらは水が貴重なので風呂には慣れぬわけだ。蒸気風呂サウナはあるだろうが、大がかりな湯殿はないのかもしれない。

「今までどうしていたんですか？」

　砂漠地帯ならともかく、こちらでは適度に入浴しないと体臭がきつくなる。まだ暑いこの季節ならなおさらだ。身体を拭くだけでは足りないだろう。

「姉さまたちはこちらを使っていたけど、私は玉葉さまに頼んで……」

　翡ひ翠すい宮きゅうにある湯船を使わせてもらっていたらしい。基本、宮にある風呂は妃きさき専用である。時折、皇帝も使われる場合があるが、それはなんというか入浴として使うわけではないので、とりあえず詳細は言わないでおく。

　そういえば、何度か赤羽が風呂場のほうに向かうところを見た気がする。残り湯とはいえ、気が引けて隠れるように入っていたのだろう。

　忠義に厚そうな姉たちが急に態度を変えたわけだ。玉葉妃が許可を出したなら、無理やり大風呂に連れていくこともできない。そんなときに猫猫の誘いがあり、これ幸いとなったわけだ。

「恥ずかしがっているようですけど、これからそんな余裕はないですよ」

　そう言いながら、猫猫は桶おけの湯をかぶり、手ぬぐいも濡らすと身体を洗い始めた。




　胸をさらすことにすら抵抗がある赤羽の目に、一糸まとわぬ姿で石台に横になっている妃たちの姿はどう映っただろうか。玉葉妃はあらかたなんでも自分でやってしまう性格なので、そういうものを目にすることもないだろう。

　早速、赤羽の目がぐるぐるとなっている。しかし、それにかまっている暇はない。

「はい、これを」

　猫猫は香油を渡す。

「塗りたくることくらいできますよね？」

「ぬ、塗りたくるの!?」

「はい、鶏肉のように塗りたくってください」

　そうすれば、向こうも気が緩んで口が軽くなるんですよ、と小声で付け加える。

　赤羽は、むむっと口を歪ゆがめながら、寝転んだ妃に恐る恐る塗る。その塗った部分から、だいぶ手つきが慣れてきた小蘭が揉もみほぐしていく。

　猫猫は脱毛係で、これは按摩マッサージと違い毎日やるものではない。ゆえに、小蘭たちよりも忙しくないので、二人ほど仕事を終えたら手が空いた。

　石台に座り、次の客を待っていると、おどおどした影を見つけた。

（あれは……）

　先日も見たが、里樹リーシュ妃だった。いつもの侍じ女じょ頭がしらを連れて、なにやらきょろきょろしている。

（一体、どうして？）

　上級妃の宮にはそれぞれ風呂がついているはずだ。わざわざ大浴場まで来る必要などない。

　あまりにおどおどと周りを窺うかがっているので、足元に桶おけがあることに気付かず転びそうになるのも、なんというか里樹妃である。この後宮内にいる四人の上級妃の一人だが、まだまだ数え十五歳、帝みかどの御通りもないお姫ひいさまだ。

　転んだところを支えた侍女頭もそれで足を滑らせて転んでいる。ほかに使える侍女はいないのか、と猫猫は思ったが、よく考えるとあそこの侍女にはろくなのがいないので仕方ない。

　どうにも居たたまれなくなって、猫猫はぺたぺたと歩いて里樹妃に近づく。香油かなにかがこぼれた石畳を風呂の湯で洗い流して、転ばないようにしてやる。

「あっ、ありがとうございま──っ!?」

　侍女頭が猫猫に気付くなり、悲鳴に似た声を上げた。なぜか里樹妃も同じ表情をしている。

　猫猫は半眼で二人を見るが、生まれたての子馬よりぷるぷるしている。

　人を妖怪かなにかを見るような目で見てもらいたくないのである。

　猫猫は仕方なく元の場所に戻ろうとするが、ふと気になることがあった。怯おびえる里樹妃を見ると、身体の無駄毛が残っていた。剃刀かみそりで剃そったようだが、その剃り跡はまばらで、ところどころ剃刀負けしていた。

「……新しい脱毛法、試してみませんか？」

「えっ？」

　猫猫の提案に里樹妃は驚いた。しかし、猫猫が手を引っ張っても特に抵抗もせずついてきたので肯定ということにした。まだ、ぷるぷる震えていた気がしないでもないが、そんなことは知ったことではない。

　とりあえず剃り残しが気になった。

　猫猫は変なところが気になる性格である。赤羽と同じように恥じらって胸を隠す里樹妃を石台の上に促すと、猫猫は唇を歪ゆがめながら手に特製の油ローションをつける。怯える里樹妃とそれにすがりつく侍女頭を後しり目めに、察しのいい小蘭が石台に妃を張り付ける。

「安心してください。優しくしますから」

　そう言って猫猫は、思う存分仕事をすることにした。

　赤羽だけはただ呆ぼう然ぜんと、妃に同情する目で見ていた。




　脱毛を終えた里樹妃の肌は、それはつるつるで心地よい手触りだった。思わず手足だけでなく、全身くまなく処置してしまった。小蘭が後処置アフターケアに丁寧に香油を塗る。子翠は別の客が来たため、そちらの仕事をしたあと、ねぎらいの果実水ジュースを貰もらい一服していた。うらやましそうに小蘭が見ている。うむ、あとで里樹妃にねだろうか、などと考えたが、魂が抜けたように石台に張り付いている妃きさきを見てやりすぎたかと少し反省する。

「こういうことには慣れていないのでしょうか？」

　猫猫は侍じ女じょ頭がしらに聞く。

「は、はい。宮ではその、皆、そういうものは細かにしない性質で、その前は長い間、出家していたものでして」

「そうでしたね」

　よくよく考えると、かわいそうな身の上だろう。幼い頃に、政治の道具として幼女趣味ロリコン帝の元に嫁がされ、その死後は出家、その後また身内によって無理やり後宮に入れられたと思ったら、ろくでもない侍女たちしか周りにいなかったという。

　元は、妃をいじめていた侍女頭だが、ずいぶん妃寄りになったものだと猫猫は感心する。せっかくなので同じようにひんむいて処置しようとしたら、手足はともかく大切な部分は全力で抵抗された。女同士だから気にする必要もないのに、と猫猫は思う。




　里樹妃とその侍女頭の処置を終えたところで、大体仕事のかたはついた。ゆったりした袍ほうを着て、のぼせを冷ましている。社交辞令か、本当は断ってほしかったと思うが、「冷たい果実水ジュースでも」と言われたので、遠慮なくご馳ち走そうになることにした。小蘭は手放しで喜び、赤羽はよくわからないままとりあえずついてきている。

　別の妃たちには、別の女にょ官かんたちがついているし、子翠はちゃっかり外に出て他の妃から煙管キセルをご馳走になっていた。なかなか要領がいい娘だ。

「ところで、どうしてこんな場所に？　金剛宮にも湯殿はあるはずでは」

　妃専用の湯冷まし場所に陣取ると、猫猫は侍女頭に聞いた。

「それが……」

　侍女頭はためらいがちに、里樹妃を見る。里樹妃はのぼせた顔が少し落ち着いた色になっていた。むしろ青ざめていると言っていい。

「出るんです、あの宮。湯殿に」

　妃と同じく、真っ青な顔をした侍女頭が言った。

「幽霊が……」

　と。










三話　踊る幽霊







　あの気弱な妃きさきが上級妃であるとわかると、赤セキ羽ウは不機嫌な顔をしていた。しかし、あんな話を聞かされて猫猫に首を突っ込むな、というほうが無理である。

　そういうわけで──。

「壬ジン氏シさまがお呼びです」

　その翌日の夜、紅ホン娘ニャンからそう言われた。毒見を終え、夕ゆう餉げの粥かゆをすすっていた猫猫は手早く椀わんを片付けて準備する。ともに食事をとっていた赤羽は顔をしかめていたが、とやかく口を出すまでにはいかなかった。

　あのあと、風呂の幽霊については壬氏に相談するように猫猫が言ったのだ。直接、猫猫が里樹妃の相談を受けるわけにはいかず、赤羽の視線が許しそうにもなかった。しかし、壬氏を通せば十中八九、猫猫にお鉢が回ってくると思った。

　そして、案の定やってきたわけだが──。

（すっかり抜け落ちていたな）

　部屋に通されたとき、ぴりっと全身に寒気が走った。客間には玉ギョク葉ヨウ妃と紅娘、そして、壬氏と高ガオ順シュンがいる。壬氏の顔には相変わらず天上の笑みが浮かんでいたが、その面つらの皮の奥に蠢うごめくものを感じていた。

　しまったと思うほかない。

　先日、壬氏の旅行に付き合ったとき、とんでもない秘密を知ってしまった。

　後こう宮きゅうにいる男は皇帝以外皆宦かん官がん、しかしそうではない者もいた。それが、この壬氏である。なんというか、そこそこ立派なものをお持ちであったとだけ言っておこう。うん、思い出したくないと猫猫は思う。

　猫猫としては牛ご黄おうを貰もらったことで、なにもかも無しにしてしまいたかったが、向こうはそうでもないようだ。微笑ほほえんだ目は笑っていない。まともに会ったのは、避暑地以来ということになる。

「ふふふ、今日はどんなお願いかしら？」

　玉葉妃がにこやかに笑う。好奇心旺盛な妃は毎度のことながら首を突っ込みたがる。さてさて、今回の場合、里樹妃の話であるが、壬氏はどう話そうとするものだろうか。

「とある妃の部屋で、幽霊が出るようで」

「あら、まあ」

　途端、赤毛の妃の目が爛らん々らんと輝く。隣で紅娘が、「まただわ」と言わんばかりに額を押さえていた。

　単刀直入に来たな、と猫猫は思った。わかりやすくていいけれど、この玉葉妃が勘ぐらないわけがない。

「おいたわしいわ。どの妃でしょうか？　見舞いにでも向かわねば」

「玉葉さま、そのお体で外へ出るのはいけません」

「あら？　それなら使いを出しましょう。そうね、あなたと猫猫の二人で行ってくればいいわ。忙しいようなら、桜イン花ファあたりはどう？」

　別に見舞いがどうこうというより、詳細が知りたいのだろう。これは里樹妃のことを隠しても赤羽が話せばわかる。

　壬氏もそれくらいわかっているだろうに、もしかしてなにかの意趣返しのつもりだろうか。

「玉葉妃、これは内密のことですので、見舞いは控えていただけませんか。そういうわけで、また返していただけますか？」

「貸してならあげるわよ」

　なにを返すか、貸すのか、それは猫猫のことだ。

　先日の話の流れをもう一度繰り返すのだろうか、と猫猫及び高順、紅娘が同時に息を吐いたときだった。

「いえ、〝返して〟ですよ。この猫猫を」

　そう言って、壬氏は猫猫の前に立つと、指先を脳天にのせた。そして、髪の流れをたどるように指を滑らせる。

「戻ったあと、この娘になにを聞いても無駄かと思います」

　滑った指先は頬をなぞり、小指、薬指と猫猫の唇に触れる。

「口止めはしっかりいたしますゆえ」

　そう言って、優雅な足取りで部屋を出た。明らかに動揺した様子で高順がついていく。

　残された面々はぽかんとするよりほかない。猫猫とて同じだ。

　最初に動き出したのは玉葉妃だった。

「なにがあったの？」

　玉葉妃は呆ぼう然ぜんとしたまま、視線を猫猫に移した。その視線が痛かった。

　その後、四半時さんじゅっぷんは玉葉妃から追及を受けることになった。猫猫は「蛙かえるのせいです」と、それ以上言えなかった。

　墓まで持っていく秘密の代償ならば、牛ご黄おうは安かったかもしれないと少し反省した。




　幽霊というが、どんな幽霊だろうかと猫猫は思った。正直、猫猫はその手のものは信じない。ちょっと前に怪談話の件があったが、あれも幽霊なのかよくわからない。桜花は幽霊だと信じて疑わないので、仕方なくそういうことにしている。

　たとえ幽霊だろうと、呪のろいで人を殺せるものだと思っていないのだ。人が死ぬときは、毒なり怪我けがなり病気なりの原因がある。呪いだと言うならば、それを信じた人間が思いつめることによって、勝手に気の病になるものと考えている。

　そういうわけで、猫猫は壬氏のお付として金剛宮に行くことになった。正直、わざわざ壬氏が出張らなくても、高順あたりに任せてしまえばいいのにと思うが、そうもいかないのだろう。

　南天の植えられた宮に着くと、出迎えてくれたのは侍じ女じょ頭がしら一人だった。しかし、壬氏も一緒だと気付くと、周りの女にょ官かんたちは楚そ々そとして衣の埃ほこりを払い、髪を撫なでつけて宮の玄関に整列した。

　その様子を壬氏は微笑ほほえましげに見ている。

　猫猫は思わずうさんくさい目を向けそうになるが、高順が菩ぼ薩さつの目で猫猫を見ている。避暑地の一件以来、壬氏の様子がおかしいことは高順もわかっているだろう。ちょこちょこ猫猫に聞いてくるのだが、詳細をどこまで話せばいいかわからず、言葉を濁している。

　壬氏が宦かん官がんではないのであれば、高順はそれを知っているのだろうか。それとも高順もまた、本当は違うのだろうか。

　考えても仕方ないと猫猫は思いつつ、金剛宮の中へと入った。




　青ざめた顔の里樹妃は、壬氏を見るなり顔を赤らめ、そして、本題に移るとまた青くなった。面白いくらいわかりやすい。よその妃きさきとはいえ、これが四夫人の一人だということに実に不安を感じる。

（ある意味、それも考えて御手付きではないのかな）

　思慮深き皇帝の姿を想像したが、それとは関係なく胸の大きさでまだ食指が動かないのだろうなと結論づける。里樹妃は猫猫以上に、胸回り三尺（九十センチ）には程遠い。

「こちらです」

　青ざめた妃の代わりに説明してくれるのは侍女頭だった。ほかにもわらわらと侍女がくっついているが、どれも壬氏が目当てのようで、正直邪魔だ。これを文学的に表現するならば、麗うるわしい花に蝶が呼び寄せられるというだろう。しかし、侍女たちのかしましさを考えると、魚の頭に蠅はえが群がっているようにしか思えなかった。

（もし、こやつが宦官でないとばれたら）

　ああ、考えたくもない。

　さっさとちょんぎってしまえばいいのに、と品の悪いことを考えながら、風呂場へ足を踏み入れる。壬氏及びお付の宦官たちは少し立ち止まっていたが、普段、宦官たちにお湯を運ばせているので、入っても問題はないだろう。

「ここです」

　脱衣所の前に侍じ女じょ頭がしらが立つ。里樹妃は怖がって少し離れたところで止まっている。

「妃はここから、奇妙な人影を見たというのです」

　脱衣所の窓からそっと奥をさす。そこにはなにもなく、ただ白い壁が見えた。なにもない物置が窓の外につながっている。普段は御み簾すを下げている窓だが、偶然開けたままになっていて外を見てしまったらしい。

「どんな人影が見えたのですか？」

　猫猫は裳スカートをぎゅっと掴つかんでうつむく妃を見た。その仕草はまだ幼く、妃としての威厳など感じられない。

　そして、その様子に拍車をかける者たちがいる。

「まだ、そんなことを言ってらっしゃるのですか？」

　少し甲高い声で言ったのは、侍女たちの一人だった。

「里樹さまはそうやって皆の気を引きたがるのですわ。大したことではありませんよ、なにかの見間違いでしょう？」

　ずんと偉そうに前に出ながら、何気に壬氏へと流し目を向けている。後宮女官ということもあって綺麗な顔立ちだが、険のある眼つきをしていた。化粧の隈取アイラインがそれをさらに強めている。

「それをいさめるのが本来、侍女頭の務めと思いますのに」

　ふうっと息を吐きながら、その侍女は首を横に振る。

　周りの侍女たちがそれに付き従うように後ろについている。それを見て、侍女頭は肩身が狭そうに身を縮めた。

（ああ、そうか）

　この偉そうな侍女は元侍女頭なのだろう。毒見役にその座を奪われて、さぞや悔しいに違いない。嫌味の一つ二つ、日常茶飯事だろう。

　壬氏もそれくらい読み取れるらしく、にこりと笑うと、その偉そうな侍女に一歩近づいた。

「そうですね。しかし、妃の話を聞くのも私の務めです。その仕事を取らないでいただけますか？」

　甘かん露ろのような声にささやかれては、侍女たちも顔を赤らめて頷うなずくしかない。後宮にいる女官の大半は生き娘むすめなので、殿方に対する反応がわかりやすいのが面白い。壬氏はさらに、茶が飲みたいと小声でつぶやくことで人払いもさせる。侍女たちは我先にと茶の準備をしに行った。とうに別の侍女が用意しているのだが、そんなこと知ったことではないだろう。本当に慣れたものである。

「さて、お聞かせ願えますかな」

　そうやって壬氏に宥なだめられ、長椅子カウチに横たわったところで、ようやく里樹妃は語り出した。




　〇●〇




　その日、いつも通り湯ゆ浴あみをしていました。本当は少しぬるめのお湯がいいけど、いつも侍じ女じょたちが熱めのお湯を用意するから、お湯が冷めるように少し遅い時間に入るのが日課でした。

　以前から薄々気付いていたけど、侍女たちは私のことをあまり好ましく思っていないようで。お風呂は、尼寺にいたときから一人で入るようにしていたから、一人で入ることには誰も文句は言いません。服を着替えるときだけ、河カ南ナン、ええっと侍女頭に手伝ってもらっていました。

　湯浴みを終えて脱衣所に入りました。身体を拭きながら、少し暑いから御み簾すを上げて。窓は閉め切られていて、風はあんまり入らなかったけど。

　だけど、そこにゆらゆら揺れるものが見えたのです。最初は帳カーテンが風に揺れているのかと思ったけど、そうじゃなかった。お風呂に入る前は閉めきっていたし、なら風なんて入らないですよね。

　なのに揺れていて、そしてその向こうに見えたのです。

　丸い丸い顔がぼんやりと浮かんで、ゆらゆら揺れていて、帳カーテンを衣にして踊っていた。

　その顔は微笑ほほえんでいたのですわ。ずっと私を見ながら。




　〇●〇




　思い出すのがよほど怖かったらしく、長椅子カウチの上で両肩を抱き震えている。それを侍女頭の河南がさすって落ち着かせる。

（前は意地悪してたのになー）

　人間って変わるものだと感心しながら、猫猫は茶をすすった。壬氏が頼んだ茶のほうは、誰が持っていくかもめているようで、なかなか来ない。

　お茶請けは杏仁酥アーモンドクッキーと洒落しゃれたものである。堅くて保存もききそうなので、土産みやげに貰もらえないだろうかとちらちらと河南を見る。

「誰か周りにいたというのは考えられませんか？　女にょ官かんの誰かを見間違えたということはありませんか？」

　壬氏の確認に、里樹妃も河南も首を振る。

「近くには河南もいました。私の声に気が付いてすぐこちらに来ました。そして、河南も同じ幽霊を見たのです」

　そして、河南は怯おびえながらも幽霊の正体を確かめるために、その丸い顔の主の元へ近づいた。しかし──。

「幽霊はいきなり消えてしまいました。もちろん周りには誰もおらず、帳カーテンも何事もなかったかのように動かなくなった。窓も開いていない。風通しのある部屋ではありません」

　ふうむ、と猫猫は手を組んだ。里樹妃がさした場所を見る。

　しかし、変な間取りだと思った。風呂場のすぐ前を物置にするものだろうかと考える。

　翡ひ翠すい宮きゅうや水晶宮の場合、湯殿は別棟になっていて、湯上がりにのんびりできる空間を隣接した部屋に作っている。

　金剛宮の場合、別棟にはなっていないが、もし作るとすれば物置ではなくくつろぎ空間スペースだろうと思う。

　ちらりと、壬氏を見ようとしたが、思い直し高順を見る。高順は、少し困った顔をしながら壬氏を見る。壬氏から手振りで、「聞きたいことがあるなら聞け」と言われた気がしたので口を開く。

「こちらの間取りは、以前から物置だったのですか？」

　ほかにも聞くことがある気がしたが、とりあえず思いついた質問からすることにした。

「いえ、前は物置ではありませんでした」

「では、どうして物置に？」

「それは……」

　河南が立ち上がり、少し心苦しそうに風呂場の前の物置に移動する。積み重なった荷や棚をさして見せる。

　猫猫はそれをじっくりのぞき込む。

「ああ、なるほど」

　壁にはところどころ黒い汚れがついていた。よく見ればそれが黴かびだということがわかる。根が張り付いているらしく、ここまでくればいくらこすっても落ちないだろう。

　風呂場が近いこともあって湿気がこもりやすいのだろうか。しかし、翡翠宮や水晶宮ではそんなものはなかった。

　翡翠宮の侍じ女じょたちなら、原因を究明して黴が生えない工夫くらいするだろうが、ここの侍女たちにそれを求めるのは難しかろう。大体、侍女が宮の掃除をせっせとする翡翠宮のやり方のほうが変わっているのだ。くさいものには蓋ふたを、ということで物置にしてごまかすというのがこちらのやり方だったらしい。

　それにしても、ちょっと黴どころじゃない部分もある。壁を押すとふにゃんと柔らかいのだ。もしかしたら、土台から腐っているのではなかろうか。

「こちらはそんなに古くない建物ですよね」

「はい、里樹さまが入じゅ内だいなさったときに建てられました」

　築数年でここまで柔らかくなるものだろうか、と猫猫は眉まゆをひそめる。そして、その腐敗した部分のそばに窓があることに気が付く。この帳カーテンが揺れていたと里樹妃は言っていた。

「……」

　猫猫は顎あごを撫なでながら、今度は風呂場へ移動する。脱衣所を抜け、檜ひのきの湯船をのぞき込んだ。

「……あった」

　思わずつぶやいてしまった。湯船の底には、小さな丸い穴があった。湯船の脇にはその穴を埋める栓が置いてある。穴の先は水路へつながっているのだろう。古い水路を利用した後宮は、そういう点では大変利便性がいい。

　猫猫は頭の中で風呂場と物置の見取り図を作り、そこに水路の流れを想像で加えていく。

「里樹さま」

　ちらりと妃きさきのほうを向いた。

「もしかして、その日、間違えて風呂の栓を抜いたりしませんでしたか？」

　猫猫の言葉に里樹妃が目をぱちくりさせる。

「なんでわかるの？」

　やっぱり、と猫猫は思った。そして、つかつかと歩き、先ほどの黴かびにまみれた壁へ向かう。そして、腐敗した床を見るために、そばにあった棚をどかす。猫猫だけでは力が足りないので、気が利く高順がすかさず代わってくれた。

　棚があった場所は、体重をかけると踏み抜きそうなくらい床が柔らかくなっていた。そして、壁との間に隙すき間まができていた。

「この下に水路が通っているか、間取りで確認できませんか？」

　猫猫の問いにすかさず反応したのはやはり高順だった。別の宦かん官がんに申しつけ、すぐさま金剛宮の設計図を持ってきてくれた。

　案の定、床下に水路が通っていた。

「温かい湯がすぐ下を通り、そこから湯気が漏れていれば、ここの壁も腐敗しやすくなりますね。そして、その隙間から湯気が出れば、窓を開けなくとも風は起こります」

　こうして帳カーテンは揺れるというわけだ。

　ぽかんと口を開ける里樹妃だが、思い直したかのように目を見開く。

「じゃ、じゃあ、あの丸い顔はなんだっていうのよ！」

　猫猫はふむと顎を撫でる。帳の位置と、顔があったであろう位置を確認する。そして、その場所からぐるりと周りを見た。

　壁を背にして斜め前を向くと、棚が置いてある。そして、そこに布をかけられたなにかが置いてあることに気が付いた。近づいて、その布をつまんでみる。中には銅鏡があった。物置に置かれている割には綺麗に磨かれて、まだ輝きを失っていない。

「それは……」

「はい？」

　里樹妃がうつむいていた。

「大事なものだから、大切に扱ってくれる？」

　別に壊すつもりはない。触れるのをやめて、その鏡をじっくり見る。ちょうど人の顔の大きさと変わらないだろうか。

「これはいつからここに？」

「以前、よく使っていたものよ。特使の持ってきた鏡が来てから、こちらに置いているのだけど」

　特使の持ってきた姿見は、全身が見える上、銅鏡の何倍もよく映るので使い勝手はいい。以前使っていた銅鏡を仕舞い込むのも無理はない。

「その割に、毎日磨かれているのですね」

　銅鏡はすぐに曇る。これだけ綺麗だということは毎日磨いているのだろう。

　里樹妃は少し寂しげに鏡を見る。本当は貰もらった鏡よりこちらのほうが、ずっと思い入れが強いように思える。

「せっかくなので久方ぶりに使われてみてはいかがでしょう？」

　そう言って鏡を布で包み込むように持つと、里樹妃に渡した。

「明るいところで使うと、より見やすいと思います」

　猫猫はそう言って帳カーテンを開くと、外からの光を入れた。よく磨かれた鏡は、その光をよく反射する。

「こう持つとよく映るやもしれません」

　猫猫は、妃が持つ鏡の向きを変えた。鏡の表面に光が当たり、その光が白い壁へと映し出された。

『!?』

　刹せつ那な、その場にいた全員が目を見開いた。

　壁に丸い光が映し出される。そこには、柔らかい笑みを浮かべた女の顔があった。

「どういうことだ？」

　最初に声を出したのは壬氏だった。信じられないと言わんばかりに壁を凝視している。

（なるほどねー）

「魔ま鏡きょうという名を聞いたことがありましたけど、見るのは初めてです」

　光を当てると、そこに絵や文字が映し出される、名前の通り摩ま訶か不思議な鏡のことだ。銅鏡を作る際に表面に凹凸があると、このようになにかを映し出すようになるという。透とう光こう鑑かんと呼ばれることもある。歴史は古いが、それを作るのにはかなりの技術が必要らしい。

　猫猫の養父である羅ルォ門メンは医学、薬学のほかにも幅広い知識を持った男だ。小さな頃から、猫猫が面白いと思う話をいくつも聞かせてくれた。これもその一つだ。

　磨き上げられた鏡が窓の隙すき間まから洩もれた月明かりに照らされて、壁に像を作る。たまたま鏡に被せていた布が落ちて、その日、この顔を映し出したのだろう。

　いくつもの偶然が重なり、こうして幽霊が出来上がったのだ。

「……この顔」

　里樹妃はほろほろと涙をこぼしていた。鼻をすすりながら、涙が落ちるのも気にせずその像を見ている。

「死んだ母さまに似ている気がする」

　ぎゅっと銅鏡を掴つかみ、唇を『へ』の字に曲げて、鼻水がだらだらと流れていた。正直、妃きさきとしての威厳もなにもない姿だが、それがとても里樹妃らしいと思った。四夫人の一人として上級妃の位につく娘、でも本来ならもっとのびのびとしてもいい年頃である。

　鏡を大切にしていた理由がわかった。おそらくその母親の形見なのだろう。こうして遠い後宮にいても、母親がそばにいることを示したかったのかもしれない。

　猫猫には母というものがわからない。ただ、この妃にとって母親というものは慕情を抱くに値する存在なのだろうと思った。

　鼻水をぶざまに流しながら、里樹妃はぎゅっと銅鏡を抱いた。壁に映された像は消えたが、その笑みはまだ彼女のまぶたの裏に残っているだろう。

「母さま、鏡を替えちゃって怒ったのかなあ。だから出てきたのかなあ」

「偶然が重なっただけです」

　猫猫は素っ気なく言った。

「踊るの好きだったって聞いたの。私を産んだあと、身体壊して踊れなくなって、そのまま死んじゃったから、こうして幽霊になって踊ってるのかな」

「幽霊なんているわけありません」

　冷たい物言いの猫猫の言葉など聞こえないようだ。河南が手ぬぐいを出して、鼻水だらけの妃の顔を拭いている。

　そんな少ししんみりした雰囲気をぶち壊す声が響いてくる。

「お茶が用意できました」

　激しい奪い合いに勝利したのは、元侍じ女じょ頭がしららしき女だった。香ばしい茶と茶請けを持ってやってきた。にこやかに壬氏に応対したかと思うと、べそをかいている里樹妃を見て一瞬顔を歪ゆがませた。しかし、すぐに笑顔に戻ると、ゆっくり妃の元に近づいた。

「里樹さま、なにを泣いているのですか？　皆さまの前で恥ずかしいですよ」

　たしなめる姿は、主あるじを敬う侍女に見える。しかし、猫猫はこの侍女の本性を端々で見ているので今さらという感じだ。殿方の前では猫かぶりがうまいが、それ以外で襤褸ぼろを出すのは三流の妓ぎ女じょと同じである。

　そして、そういう女ほど、妙に相手の逆げき鱗りんに触れてしまうものである。

「あら、この鏡、まだ持っていらしたのですか？」

　銅鏡を見て侍女が言った。

「せっかく特使さまにいただいた鏡があるのですから、これはもういらないでしょう。誰かに下か賜ししてはいかがでしょうか」

　そう言って、緩んだ里樹妃の手から銅鏡を奪う。目を細めながら、それを眺めて値踏みしているようだ。本当は自分が欲しいのだろう。

「……して」

　蚊の鳴くような声が聞こえた。うずくまった里樹妃から聞こえたが、鏡を持った侍女は気付かない。ただ戦利品を得たといわんばかりに満足そうに銅鏡を眺めて懐におさめ、そして壬氏への給仕に移ろうとする。

「返して」

　里樹妃の手が伸びた。そして、侍女の袖を引っ張る。

「なんですか？」

「返して！」

　侍女の襟を引っ張り、無理やり銅鏡を奪い取った。その行為に、侍女は呆ぼう然ぜんとする。あとからやってきた侍女たちもそれを見て、眉み間けんにしわを寄せる。

「来客の前で、はしたないですよ」

　泣きじゃくっているところといい、無理やり奪い取るところといい、そこだけ切り取れば悪いのは里樹妃だろう。妃が癇かん癪しゃくを起こしているようにしか見えない。

　だが、他の侍女たちはともかく、猫猫や壬氏たちは一部始終を見ていた。動いたのは壬氏だった。

「それは大切なもののようです。よく確認もせずに取るほうもいかがかと思います」

　丁寧で優しい口調、しかし確かに非難を含めて壬氏が言った。

　襟を整える侍女の前に立つと、その大きな手を伸ばす。侍女は顔を赤らめていたが、その手は侍女の髪に触れそうな位置で止まり、そこにささっている簪かんざしを引き抜いた。

　美しい簪には、精巧な彫り物がされていた。そこにある紋を、壬氏は目を細めて見る。

「これも下賜されたものでしょうか？　それでも、上級妃の紋がついたものを一侍女風情が身に着けるのは、分不相応だと習わなかったのですか？」

　口調は丁寧だ。表情は笑顔のままだ。だから怖い。

　里樹妃が侍女たちにないがしろにされている事実は、壬氏も知るところであった。それを公にしないのは、それが里樹妃の面めん子つを潰つぶすことにつながり、なおかつ宦かん官がん側としては不可侵の区分に入るからだ。

　でも、こうして物的証拠があれば、口を挟むことはできる。まさに釘を刺すといったところか。

「今後は、自分の立場をわきまえない行動はやめていただきたい」

　極上の笑みを浮かべて壬氏が言うと、侍じ女じょはそのまま床に崩れ落ちた。あとからやってきた侍女たちも、それぞれ身に覚えがあるのだろうか、顔を真っ青にしている。

（ああ、怖こえぇ）

　何事もなかったかのように茶をすすり始める壬氏を見て、猫猫は心底そう思うのだった。










四話　噂の宦かん官がん







　医局では子猫の毛マオ毛マオがやぶ医者の足に絡みついて、小魚をねだっていた。いつも通り、開店休業のその場所で、猫マオ猫マオは麻酔になりそうな薬草を調べていた。

　後こう宮きゅうに戻ってすぐ、猫猫はやぶ医者に宦官の作り方について詳細にたずねた。おやじから、ある程度のやり方を聞いたことがあったが、それだけでは物足りない。もっと詳しく聞けるかなと思いきや、やはりやぶ医者である。おやじから聞いた話以上のことは聞けなかった。

「嬢ちゃん、またやってるのかい？」

　唇をすぼめ、しょぼしょぼとした顔でやぶ医者が言った。手に持っていた小魚は、毛毛に叩はたかれ、簡単に奪われている。餌えさがいいせいか毛毛の毛け艶づやもよくなり、本当にいい筆の材料になりそうだが、やぶと高ガオ順シュンの邪魔が入り、まだ毛をむしることはできない。

「今さら宦官を作ることなんてないんだから、調べなくてもいいのに」

　少し遠い目でやぶが言う。おそらくすごく痛かったのだろう。

　ふと、猫猫は思うことがあった。

「宦かん官がんってどうやって後宮に入るのですか？」

　猫猫の質問に、やぶ医者は毛毛と狗尾えのころ草ぐさで遊びながら返す。

「どうやってって、宦官の手術を受けてだよ」

「いえ、そういう意味ではなくて」

　どうやって宦官だと判断するかだ。

「それなら、昔は手術を受けた証明書があれば入れたけど、今は……」

　少し恥ずかしそうにやぶが顔を赤くして頭を下げる。この初心うぶさは里樹リーシュ妃と張れるだろう。

「なんていうか、触診だね。それであるかないか、調べるんだよ」

「掴つかむんですか？」

「あけすけすぎるよ、嬢ちゃん」

　呆あきれた声でやぶ医者が言う。

　昔はそんなことをしなかったらしいが、不正がはびこり、調べるようになったという。

「証明書が偽造だったり、替え玉だったり。ちょっと銭を掴つかまされる者がいてね」

　計三人の違う部署の官たちを使って調べるらしい。前は目視もやっていたらしいが、それは妙な気分になってしまう官が出てきて無しになったとのことである。

（あれ？）

　猫猫は首を傾かしげながら、やぶを見る。

「それって、初回だけですか？」

「一応、出入りするたびにやっているよ。顔見知りになると、そのまま通過するけど」

「……」

　猫猫は首を傾げながら、麻酔薬を見る。

（もしかして……）

　いやいや、と頭を振っていると、やぶ医者が子猫を放ち、違う話題を振ってきた。

「宦官といえばさ、新しく入った宦官の話知っているかい？」

「噂には聞いたことありますけど」

「うん、久しぶりに若いのが来たから、けっこう皆、はっちゃけているみたいだよね」

　やぶ医者は、どじょうのような髭ひげをつまみ、ふうっと息を吐いた。本来、宦官になると雄としての特徴がなくなるものだが、たまに、やぶのように髭が残っている場合もある。それがやぶにとって唯一とも言うべき自慢する箇所なのだろう。

　若い娘、特に生き娘むすめには潔癖な者が多い。体毛がやたら濃かったり威圧するような男よりも、宦官のように中性的な者を好むこともある。

「今回はまた、なかなか綺麗どころが多いので騒ぎも大きいよ。今はまだ裏方だからいいけど、有能なのがいて引き立てられたらもっと大変だね。その前に落ち着いてればいいけど」

　やぶも毎度、壬ジン氏シが来るたびにそわそわしているというのに、他人事のようである。いや、顔の感想を言っているあたり、早速確認チェックを入れたあとということか。

「この間は、風呂焚たきの準備中に下級妃に絡まれていて大変そうだったよ」

「それはまあ、ないがしろにできませんね」

　下級妃といっても、皇帝の御目通りのない妃きさきだろう。たまにそうした欲求不満な者がいるのは、後宮では珍しくもない。女にょ官かんや宦かん官がんを愛人にしている妃も一人、二人くらいいるだろう。

　それは大変だわな、と思いつつ猫猫は、薬草を片付け始めた。




　〇●〇




「一体、いつ話すのですか？」

　その言葉は何回聞いただろうか。壬氏は目の前の従者を半眼で見る。

「そのうちだ」

「ほほう、そのうちとはいかに」

　高ガオ順シュンは執務室の机の横に立ち、涼しい顔で壬氏を見る。眉み間けんにしわが寄っているが、いつものことだ。

「緊張しているのはわかりますが、態度があからさますぎて逆におかしくなっていますよ」

「……他の女官ならあれで十分だ」

「小シャオ猫マオは、殻をなくした蝸牛かたつむりでも見るような目でしたよ」

　つまり蛞蝓なめくじと言いたいのだろうか。

「……るさい」

　壬氏は書類を眺め、可か不可か分けると、判を押していく。

　執務室にはほかに誰もいない。外には、武官が一人欠伸あくびをしながら見張りをしているだろう。誰かが近づけば、すぐわかるようになっている。そういう場合にしか、高順はこんな話をしない。

「わかっている」

　壬氏は力強く印を押して、たまった紙束を高順に押し付けた。高順は無言のまま、紙束をそろえて、下官が持ち運びに使う籠かごに入れておく。

「早めに決めてしまわないと、のちほど面倒なことになりますよ」

「むしろ、そちらのほうが面倒ではないか？」

　高順がなにを考えているかなんてわかっている。高順はあの薬くす師しの娘、猫猫を完全に引き入れろと言いたいらしい。それが意味することといえば──。

「軍師殿が必ず出張ってくるぞ」

　あの片眼鏡モノクルの子こ煩ぼん悩のうが首を突っ込んでくるのが目に見える。あの男は得体が知れない、皇帝ですら一目置く存在といえる。

「毒をもって毒を制してください」

　高順は、淡々と述べる。

　羅ラ漢カンという男の立場は宮廷内でも特殊だ。太たい尉いという立場にありながら、どこの派閥にも入らず、自ら派閥も作らず、のらりくらりと立ち回っている。そんな存在は、普通ならとっくに飛び出た杭くいとして打たれるものだが、それがない。

　十数年前に実父と異母弟から家督を奪い、羅の家の主あるじとなった男はその名に恥じぬ修羅の者だった。その特異な才能からめきめきと出世していった。

　目め障ざわりと思った者は多数いただろう。蹴け落おとそうとした者も数知れずと聞く。しかし、生き残ったのは羅漢のほうだった。かの男に手出しした者は、火傷やけど程度では済まされず、中には一家離散にまで追いやられた者もいる。恐ろしいのは、それが格上であってもどんな血筋であっても関係ないということだ。

　あの男の頭の中はどうなっているのかわからない。ただ、あの男には、人には見えないなにかが見え、それを元に、相手をどん底へと引き込む脚本が作られる。

　それゆえ、むやみに羅漢に接するなという暗黙の了解が宮廷内ではできている。こちらからけしかけなければ、害はない。
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　そして、接するなということは、味方にするなという意味も示しているのだが。

「書類が脂まみれになるぞ」

　豚脂ラードたっぷりの点心おやつを遠慮なしに置いていった姿を思い出す。

「我慢しましょう」

　高順の眉み間けんのしわが一つ増える。

　正直、こんなやり方は好まなかったが、これからを考えると、猫猫に本当の話をしたいのには変わりなかった。血筋云うん々ぬんを抜きにして本当のことを知ってもらいたかった。

　なぜ、今の立場にいるのか、なぜ、本当の姿を隠し通しているのか。

　知ってほしい気持ちもある。でも同時に、どんな反応を示すのか、それが多少恐ろしくも感じていた。

「……」

　壬氏はふうっと息を吐くと、次の仕事にとりかかることにした。こちらは後宮内の仕事だ。主に妃きさきたちから、文書として送られてきた要望だ。

　壬氏は箱に入った文書をつまみながら顔を歪ゆがめた。

「なんだか多いな」

「はい、おそらくいつもと同じ案件かと思います。それに加えて、先日の件に関係することでしょうか」

　すでに一度、封は開かれている。高順か、もしくは他の官が一度確認しているのだろう。

　壬氏は一枚目を開き、軽く目を通すと、二枚目を手に取った。三枚目、四枚目と見ているうちに、いつのまにか姿勢は椅子の背もたれに寄りかかり、天井を仰ぎながら目元を指で押さえていた。

　内容の半分は四夫人の一人である楼ロウ蘭ラン妃に関するものだった。どういう内容かといえば、女にょ官かんが他の妃に比べて多すぎる、衣装が派手すぎて後宮の景観を損なう、といった前々からやっかみ半分で来ているものだ。いつもと変わらない。

　それに加えてなにが来ているかといえば。

　新入りの宦かん官がんに色目を使う女官がいるとの報告である。

「あらかた予想できたがな」

「そうですね」

　新しく入った宦官は皆、裏方の仕事についてもらっている。風呂焚たきや洗濯など、地味で力を使う仕事が多い。女官の数に比べて宦官の数は減少する一方なので、そういう労働の場に優先して送っている。今後、適性を見て他の部署に移すことも考えているが、元は異民族の奴ど隷れいだったこともあって、少し慎重にならざるをえない。

　そのうちに女官たちの熱も冷めるだろうが、一応形として見ておく必要がある。

「面倒だな」

「諦めてください」

　そんなやり取りをしながら、壬氏は文を片付けた。




　そういうわけで、翌日、壬氏は後宮にやってきた。新しい宦かん官がんたちの様子を見るためだ。

　洗濯係も風呂焚たき係も、ともに井戸の水を使う。せっせと仕事をする係の長に新入りの様子を聞きながら、壬氏は周りを見る。

　新入りらしき宦官は五人、まだ部署もはっきり決まっていないということで、白い帯をつけている。元奴ど隷れいのためだろうか、他の宦官たちに比べて若いが、顔は疲ひ弊へいしていた。輪郭が細いのは、異民族にとらわれていた頃の名残だろう。どこか怯おびえるような動きをするのは、支配されていた期間が長かったためだ。

　後宮の人員を減らしたいというのが、現状の皇帝及び壬氏の意思だが、その一方でこういう側面もある。一度、奴隷として去勢された者たちは、自由になったとてそうそううまく生きていくことはできない。後宮に仕官するのは、ある意味、最も適当な術すべといえる。

　そんな新入り宦官を見ながら、壬氏はなるほどなあと納得した。新入りのうちの一人が大変整った顔立ちをしていた。宦官らしく中性的だが、頬がこけているのでそのぶん凛り々りしく見える。ただ、仕事をするに当たり左手をかばっているように見えた。

「どうしたのだ、あの者は」

「ひどい折せっ檻かんを受けたようで、身体の左側がしびれているとのことです」

　ほかに、身体にひどい傷きず痕あともあるらしく、あまり肌も見せたがらないらしい。

「そうか」

　ならば、風呂の水みず汲くみはあまり適した仕事ではないだろう。力が弱く、他の宦官に比べて仕事が遅れている。顔立ちも目立つことから、人が多い南側での仕事は不向きだ。

「それにしても、人気者だな」

「ええ、頭はいいらしく、女官たちへの気配りがうまいのです」

　遠巻きに女官たちが話しているのが見える。

　高順がじっと壬氏を見ている。

「なんだ？」

「貴方あなたが言えることですか？」

　高順が不満そうに口にした。

　よく見ると、壬氏の周りにはいつのまにか女官たちがわらわらと集まっていた。目を潤ませてこちらを見ているので、にこりと笑いかけ、仕事の途中だと言わんばかりに宦官の元へ行く。

　新入りの宦官たちに近づくと、先輩の宦官から小突かれてようやく頭を下げている。袖の先に伸びた手を見ると、どれも荒れていた。鞭むちを受けた痕あとだろうか、蚯蚓みみず腫ばれのようなものがいくつも見えた。肌を見せたがらない理由もわかる。

　壬氏はそれに気付きながらも、これといった反応を見せるわけにはいかない。ただ、官たちに今後、働き次第で出世もできるというありきたりなねぎらいの言葉をかけ、その場を去ろうとした、そのときだった。

　がしゃんと音がした。

　何事だと、壬氏は音のするほうへと向かった。そこには、青い顔をした女官が呆ぼう然ぜんと立っていた。その横では、真っ赤な顔をした宦かん官がんが女官を怒鳴りつけていた。倒れた荷車があり、そこには藁わらと布で大事に包まれた氷が、地面にむき出しになって落ちていた。

　妃きさきのために持ってきた氷だろう。今の時期、氷ひ室むろにはもう氷は少なく、ただでさえ貴重なものがさらに価値が上がっている。

　怯おびえる女官はどこか見たことがある気がした。どこで見ただろうかと思っていると、別の女官が駆け寄ってきた。小柄で無愛想な見慣れた女官だった。

　なるほど、猫猫と仲のいい女官だ。だから見覚えがあったのだと思った。

　どうすればいいかと思いつつ、とりあえず事の成り行きを見ることにした。










五話　氷菓アイス







　小シャオ蘭ランは確か猫猫より二つ年下と聞いた。親に売り飛ばされて後こう宮きゅうに入ってきたという経歴の割に、全然暗さを見せない娘である。貧しい農家の出身のためか、食べ物、特に甘いものに対しては貪どん欲よくで、点心おやつを見せればいくらでも口いっぱい頬張る。食いはぐれることを懸け念ねんしており、後宮を出たあとのことを考えて、字の勉強をしたり、仕事の伝つ手てを探したりするたくましいところがある。

　ただ、まだ幼いためだろうか、少し落ち着きがないことがある。

　湯殿で妃きさきの一人に気に入られたのか、小さな簪かんざしを貰もらった。そんな些さ細さいなことだが、髪かみ紐ひも一本で喜ぶこの娘は天にも昇るような気持ちになったらしい。それが先ほどまで続いており、つい前をしっかり見ずに走って、たまたま止まっていた荷車にぶつかった。

　そういうわけで、今、このようになっている。




「どうしてくれんだ！　もうこれの代わりは間に合わないぞ！」

　甲高い声で叫ぶのは、氷を運んでいた宦官だった。地面には無残にもその荷が散らばっている。

「洗ってごまかすなんて真似できねえからな！」

「ご、ごめ……」

　ごめんなさいと謝ろうとしても、宦かん官がんが畳みかけてくる。小蘭の顔は蒼そう白はくで、全身が震えていた。

　たかだか氷と思うだろうか。今はまだ蝉せみが鳴きやまない季節だ。涼しい山地に作った氷ひ室むろに、冬の間に氷を溜ためて、それを暑い季節に切り出して持ってくるのだ。今、落ちて壊れた氷の塊かたまりだけでも、人一人が買える価値がある。

「ああ、もうどうすんだよ！」

　怒る理由はわかる。さすがに縛り首までいかないだろうが、鞭むち打うちくらいの罰はあるかもしれない。宦官は、苛いら立だたしげに巾きんを掴つかむと、地面に投げ捨てた。

　その間にも、氷はどんどん解けている。猫猫は地面に座り込み、泥まみれになった氷を布と藁わらで包む。

「どのお妃きさきさまですか？」

　猫猫は一いち縷るの望みをのせて宦官に聞いた。

　これだけ大きな氷を用意できる妃は限られる。大体、四夫人か、実家が裕福な中級妃くらいだ。

「楼ロウ蘭ラン妃だよ」

　猫猫はがっくりと肩を落とした。まだ、他の上級妃なら話が通じたかもしれないが、よりによって楼蘭妃とは。

　派手好きな楼蘭妃は、氷菓子をつついてゆっくり夕涼みをしようという考えだったのだろう。そんなかたに、一度泥がついたものを出すわけにはいかない。

（子シ翠スイと赤セキ羽ウがいないだけよかったな）

　二人とも今日は別の用事で大浴場には来ていなかった。どこかどっしり構えた子翠ならともかく、赤羽が一緒だったら騒いでさらに混乱していたかもしれない。

（どうすれば……）

　弁償しきれる金額ではないし、なにより上級妃の機嫌を損ねるのは恐ろしい。氷に代わるなにかがあればいいのだが、そんなもの用意できるだろうか。

　猫猫は砕けた氷を見る。落ちた氷は洗ったところで使うわけにはいかない。

　けれど──。

「これはどうするのですか？」

　猫猫は藁に包まれた氷の欠片かけらを持って言った。

「勝手にしろ」

「わかりました」

　宦かん官がんもかなり頭にきているようだ。どう言い訳しようかと、ずっと頭をかきむしっている。落ちた氷でも十分価値はあるし、このままだと解けるだけなのでもったいない。

　小蘭は顔を真っ青にしたまま、突っ立っているだけだ。どんな罰を受けるのか、恐怖でなにも考えられないのだろう。

　猫猫は鼻の頭をかく。氷はあるけど、それはもう使えない。

　ならば──。

「すみません。これに代わるものを用意するのでは駄目でしょうか？」

「はあ？　なに言ってるんだ？」

　そんなことができるものならやってみろと言わんばかりに宦官が猫猫を睨にらむ。

「これは勝手にしていいとのことですよね。その代わり、私が違うものを準備します。それを持って楼蘭妃の元に行ってもらっては駄目でしょうか？」

　どんな形であれ、了承は取ったぞ、と思いながら猫猫は氷を担ぐ。

　宦官は疑心暗鬼の眼まな差ざしで猫猫を見る。どうにも信用できないが、だからといってそのまま鞭むちに打たれる趣味もなかろう。かすかな希望にすがりつきたいようだ。

「妃きさきはあと半時いちじかんもしたら、点心おやつを所望するぞ」

「半時」

　ぎりぎり間に合うだろうか。いや、それ以前に材料がそろうだろうか、と猫猫は考える。

　すると、にこにことたおやかな笑みを浮かべる者と目が合った。遠巻きに騒ぎを見ていた女にょ官かんや宦官に混じって、麗うるわしき彼かのかたはお気楽にも見物をしていた。隣に高順が、なんとも言えない顔で立っている。

　壬氏の顔は微笑ほほえんでいるはずなのに、ものすごく意地が悪く見えた。

　猫猫は唇を噛かみながらも、ちらりと小蘭を見る。このままここにいても仕方ない。利用できるものは利用するしかないと腹をくくり、猫猫は小蘭の手を引っ張った。




　その場を離れたことで、緊張の糸が切れたのか泣きじゃくる小蘭をやぶ医者に預けた。猫猫は都合よく医局の前にいた壬氏の前に立つ。

「なにか用か？」

「調理場を貸していただけませんか？　あと材料も貸していただけると嬉しいです」

「ずいぶん、わがままを言う」

　壬氏はもったいぶった言い方だ。そんな暇はない。早くしないと氷がすべて解けてしまう。

「その見返りはあるというのか？」

「私が壬氏さまに与えられるようなものはございません。でも、貸してください」

　都合のよすぎる言い方だ。分不相応にもほどがある。でも、そんなこと言っていられなかった。

「おまえがやらかしたことではないだろう」

「でしょうね」

　小蘭を見捨てることは簡単だ。元々、噂話を聞くのにちょうどいい女官が小蘭だっただけだ。話の見返りにいつも点心おやつを手て土産みやげに持ってきたし、貸し借りはないはずだ。

　前方不注意だった小蘭が悪い。

（だけど）

「このままだと寝覚めが悪いので」

　正直に答える。それ以外の理由なんてない。

　壬氏の顔が、一瞬固まったかと思ったら、顔を伏せ、くぐもるような笑い声を上げた。

「そうだな、寝覚めが悪いか」

「はい。その日の仕事に差し支えます」

「なら、困るな」

　ならば、と壬氏が笑う。

「条件がある」

「なんでしょうか？」

「人の話は最後まで聞け」

　ごくごくありきたりな常識を言われて、猫猫は首を傾かしげる。

「そんなことでいいのですか？」

「そんなこともできないのは誰だ？」

　鸚おう鵡む返しにされ、猫猫ははてと首を傾げる。

　壬氏の顔がぴくりと引きつった気がした。

「そうか、なら、別の条件を出そう。なにがいいかな？」

　うつむいた顔に影がかかり、とても嫌な予感がしたが、今すぐ力を借りられるような人間はいない。玉ギョク葉ヨウ妃の手を借りるという方法も考えたが、相手が楼蘭妃である。今後のことを考えると、一応中立派である壬氏に頼るのが一番得策だ。

（なにをやらされるんだ？）

　猫猫はふるふると頭を振る。髪かみ紐ひもがそれで緩まったのか、はらりと床に落ちた。それを壬氏がじっと見る。

「おまえ、簪かんざしはつけないのか？」

「仕事がありますから」

「翡ひ翠すい宮きゅうの女官たちは、それでももう少し洒落しゃれていたぞ」

　そんなことを言われても、猫猫の持っている装飾品は限られる。扱いやすい髪紐か、前の園遊会で貰もらった簪かんざしや首飾りだが──。

「俺がやったのがあるはずだ。まさか売り払ってないだろうな」

「売っていません」

（今はまだ）

　そのうち売ろうと思ってなかなか売れずにいる。売るなということか。

「じゃあ、それをつけてこい」

「……それだけですか？」

「悪いか？」

　壬氏がどんな無理難題を言ってくるかと思ったが、そんな簡単なことでいいのなら別にいい。

「つけてきたら、そのとき言おう」

　壬氏がひとりごとのように小さな声で言った。そして、猫猫のほうを向く。

「すぐ用意する。早くついてこい」

　そう言って、背を向ける壬氏。猫猫は涙が枯れてしゃっくりを繰り返す小蘭の背中を叩きながらついていった。




　調理場は夕ゆう餉げの支度で大忙しだったが、なんとか一角をあけてもらった。元々、今よりたくさんの女にょ官かんたちの食事を作っていた場所なので、竈かまどが余っていたのが幸いだった。医局でもできない作業ではないが、猫猫たちの点心おやつを作るような気持ちでやっていては、妃きさきに失礼になるだろう。玉葉妃にはちょくちょくそんな形で薬を作っているが、それは例外とする。

　場所を用意してくれた壬氏だが、渋い顔をした高順に連れられて仕事に戻っている。代わりに宦かん官がんの一人が椅子に座って猫猫たちを監視している。それとは別に、先ほどの宦官も心配そうに調理場の中を見ていた。

「ねえ、猫猫。これで本当に氷菓子みたいなのができるの？」

　不安そうに小蘭が見ている。

「たぶんね」

　一度だけ、作るところを見た。記憶が正しければ、いけるはずだ。

　卓子テーブルの上には、陶器の大きな器とやや小さめの薄い金属製の器、それから牛の乳と砂糖、あと果実を数種類に、その他もろもろを用意してもらった。小蘭が不安になるのはわかる。おそらく、この場にそぐわないものがいくつかあるからだろう。

　牛の乳があってよかった。妃きさきの中には、乳酪バターを好んで食べるかたがいて、そのかたは毎日作りたてのものしか食べない。牛の乳は腐りやすく、新鮮なものが手に入らなかったらどうしようかと思った。

　猫猫はそれを金属の器に入れると、砂糖を加えて茶ちゃ筌せんでかき混ぜる。本来、茶をかき混ぜるものだが、空気をうまく入れるのにちょうどいいので使わせてもらう。

「はい、これかき混ぜて」

「う、うん」

　時間がないので、単純作業を小蘭に任せて、他の仕事へと移る。

　猫猫は落とした氷を卓子テーブルの上にのせると、用意しておいた槌ハンマーで叩いた。

「なにやってんの!?」

　大粒の氷がどんどん小さくなる。

「いいの、小蘭はひたすらかき混ぜてて」

　猫猫は砕いた氷を大きな器の中に入れると、その中に少し水を加える。そして、大量の塩を投入した。

　小蘭が首を傾かしげながら見ている。

「はい、小蘭。それ、この中に突っ込んで」

　金属製の器を塩入りの氷水の中に入れる。そして、ひたすらかき混ぜる。首を傾げていた小蘭だが、だんだん驚きで目が丸くなっていく。

「えっ？　嘘」

　金属の表面に牛の乳が固まってくっついている。猫猫は茶筌でそれをそぎ落としながらかき混ぜる。

「小蘭、そこ、果物切って。小っちゃくね」

「う、うん」

　小蘭は包丁で切って皿にのせる。猫猫はひたすらかき混ぜて、牛の乳が全体的にふんわりと固まるようにしていく。

「切れたよ！」

「入れて」

　猫猫は茶筌を置き、匙さじでさっくりと果実をかき混ぜる。それができたら、玻は璃りの器にのせた。ちょっとそれでは物足りないので、果実の甘露煮の汁を上からさらにかける。

　ごくんと唾だ液えきが喉のどを通る音がした。先ほどまで泣きべそをかいていた娘の目がきらきらと輝いている。

「それって」

「見ての通り、氷菓アイスだよ」

　もっと時間があれば、卵を入れたり、匂いつけの薬草を入れたりできただろう。しかし、時間がないので仕方ない。

「どうしてできたの？」

「話はあとだよ。早く持っていかないと間に合わない」

「うん、でも……」

　ちらちらと上目遣いで小蘭が見ている。

「味見って必要じゃない？」

　なるほど、と思い、猫猫は金属器の表面に残ったものを匙さじですくい取ると、小蘭の口へ入れてやった。冷たい氷菓アイスが口の中で溶けるとともに、小蘭は両手を小刻みに振りながらにんまりと笑った。

　どうやら成功らしい。

「はい！　できた！　できたよ！　これ、お妃きさきさまに持っていって！」

　器にのせた氷菓を残った氷で包み込んで渡した。

　見張っていた宦かん官がんも、氷運びの宦官も目を丸くする。

「本当にできたのか？」

　不安な顔をする宦官に、猫猫は問答無用で氷菓を口に突っ込む。

「!?」

「これなら問題ないと思いますが」

　ごくんと飲み込んで目を丸くする宦官。もうひと匙と、手が伸びるのを叩き落とす。少し残念そうに猫猫を見た。

「早く早く！　溶けちゃう」

「わかった」

　宦官は器を丁寧に籠かごに入れて、布に包むと走っていった。

　見張りの宦官は少しうらやましそうな顔をしながら、自分の仕事をまっとうすべく席を立った。

　彼らが行ってしまったあとで、猫猫と小蘭が顔を見合わせた。

「……よかった」

「どうだろ？　妃が気に入ってくれるかが問題だよ」

　一応、壬氏からあらかじめ、好き嫌いの類たぐいを聞いていたので口をつけないことはないはずだ。毒見で減った分も含めて十分な量を作ってある。

「意地悪言わないでよー、もう。それより残りが溶けちゃう前に食べようよ」

「そうだよ、食べようよ」

『!?』

　猫猫と小蘭が横を見ると、氷菓アイスの入った器をしっかり抱えた子翠がいた。

「ねえ、なんでここにいるの！」

「うーん。なんか騒がしいのが目について、つい仕事を放り出してきてしまいました」

「ろくでもないね！」

　その通りだと猫猫も思う。猫猫も他人のことを言える立場じゃないといわれればそうだけど。

「すごく大変だったんだから……って、あっ！　子翠！　一人で食べないでよ、美味しいとこだけ持ってかないでよ」

「おいひいわ、これ」

「やめて！　全部食べないで！」

　匙さじを頬張りながら逃げる子翠と、それを追いかける小蘭。

（こりゃ足りないなあ）

　猫猫は残った氷でもう一度氷菓アイスができないかと、また器に材料を入れるのだった。










六話　逆さか子ご







「あら、動いたわ」

　大きな腹をさすりながら玉ギョク葉ヨウ妃が言った。少しずつ涼しくなり始めた季節なのに、肩には衣を羽織っている。身体を少しでも冷やすと、紅ホン娘ニャンが目を逆三角形にして怒るので、大変だ。

　母の腹が動いたのを見て、鈴リン麗リー公主ひめが「きゃっきゃっ」と甲高い声を上げる。床に敷いた柔らかい毛もう氈せんの上には、公主の遊び相手として子猫の毛マオ毛マオが出張していた。

　毛毛の爪つめは猫マオ猫マオが切って丁寧にやすりをかけた。噛かみ癖はしっかり躾しつけをしたので、公主がよほど無茶をしない限り噛まないだろう。だが、なにをやらかすかわからないのが子どもというものである。

　猫猫は毛氈の上に座り、じっと公主が悪さをしないか確認していた。毛玉が公主に噛みつこうものなら、いつでも首根っこを捕まえられるようにしている。

「それにしても、赤あか子ごとはいえ、個性って出るのね」

　動いた腹を見ながら、玉葉妃が言う。

「鈴麗のときは、もっと上ばかり蹴けっていたのに、この子は下ばかり蹴っているわ」

「下ばかりですか」

　猫猫がぴくりと眉まゆを動かした。毛毛をそっと掴つかむと、籠かごの中に入れる。公主ひめがぶうと声を上げたが、その籠を卓子テーブルの上にのせて公主の手が届かないようにした。

　猫猫は玉葉妃に近づくと中腰になった。

「少し見せてもらっていいですか？　触れても大丈夫でしょうか」

「いいけど、どうしたの？」

　いぶかしむ玉葉妃の腹を、猫猫は指先で優しく触れる。それに反応してか、また、どんと腹の下のほうを蹴る感覚が伝わる。

　猫猫の顔が歪ゆがむ。

「鈴麗公主の出産の際はどうでしたか？」

「初うい産ざんとは思えないほど、安産だったわ。公主のお体が少し小さかったのも幸いしたかもしれないわ」

　妃きさきに代わり返事をしたのは、紅娘だった。公主が卓子の上の籠を取ろうとしていたので、毛毛の入った籠は紅娘にしっかり抱えられた。籠の蓋ふたの隙すき間まから、毛毛が面白そうに外を眺めている。

「助産はどうしたのですか？」

　猫猫の質問に、紅娘は微妙な顔をする。

「私がやりました。ここの医官では頼りないので、勉強していたから、なんとかなったわ。ただ……」

「ただ？」

「当初は、助産の経験がある者を女にょ官かんとして迎えていたんだけど、そのとき、運悪く体調不良になったの」

　それゆえ急きょ代理を務めた紅娘は大おお慌あわてだったという。勤勉な紅娘だったからこそ大事に至らなかったと言える。

「元々、一時的に後こう宮きゅう入りした年とし嵩かさの助産婦だったんだけど、そんな大事な場面で腹痛になるような者はすぐ辞めてもらったわ。おかげで、梨リ花ファ妃は別の助産婦についてもらったらしいけど」

　ほうほうと猫猫は頷うなずいた。

　では、今度も同じく助産婦を後宮内に入れることになるのだろうか。

　しかし、ちょっと気になる点があった。それを読み取ったのか、玉葉妃が猫猫に微笑ほほえむ。

「なにかあるの？　言ってみてちょうだい」

　そう言われると、猫猫は素直に今ある懸け念ねんを口にできる。

「もし逆さか子ごだった場合、うまく対応できるかと思いまして」

「逆子？」

　玉葉妃が腹を撫なでる。また腹を蹴けられたのだろうか、顔が一瞬歪ゆがむ。

「ずいぶん下のほうばかり蹴られているようなので。もし、叩いているのではなく、蹴っているのであれば、赤あか子ごは頭を上にしていることになります」

　赤子が生まれるとき、頭が先に出るほうが好ましい。赤子の身体は頭が一番大きく、まずそこから産道を通ることで円滑に出産できる。逆に足から先に出たら、危険性が一気に上がる。

「逆子、ってわかるの？」

「いえ、あくまで可能性です。もっと詳しく触診すればもう少し状態がわかります」

「できるの？」

　できるの、と言われると、はっきり肯定しがたい。医学に詳しいおやじは、猫猫には薬学しか教えてこなかった。いわば、薬とは離れたところの知識は、おやじの行動を見て盗んだものだ。

　玉葉妃は黙った猫猫を見て、質問の仕方を間違えたことに気が付いたようだ。

「やってちょうだい」

　と、言い方を変えた。

　猫猫は一瞬天井を見ると、そっと玉葉妃に近づいた。

「こういう方法ですが大丈夫ですか？」

　猫猫は簡単に具体的な触診の方法を口にした。玉葉妃は「あら、ほんとう？」と口を押さえた。やんごとなきお姫ひいさまなら、その行為は恥ち辱じょく以外の何物でもない。言われた通りにやって、不ふ埒らち者と罰を受けてはたまらない。

「まあ、子どもを産んだときに比べたら大したことはないわ。お願いするわ」

「わかりました」

　母は強しということか、猫猫は触診の準備を始めた。




（なんとも言いがたい）

　猫猫は触診を終え、手を洗う。触診といっても、下腹部はもとより陰部に触れるので、前置きがあったとしても抵抗があるだろう。本来ならもっと早くやるべきだったが、そういう方法の手前、避けていたこともある。なにより、猫猫も玄人プロというわけじゃないので、あまり赤子が小さくては判断できないのだ。

　そして、猫猫の下した判断は──。

　八割がた逆子であるということだ。腹を蹴る感覚、心音などを元に位置を把握した。

　逆子といっても赤子は腹で育つうちに向きを変えることはある。ただ、玉葉妃の妊娠期間を考えると、今の時点で逆子なのは少々まずい。子が生まれるまで二ふた月つきあるか否かの時期だ。

「どうすればいいのかしら？」

　玉葉妃が着替えを終えてやってきた。隣では紅娘が心配そうな顔をしている。

「身体を動かしたり、灸きゅうをすると治りやすくなると聞きます。身体の動かし方については、後宮外で聞いたほうがいいかもしれません。灸については、私でもわかります」

「そうなの。じゃあ、ついでにほかの方法もないか聞いてみましょう」

　猫猫はお灸のほうをお願い、と言う玉葉妃。そして、腹を撫なでながら思い出したかのように猫猫にもう一つたずねる。

「もし戻らなかったら、どうなるのかしら？」

「最悪、腹を切ることになるかと」

　その場合は考えたくない。ちゃんとした助産婦がいたところで、危険性は高い。腹を切るのは最悪の場合だが、もしそうなれば、玉葉妃の命が危ない。なにかあったときに、まともな医者が近くにいないということは不安要素でしかない。

（やぶ医者がもっとまともだったら）

　そんなことを考えたところで、やぶは一生やぶだろう。人はいいが、決して有能ではない。

　だからといって代わりの医官を後宮に連れていくのは難しい。制度上、宦かん官がんでなければ入れないのであれば、切り落としてから入ってもらうことになる。その手術が間に合うか、制度を変えてしまうか、どちらが早いだろうか。

（ん!?）

　猫猫は顎あごを撫でた。

　一人、最適な人物に心当たりがある。

（だけど……）

　猫猫は唸うなりながら頭をかいた。どうすべきか悩んだ挙句、背に腹は代えられぬと玉葉妃を見る。

「一人、心当たりがあります。医術の腕は申し分なく、何度か切開によって赤あか子ごを取り上げたことがある者です」

「あら、まあ」

「そんな人がいるのね。ええっとまさか、壬ジン氏シさまの侍じ女じょじゃないでしょうね？」

　玉葉妃は素直に感嘆の声を上げ、紅娘が怯おびえた声を上げる。一体、水スイ蓮レンはなにをこの宮でやってのけたのだろう。

「侍女ではありません。医師です」

　ただ、一つ問題がある。

　それは──。

「ただし一度、後宮を追い出された罪人です」

　養父、羅ルォ門メンを思い出しながら、猫猫は言った。

　玉葉妃は眉まゆ一つ動かさない。代わりに紅娘の表情が変わる。

「そんな者、認められるわけがありません！」

　力強く言い切った。普段、女にょ官かんたちを叱るときのような怒り方ではなく、静かに冷静に、猫猫が持ちかけた話を拒否していた。

「玉葉さまのお命がかかることです。信頼できる者でないといけません」

　彼女の言い分はもっともだ。猫猫とて普通なら、素直に引き下がっただろう。しかし、今回は違った。玉葉妃の安全を考えると、それが最も正しい選択だと思うし、なにより猫猫はおやじを尊敬している。お人よしで運がない婆ばばあみたいな爺じじいだけど、それでもいい。国一番の医師だという確信がある。

「信頼できます。なにより、そこらの医官を十人集めても、その者には敵かないません」

「珍しくずいぶん大きな口を叩くわね」

　猫猫らしからぬ発言だが、本当なので仕方ない。しかし、紅娘も引き下がらない。

「だけど罪人でしょう。どんな罪を犯したのかはわからないけど、それは聞き捨てならないわ」

　冷静な態度のまま返す紅娘に対して、猫猫の目はだんだんと険があるものに変わっていった。普段とは逆転した立ち位置の二人に対して、間に入ったのは玉葉妃だった。

「ねえ、どんな罪を犯したというのかしら？　紅娘も頭から押さえつけるのではなく、ちゃんと話を聞くべきだし、猫猫も落ち着いて説明してちょうだい」

　その言葉に、猫猫は頭にのぼりかけた血が下がっていった。小さく息を吐くと、落ち着いて玉葉妃と紅娘を見る。

「その者は元宦かん官がんで、医官でした。過去には主上と現東とう宮ぐうさま、あと阿アー多ドゥオさまが産んだ御子を取り上げております。後宮を追放された理由につきましては、阿多妃関連としか聞いておりません」

　猫猫とてよくわからない。それらしき原因については心あたりがなくもないが、確信がなく、そんな曖あい昧まいなことを口にするつもりはない。

　だが、相手は玉葉妃だ。彼女は上級妃として、皇帝の寵ちょう妃ひとして現在この後宮にいる。そんな人がその手の話を聞いたことがないわけがない。

「そうなの、そういうことね」

　妙に納得した顔で、猫猫を見る。

「ねえ、その元医官は猫猫とはどういうつながりなの？」

　玉葉妃が気になるのは、罪人だったという過去より、その者がどんな人物かということらしい。

「養父です。薬くす師しとしての師でもあります」

　玉葉妃は一瞬考えるように目をつぶり、そして開けた。

「わかったわ。壬氏殿に提案してみましょう」

「玉葉さま！」

　慌あわてる紅娘に玉葉妃はにっこりと微笑ほほえむ。

「紅娘、私は優秀な人間ならできるだけ使いたいと思っているわ。それに信頼できるという点が加わればなおいいの。野良猫みたいな子がこれだけ懐いているのよ、悪人ではないはずだわ」

（野良猫とは）

　ひどい言い方だ。

「でも、罪人です」

「罪人っていうけれど、あの頃の後宮の話についてはあなたもいくつか知っているでしょ。偉大なる女おんな帝みかどの時代に流されたかたたちはどれだけいたかしら？　簡単に鵜う呑のみにするわけ？」

　玉葉妃は柔らかく、しかし、しっかりと言った。

（女帝とは……）

　さすがの貫録だと思う。

「気になるようであれば、監視をつけてもらいましょう。それくらいは問題ないわよね」

　玉葉妃はそう言うと、卓子テーブルから筆と紙をとり、さらさらと壬氏宛の文を書き始めた。




　紅娘に例の話を振って二日後、老婆のような姿をした老人が後宮へやってきた。思った以上の迅速な動きに猫猫はびっくりした。

　高ガオ順シュンに連れられたおやじは、翡ひ翠すい宮きゅうの面々に挨あい拶さつすると、医局へと向かった。しばし、やぶ医者の元にいるとのことだ。おやじも猫が好きなので、また毛毛の毛け艶づやがよくなるだろう。

　やぶが解雇になったらどうしようかと思っていたが、しばらくはその心配はないみたいだ。あくまで臨時、それが妥協点というところだ。

（それはよかった）

　おやじがいなくなれば、花はな街まちにはろくな医者がいない。呼んだ猫猫が言うのもなんだが、年が明ける前に帰ってもらわねば、後宮にやり手婆ばばあが乗り込んでくるかもしれない。

　そんなことを考えつつ、翡翠宮の掃除をしていると、桜イン花ファが水を替えた桶おけを持ってやってきた。おやじの紹介もあってか、今日は仕事が全体的に押しているので、さぼらずに真面目にやっている。

「そういや、猫猫のお父さん？　だよね、あの人」

「ええ、まあ」

　桜花は妙に首を傾かしげていた。おやじは正しくは大おお叔お父じだが、顔立ちは全然似ていないからだろう。似たようなものなのでそういうことにしておく。細かく説明すると面倒くさいので省略することにした。

「なんか全然、想像と違ったんだけど。なんていうか、普通というか、なんというか。あの人が猫猫を育てたの？　というか」

「……なにを想像してたんですか？」

「まあ。なにっていえば、ねえ」

　桜花の言葉に同意するように、一緒に掃除をしていた貴グイ園エンと赤セキ羽ウも顔を見合わせて頷うなずく。白ハク羽ウはまだ猫猫のことをよくわかっていないので、ただにこにこして話を合わせている。

「常識人っぽくない？」

「「だよね」」

　声がそろった。

（解げせぬ）

　一体、なにを想像していたのか不思議でならない。
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　医局はのほほんとした空気に包まれていた。

「この子はね、賢いから小魚の頭と尾とはらわたは食べないんだよ」

　おやじが医局にやってきて数日、この調子だ。先輩面づらして教えることはないと悟ったやぶ医者は、ひたすら医学とは関係ないことばかりおやじこと羅ルォ門メンに教えていた。人のいいおやじは、いちいちしっかり反応するので、やぶ医者のどじょう髭ひげが元気よく上を向いている気がする。

　おやじもおやじで、

「そうですか。この苦味が美味しいんですけどね」

　と言って、やぶ医者がちぎった小魚の欠片かけらを口にする。食べ物は無駄にするなと教えられたが、こうなると少し情けない。花はな街まちと違い、まともな飯は貰もらっているだろうにと思いつつ、それを猫マオ猫マオが止めることはない。それがおやじという生き物だとわかっているからだ。

　一度見たこと聞いたことを忘れない、一を聞いて十を知る、そんな才覚を持ったこの国最高の医師は、欲というものを知らぬ素朴な男だった。彼にとっては毛マオ毛マオの食べ残しとてご馳ち走そうなのである。

　猫猫は、灸きゅうに使うもぐさを作っていた。前もって杵きねでついておいた蓬よもぎを乾かして作っている。大層手間がかかるので取り寄せたほうが楽だが、一応材料自体は後こう宮きゅうにも生えているし、医局に来る口実というのもある。

　おやじが来たからといって猫猫の仕事は変わらない。

「基本の仕事は猫猫が今まで通りやること」

　紅ホン娘ニャンがそう提案したのだ。頭の固い侍じ女じょ頭がしらは、よほど罪人が苦手と見える。

　おやじはそういうわけで、悠々自適に医局で時間を潰つぶしているのかと思いきやそうでもないらしい。時折、宦かん官がんからお呼びがかかって出ていく。おそらく、壬ジン氏シの計らいだと思う。

　おやじはどこへ行くとも、行ったとも言わないが、猫猫には想像がついた。

　後宮には妊婦が少なくとももう一人いる。後宮に入る以上、おやじは妃きさきたちを平等に扱わねばならない。

　猫猫は玉ギョク葉ヨウ妃に仕える身だが、そのことに対してはほっとしていた。梨リ花ファ妃も今度の子はちゃんと育ってほしい。そのためにはまず無事産むことに専念してもらいたい。

　杏シンという元侍女頭が後宮を去ったあと、梨花妃の元にはもっと高齢の落ち着いた侍女たちが入ったと聞いた。分相応を知っており、おそらく出産経験がある者たちだろうと猫猫は思う。

　後宮は若い女たちがほとんどで、それも二年で入れ替えられる。

　子どもを産み育てる場所、それもまた後宮としての機能の一つであるはずなのに、それが動いていない。

　作るだけ作って、強い者が生き残ればいいというのが国の長たる者の子の宿命と言われれば仕方ない。だが、今の帝みかどの血筋で男子の数を見れば、そこは改善しなくてはならないと思う。

　あけすけに言えば、種馬が足りない。

（もっと、そこのところをしっかりできれば……）

　おやじは小魚のはらわたを食べながら、書きものをしている。猫猫が考えていることなど、おやじはとうに考えついているはずだ。さらさらと現在の後宮内の問題点を書いている。毛毛がじゃれて邪魔するのをやぶ医者が持ち上げて止め、おやじの書きものに見入っている。

「綺麗な字を書くねえ」

（そこかよ）

　やぶはやぶである。内容に感心しているんじゃない。

「でも、なんか子どもっぽい文だねえ。威厳が足りないんじゃないかい？」

　ふふん、とやぶ医者が空いた手で髭ひげをねじりながら見る。

「ええ、まだここでは簡単な文しか使えない者もいますから」

　あっ、と猫猫はぽんと手を打った。これから先はなんとなく猫猫にも想像がついた。おやじは書いた紙を猫猫に渡す。

「なんか物足りない点とかあるかい？」

「……ぱっと見、足りていると思う」

　そうかい、と言いながらおやじはやぶ医者を見る。

「虞グ淵エンさん、この半分くらいの紙って実家のほうには置いてあるかい？」

　おやじは紙を半分に折って見せた。

（虞淵？）

　誰のことか一瞬よくわからなかったが、ここにいるのは三人だけだから、やぶ医者の名前ということになる。

（似合わねえなあ）

　とりあえず猫猫は、これまで通りやぶ医者はやぶ医者のままでいいことにしておく。

「そんな切れ端みたいな紙は使い物にならないよ。いつも溶かしてまた新しい紙に作り直しているね」

　やぶが言った。

「じゃあ、それを安価で譲っていただくことは可能でしょうか？」

「そりゃあ、問題ないね。むしろ喜ぶだろうさ」

　おやじはまた猫猫を見る。

「最近、ここでは手習所が開かれているね」

「そうだけど」

「皆、字は上手になっているかい？」

　それは個人差がある。でも、丁寧に書けば、皆それ相応に読める字になっていた。

「これの書き取りを練習に使えないかね。私じゃ駄目だろうけど、おまえなら聞いてもらえるだろう？」

「!?」

　呆あきれるほかないと猫猫は思った。いかに無駄なく、人と物を使おうとしているか。商人あきんどもかくやという頭の回りようだ。頭の算盤そろばんはこれだけよくできているのに、なんで餓うえるまで慈善事業を施すのかわからない。

「今日あたりちょっと聞いてみる」

　そう言うと猫猫はもぐさを布包みに入れた。

「頼むよ」

　そう言って、おやじは立ち上がると医局を出る。おそらく厠かわやだろう。どうでもいい話だが、宦かん官がんになると小用が近くなる。

　猫猫はそういえば、と立つと戸棚の引き出しを開けた。

「小父おじさん、酒精アルコール何本か貰もらっていくね」

「あいよ」

　元々、猫猫が作ったものだから勝手に取ってもいい気がするけど、昨日、それをやっておやじから怒られた。もっとやぶ医者を敬えとのことらしい。

（それから）

　なにかほかに持っていくものはなかったかな、と考える。そういえば、玉葉妃が最近眠れないと言っていたことを思い出した。

「ついでに睡眠薬も、なんか貰っていくけどいい？」

「勝手に取りなよ」

　やぶは毛毛と遊ぶのに夢中だ。これでいいのかな、と思いつつ猫猫は薬棚を漁あさる。

（妊婦に負担がないもの）

　眠りが浅くなるのは妊娠中には珍しくないことだ。下手に強い薬ではなく、気休め程度のもののほうがいいだろう。

（これでいいか）

　猫猫は引き出しを開けて、中の生しょう薬やくを取る。

　すると、足元にいつのまにか毛毛がまとわりついていた。

　猫猫が面倒くさそうに足で追いやるが、毛毛は裳スカートに爪つめを立ててくる。

「こら、破れる」

「おい、どうしたんだい？」

　やぶ医者が毛毛を掴つかんだ。

（これかな？）

　猫猫は持っていた生薬を見る。毛毛は独特の変な声を上げて、桃色の肉球でぺたぺたと猫猫の手を叩く。

「やらないから」

　いくらやぶとおやじが甘やかしても、猫猫は甘くない。大切な生薬を毛玉ごときにやるわけにいかないと、さっさと布包みに入れた。

「では」

　そう言って、猫猫は医局を出た。




　おやじがやろうとしていることは、壬ジン氏シたちも賛成するだろう。

（それでも、お伺いを立てたほうがいいんだろうけど）

　壬氏を通してやると、時間が数日遅れてしまう。なので、先に手習所に向かうことにした。

（そういえば）

　猫猫の懐には、簪かんざしが一本入っている。前に、壬氏に貰もらったものだ。仕事中につけていると、三人娘や玉葉妃が妙に笑いながら突っかかってくるので外している。

（あとでつけなきゃなあ）

　面倒くさいと思っているうちに北側の手習所に着いた。

　手習所では、三十人ほどの生徒が宦かん官がんの授業を聞いていた。

　ここには性格に癖がある老宦官がいるのだが、今日は教壇に立っていない。後宮内にある帝みかどの血筋を見極める廟びょうをおさめる宦官だ。ちょっと癪しゃくだが、あの宦官に話を持ちかけるのが一番だろう。おやじのことも知っていたし、こちらに来ていることを知らせたら、話が早い。

　猫猫は回かい廊ろうを歩き、教室から少し離れた老宦官の部屋へ向かう。

「いらっしゃいますか」

　戸は少し開いていた。中をのぞくと、老宦官が目を細め、書を読んでいた。眉まゆをぴくりと動かし、戸の隙すき間まから猫猫がいるのを確認すると、本を持ったまま「こちらへ来い」と手招きをした。

「小シャオ蘭ランはいないのかね」

　普段、この宦官は小蘭にいろんな勉強を教えている。あの人懐っこい女にょ官かんはいろんなところで可愛がられている。

「個人的な用事でやってまいりました」

　なんて説明しようかと思ったが、まず見せるのが早いと思って、おやじが書いた紙を散らかった卓子テーブルの上にのせた。

　老宦官はまた眉をぴくりと動かした。座りなさいと椅子をさすので、猫猫は言葉に甘えて腰掛ける。

「これは羅門の字だね」

「よくおわかりで」

「昔、科挙のときは、あやつの字を真似ると受かると、皆で真似したものさ」

　それはずいぶん昔の話だろう。四十年、いや五十年前かもしれない。この国では、医官の資格と科挙はまた別のものだが、おやじはどちらも受かっている。文官としても才覚は十分あっただろうに、道端の浮浪児が病気でかわいそうだと医学の道を選んだ。昔からそういう性格だったため、おやじは実父からかなり疎うとまれていたと聞いた。

「これをわざわざ送ってきたのかい？」

「いえ、今現在、後宮にいます」

「ほう、それは初耳だ」

　老宦かん官がんはしわで隠れかけた目を大きく見開いた。本当に知らなかったらしい。後宮でも辺へん鄙ぴな北側にいるので、あまり話も入ってこないようだ。

　そういえば、小蘭もおやじを見たときにあまり反応していなかった。いくら噂好きの娘でも、美形の若い宦官たちがたくさん入ってきたあとで、しおれた爺じじいが一人入ってきても興味はないだろう。

「小蘭も知っているようなら、教えてくれたらいいのに」

「若い宦官の噂で持ちきりでしたから、それにかき消されたのでしょうね」

「若い宦官ねえ」

　老宦官は顎あごを撫なでて、窓の外を見る。丸く形作られた格子の向こうには、王母の子を選別する廟びょうがある。だが、老宦官の目線はそのさらに向こうを見ているようだ。

「いくら刺激が少ないとはいえ、あれで騒ぎ立てるのもどうかと思うんだがね」

「どうしたのですか？」

「いや、あんまり南に若い宦官たちを置いておくと、仕事がおろそかになるからってこちらに数人送られてきたんだよ」

　そういうことか、と猫猫は納得した。後宮の北側なら他の場所より女官たちの数が少ない。

「診療所は男手が増えて、なんだかんだで助かっているようだけどね」

　あそこには若い女官はいない。皆、落ち着きのある年齢の女官ばかりだ。深シェン緑リュという名だったろうか、そこの肝っ玉の太い女官が宦官たちをいいように使っている姿がやすやすと想像できた。

「さて、話を本題に戻そうか。それでどんな頼みごとかい？」

「これを手習所の女官たちに書き取りの練習として書いてもらえないかと。紙はこちらで準備します」

　またまた眉をぴくりと動かした老宦官は、細く長い紙切れをじっと見た。

「昔も似たようなことを書いていたからねえ。あのときは、羅門一人でやっていたから、つい私も手伝ってしまったよ。あやつでも、年を食って人をうまく使う方法くらい覚えたようだ。あのときの手伝いに比べたら、なんてことない頼みだ」

「……以前もこうして文にしていたということですか？」

「そうだよ、後宮のいたるところに貼ってあった。私は二度と見たくなくて、周りには一切貼らせなかったけどね」

　あれを書くのはもう嫌だ、とばかりに老宦官が首を振る。

　紙に書いてある注意書きを見る。毒おしろいのことも端的に書かれてある。

（昔、これと同じものが貼ってあった？）

　そこに違和感があった。猫猫はそれをどうしても確かめたくなって、紙を文鎮で押さえておくと、立ち上がった。

　気になったことを確かめに行こうと思った。

「それではのちほど紙を持ってきます」

「おや、茶の一杯くらい飲んでいかないかい？」

「いえ、急いでいますので」

　そう言って猫猫は老宦官の部屋をあとにした。




　そして、向かった先は……。










八話　巣食う悪意　後編







　診療所は前と同じく年とし嵩かさの女にょ官かんたちが忙しく働いていた。若い宦かん官がんの姿もちらほらある。すぐそばにある洗い場では、宦官たちが石畳の上に敷布シーツを置いて素足で踏みつけ、井戸の水をじゃぶじゃぶかけて洗濯している。

　猫猫はそれを横目に通り過ぎると、診療所の入口に立った。ちょうど猫猫を知る女官がいて、なんだろうと出てきた。

「体調が悪いの？」

「いえ」

　猫猫はどうしようかと思いつつ、ちらりと女官を見る。ここで聞くことは正しいのだろうか、そう思うが、そのまま放っておくこともできない。

　なにより、不安なのはここの誰がそれを考えたかということである。

　猫猫はなにか口実を作ることにした。

「ここでは、消毒に酒を使っているようですので、こちらはどうかと思って」

　猫猫はそう言うと、布包みから小さなとっくりを取り出した。もぐさとともに作り置きの酒精アルコールを持ってきたのだ。元々診療所にはそのうち持っていこうと思っていて、なんだかんだで先延ばしになっていた。

「これは？」

　猫猫が栓を抜いて女官のほうへ向ける。女官は手であおいで中の匂いを嗅かいだ。

「消毒ならこっちのほうがきくと思いますので」

「……ちょっと相談してみるわ」

　そう言って女官は、診療所の中に猫猫を入れた。

　案内された部屋で椅子に座ると、あの気が強い年増の女官、深シェン緑リュがいた。一応客人扱いで、酸味の利いた果実水ジュースを出された。

「これをいただけるならありがたいわ。でも、貰もらってもいいのかしら？」

　酒自体、後こう宮きゅう内ではそうそう出回らない。なおかつ、それを蒸留し濃くしたものならなおさらだ。

「ほかにもありますので」

　布包みの中には、もう一本酒精アルコールのとっくりがある。まだ医局に残っているし、なくなったらまた作ればいい。

「また持ってきます」

「助かるわ」

　そう言って深緑は頭を下げた。猫猫が玉ギョク葉ヨウ妃付の女官だと知ったためか、少し遠慮した物言いに聞こえた。

「いえ、たくさん作りましたので。ところで……」

　猫猫はできるだけ自然にと心がけたが、お芝居などうまくなくて、違和感のない話し方かどうかはよくわからない。ただ、できるだけ平静を装った。

「ここの女官のかたがたは、皆優秀なのですね」

「なに、唐突な言い方ね」

　深緑が鼻白んだ顔をする。

　やはりおかしかったかと思うが、猫猫はしらを切る。

「いえ、ここでは大体二年が年季ですが、皆さま、長い間いらっしゃるようなので」

　深緑は唇だけ軽く歪ゆがめて微笑ほほえむ。

「ええ、年増ばかりだもの」

「……」

「そこは否定しないのね」

　十代なかば、遅くとも二十代で後宮に入ってきたとしても二十年以上いるはずだろう。そこでおかしな話がある。

　それを口にするか否か迷っていると、深緑のその目が虚うつろになった。

「私たちだって若かったわよ。入ったときはまだ十だったの」

「……」

「ここにいる女にょ官かんたちは皆、それくらいの年齢のときに、ここに入れられたわ」

　今の後宮では、一応そんなに若い娘を女官にすることはない。せいぜい数え十四くらいにならないと入れられない。

　だが、深緑たちの入った時代は、先帝の時代である。

「そして、今も出られないわけよ」

　診療所は元々、今の皇こう太たい后ごうが作ったものだ。前に皇太后自ら診療所へ向かうのを猫猫は見ている。

　最初、猫猫は皇太后の優しさがやったことだと思った。奴ど隷れい制と新たな宦かん官がんの廃止、それは皇太后の意思が皇帝に流れる形として実現している。その先駆だと思っていた。

　でも、これは違った。

「私たちは、誰も迎えに来てくれないから」

　基本、帝みかど、天上人の御手付きとなれば、それは後宮から出られないことを意味する。家臣に下か賜ししたり、他国に嫁がせる場合もあるが、それは一部の位ある女官のみだ。

　時代によっては、帝とともに殉じゅん死しさせられただろう。それがないだけ幸運と言うには、猫猫は彼女たちとは立場が違いすぎる。

（ああ、そうか）

　後宮に巣食う悪意はここにあったのだ。

　後宮という存在が憎く、なにより皇帝の寵ちょうを得て幸せになろうとする者が憎い。そうなってもおかしくない。年とし端はもいかぬ時分に後宮に連れてこられて、そして、先帝の毒どく牙がにかかった。それがもとで、もう外壁の外を見ることが叶わなくなった女官たちの心はどうなるだろうか。

　荒すさまずまっすぐに生きることができるほど、器用な人間ばかりじゃない。

　深緑は、以前、水晶宮で病に倒れた娘を心配し、猫猫に看みるように頼んだ。

　よく気が付く女官だと猫猫は感心したが、こう逆説的にとらえられないだろうか。

　梨リ花ファ妃の元侍じ女じょ頭がしらの杏シン、あれに堕だ胎たい剤ざいの材料を教えたのは深緑ではないだろうか。直接ではなく、間接的に、あの物置小屋で病に伏せていた下女を使って教えたとしたら、今まで引っ掛かっていたことがするすると解けていく。

　その下女はきっとお喋しゃべりだったのだろう。深緑は話の端々から杏と梨花妃の関係、そして妃きさきの妊娠に感づいた。

「ほら、これを侍女頭の机に置いておきな。妃さまのためになるよ」

　そう言えば、素直な下女は言うことを聞くだろう。書かれているものは、妊婦に悪いものばかり。これを避けろという意味では妃のためだ。ただ、妃に悪意を持つ者がとれば、その意味はまったく正反対になる。

　その頃、ちょうど隊商キャラバンがやってきて、その材料が売られていれば手にしないわけがない。

　どうして隊商がそんなものばかり持っていたかとなると、こう推測できる。

「今度はこの香が欲しい」

　そう言って、年に数回来る商人に吹き込めばいい。それが何十年も続けば、商品にそれらが自然に並ぶようになるだろう。

　殺意とまでいかない悪意、それが元凶だと猫猫は思った。だから、あまりに遠回しな方法で、少しずつ蝕むしばむ形で後宮内に巣食っていた。

　毒おしろいもその一つだ。彼女たちは知っていたはずだ。おやじがいた頃に作った貼り紙を読めない者ばかりじゃないだろう。現にこの部屋には書架があり、時折、勉強しているのだろうとわかる。

（問い詰めようか）

　いや、よしておこうと猫猫は思う。

　そうすれば、彼女たちはどうなるか。証言も証拠もない、曖あい昧まいなことは言いたくない、それもあるが、なにより後宮の他の女官たちのためだ。猫猫がそれを口にすることで、診療所がなくなる可能性がある。それは避けたいところだ。

　彼女たちの悪意はたまる一方だ。でも、それは仕方ない。猫猫にできることは、その彼女たちの悪意に周りが影響を受けないようにすることくらいだ。

　それしかできない。もっといい方法があるかもしれないが、それを思いつくほど猫猫の頭はよくない。

（これ以上、ここにいても仕方ない）

　猫猫は布包みを掴つかむと、椅子から立ち上がった。ちらりと書架を見る。本を置けるということは、それなりにいい禄ろくを貰もらっているのだろう。その場の雰囲気をごまかすため、その前に立つ。

「本が気になるなら借りてっていいわよ。ただ、ちゃんと返してね」

　そう言われてしまうとなにか物色せねば失礼な気がした。

「返してくれるだけでいいんだけど、その本棚、たまに増えているから不思議なのよね」

「邪魔になったんでしょうか。羽振りがいいことです」

　確かに面白くない本が並んでいる。貞淑な妻としての在り方の本が多いことから、裕福な家の女官が部屋が狭くなるとここに置いていったのだろう。

（少しは面白い本があればいいのに）

　と、一冊分厚い本を手に取った。

　それは、この書架の中では珍しい図説だった。しかも、これだけ分厚いものだと大層値が張るだろうにと猫猫は思う。

（しかも、虫だよ）

　苦笑いを浮かべた。子シ翠スイが見たら喜びそうだ。というより、子翠くらいだろう、普通こんな図説を見るのは。

　そんなとき、頁ページの隙すき間まに紙が挟まっていることに気が付いた。その頁を開いてみる。

「……」

　そこには、異国の蝶が描かれていた。薄青とも薄緑ともいえない美しい夜の蝶、それを纏まとう者をまるで月の女神のごとく神々しく見せる。

　そういえば、子翠は図鑑で見たことがあると言っていた。これのことだろうか。

「この図説も誰かが持ってきたものですか？」

「それ？　それはひと月ほど前かしら、いつのまにか置いてあったのよね」

　ひと月前。特使を呼んだ宴うたげがとうに終わった頃だ。

　それまではなかったとすれば、これは子翠が持っていたと考えるのが妥当だろう。

（一介の女にょ官かんがこんなものを持てるだろうか）

　いや持てるはずがない。これだけ分厚い本は、庶民の手には届かないだろう。ならば、子翠は裕福な商家の娘だろうか。そういえば、虫の絵を描きとめた帳面ノート、あれは菓子の包み紙の裏を使っていた。裏紙とはいえ、それはこの後宮内で大量に集めるのは難しい。

　さらに字も読める、そんな娘が洗濯係の一人で終わるとは思わない。いや、あの性格が災いしたのなら納得できる。

　でも……。

　がたがたと部屋の戸が引かれた。そこには一人の宦かん官がんが立っていた。

「深緑」

　高い声だった、男の割には。

「気を付けたほうがいい」

　低い声だった、女の割には。

　そこにいたのは、すっと切れ長の目を持った者で、男に餓うえた女官たちが黄色い声を上げるにふさわしい容よう貌ぼうをしていた。背丈は男としては低く、女としては高い。その頬も男としては柔らかく、女としては細かった。

　そして左腕はだらんとぶら下がっており、指先が震えているように見えた。

（どういうことだ）

　その者の顔に、眉まゆ墨ずみで奇妙な眉を描き入れたとしよう。時代遅れの紅をさして、仏ぶっ頂ちょう面づらはそのままで、落ち着いた官女服を着せる。

　一度死んだ女、翠スイ苓レイがそこに立っていた。

　人の顔を覚えるのが苦手な猫猫ですら、しっかり印象に残っている。それだけ強烈な女だった。

「おまえのさっきの言葉で大体察しているぞ」

　深緑が目を見開いて猫猫を見る。

「おかげで私は死体になりそこねた」

　淡々とした物言いは本当に彼女を女には見せなかった。

　戸は閉められ、その場には三人しかいない。窓は格子になっており、逃げるのは不可能だ。

（叫ぶか）

　しかし、翠苓は手に針を何本も持っていた。てらりと光る表面には、なにか毒でも塗られていよう。

（なんの毒か気になるけど）

　そんな場合ではない。ちょっと刺してもらって症状をみるなんて余裕はなさそうだ。

　じりじりと近づいてくる翠苓に猫猫は一歩、また一歩と後ろに下がる。踵かかとが壁に当たる。

（どうしようか）

　布包みには酒精アルコールの入ったとっくりともぐさがある。酒精を目にかけて、その隙すきに逃げ出そうか、いやそれでうまく逃げられるか、などと考える。

　なぜこんなところに翠苓が潜り込んでいるのか、そして、なにが目的か、問いただしたいことはたくさんある。

　だが、一見不利な猫猫の立場だがそうでもない。

「ここで私を始末したところで、すぐ見つかりますよ」

　猫猫は玉葉妃付の毒見役だ。他の女官ならともかく、いなくなればそうそう放っておかれないだろう。おやじのことだから、医局を出たら猫猫がどう動くか想像するだろう。手習所までたどり着くとして、問題はそれから診療所に行ったことを誰かが覚えているかどうかだ。

「できれば穏便に済ませたい」

　男の格好をしているためか、翠苓の声は硬質で、誰も女と気付くことはないだろう。ただ、彼女の左手は震えている。

「蘇よみがえりの薬の後遺症でしょうか？」

　一度、身体を殺す薬だ。たとえ蘇ったとしても、元の状態に戻るとは限らない。それを翠苓はわかっていたはずだ。だが帝みかどすら出し抜くために、やってのけたのだろう。

「それがどうした」

　翠苓は手に持った針をおさめない。そんなもの無くとも、力のない猫猫は二人がかりで取り押さえればすぐおとなしくなる。

「それよりも、用件を言おうか」

「なんでしょうか？」

　心の臓はばくばくと言っている。さらに、汗がだらだらと流れて緊張しているが、その声は冷たく聞こえるのが猫猫の短所であり長所だった。相手がどう動くか、それをじっと見つめながら、考える。ここはどう切り抜ければいいだろうかと。

「なにか逃げ出す算段をしているようだが、やめておいたほうがいい」

　そう言って翠苓は閉めた戸をゆっくりと開けた。そこから白い手が見えた。翠苓はそれをぎゅっと掴つかむと、思い切り部屋の中へ引き寄せた。

　そこには、長身の女にょ官かんがいた。背丈の割にあどけない顔をした女官だった。

「ごめん、猫猫」

　子翠だった。

　翠苓は子翠の首を右手で掴み、震える左手で針を近づける。

　悲痛な表情の子翠を人質にとられている。その状況に、唇を噛かむしかない。
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「この娘がどうなってもいいか？」

　翠苓は、大衆演劇の悪役の常じょう套とう句くを口にする。猫猫の手のひらに爪つめが食い込み、この拳こぶしでそのまま殴りつけて解決できたらなんて簡単だろうと思う。

「なにが目的でしょうか？」

「ここを一緒に出てもらいたいだけだ」

「それができるとお思いですか？」

　猫猫を盾たてにしておどしても大して役に立ちはしない。それになんだというのだ、わざわざ宦かん官がんに変装までして入ってきたのに、なぜここから出ようとするのか、理由が気になった。

　翠苓は人形のような面で、こくりと頷うなずく。

「できるよ」

　それに、と付け加える。

「おまえは絶対、私についてくる」

　断固とした言い回しに猫猫は半眼で見る。人質なんてものが通じると思っているのだろうか。後宮を出たら、罰は免れない。宦官と偽って入ってきた翠苓とて同じだろう。

　そんな浅はかな考えをする者に見えなかったが、と少し落胆を覚えていると、翠苓が珍しく唇を歪ゆがめた。

「蘇よみがえりの秘薬、その作り方を知りたくないか？」

　その瞬間、猫猫の心の臓は大きく跳ね上がった。

（なんてこと言いやがる）

　やはりこの女は侮れないと、猫猫は翠苓を見ながら思った。










九話　狐きつねと狸たぬきの化かし合い







　宮中には西と東に狸と狐がいるという。この国では、東に軍部があることから、東を武官、西を文官の揶や揄ゆに使うことが多い。

　古くから獣が年をとると妖あやかしになるというが、こやつらもそうではないのかと時折、馬バ閃センは思わなくもない。

　西の狸こと子シ昌ショウ、国の北にある子し北ほく州をおさめる王の子である。子といっても養子であり、妻は養父母の娘なので実際は娘むすめ婿むこというのが正しいだろう。

　家柄もさることながら、女帝に気に入られ、若輩の頃より周りから重きを置かれていた人物である。とうに女帝が没した今でも、そのでっぷりとした腹で宮中を闊かっ歩ぽしている。

　東の狐は、羅ラ漢カン、軍師の呼び名で知られた男だ。古くからの名門の出だが、その権力は子昌には及ばない。だが、どの官たちもこの男にだけは喧けん嘩かを売ってはならない、それが暗黙の了解となっている。

　己の好みで得手不得手を作ってはいけない、そう父に教えられているが、どうにもならないこともある。

　狸たぬきと狐きつねを前に、馬閃は震えをこらえながら立っていた。

　なにがやりたいのだ。

　そう問いかけながら、主あるじを見る。いや、主であれば、この緊張も幾分おさまっていただろう。覆ふく面めんをつけたその者は、後こう宮きゅう内で壬ジン氏シと名乗る御方ではない。

　その長い丈の衣の下に隠れた履くつは、三寸ばかり上げ底にしてある。衣の肩には綿を詰め、肩幅を広げている。本来の体つきをごまかし、その場にいた。体格としてはまったく寸足らずなその御方は、ごくごく自然に壬氏の、いや皇弟の身代わりをこなしている。

　態度は堂々としたものだ。いや、見た限りでは猫背でおどおどした雰囲気が漂っており、その雰囲気は皇弟のそれである。皇弟だと言えば誰もが納得するだろう。

　しかし、その本来の性質は、あちらが狸と狐であればこちらは狗いぬかもしれない。狗といっても卑ひ賤せんなものではなく、凛りんとした猟犬に近い。

「なんの御用でしょうか？」

　仮の主に代わり、馬閃が答える。主は人前で滅めっ多たに喋しゃべらない、そうなっている。覆面を被っているのも幼い頃の火傷やけどを気にしてのこととなっている。声質の違いはそれでいくらでもごまかせる。

　朝議に出たのもひと月ぶりで、普段は部屋にこもって書類仕事ばかりをしている。今日もただ席に座っただけで、発言らしい発言はなかった。

　それでいい、それでなくては困る。

　本来、朝議に代役なんて立てることはない。あっても、日常の部屋にこもりきった仕事のみ影を置いていたというのに。

　皇弟の役割は、ぼんくらであればあるほどいい。それを、皇弟は望み、主上は許している。そこになにがあるのか、そこまで踏み込める位置に馬閃はいない。

「いやはや、珍しいかたがいらっしゃるので、せっかくですから茶でもどうかと思いましてな。軍議にはまだ時間がありますゆえ」

　そう言ったのは羅漢だった。いや、時間があるのは羅漢であり、まだこちらが暇とは言っていない。しかし、この男にそんな気遣いなどなかろう。

「せっかくなので、子昌殿も一緒にどうかなと」

　羅漢の後ろにいる従者は、瓶びんを抱えている。渡来物の葡萄ぶどう酒しゅに見えるが、その中身はきっとただの果実水ジュースだろう。この片眼鏡モノクルをかけた変人は下戸だと父が言っていた。

「私もですかな」

　狸おやじはにこにこと笑っている。その大きな腹になにが詰まっているのか、馬閃にはわからない。ただ、こちらに害をなすものでないかどうか、常に目を光らせねばならない。いつもなら、この男はうまくごまかすことだろう。たとえ、変人軍師でも自分より立ち位置の高い人間にどうこうできるわけがない……と思いたい。

　しかし、狸たぬきのほうは存外乗り気だった。

「特に面白い茶飲み話はありませんぞ」

　そう言われると困るのが馬閃である。しかし、ここは断るしかないと、口を開こうとしたら、袖をつままれた。

　覆ふく面めんをつけた影武者が止める。このまま話を聞けということか。そう言われると、たとえ影武者とはいえ言うことを聞かなくてはいけない。馬閃は、一歩下がる。

「では、中庭にでも行きましょうか」

　一体、なにを考えているのだと思いつつ、従者としては従うしかない。中庭には、秋の気配が広がっていた。金きん木もく犀せいが強い芳香を放っている。甘い匂いだが、馬閃はあまり好きじゃない。しかし、変人軍師が選んだ場所は、それが近くに生えた四阿あずまやだった。下官を呼びつけ、銀杯を用意させる。

　丸い石卓に三すくみの形で座る。馬閃は覆面の君の後ろに立った。

「本当は、これは薄い玻は璃りで飲んだほうが香りもよく、目にも美しいのだがな」

　そう言って羅漢は、とくとくと手ずから、瓶の果実水ジュースを注ぐ。中から、薄緑色の液体が流れ出る。甘い芳醇な香りが、金木犀の甘い香りに混じった。

　こういう場合、毒見をすべきだろうか、と思ったがそれを省略できるようにわざわざ銀杯を用意していたようだ。軍師は三つの杯を並べ、先に二人に選ばせると、残った杯の中身を真っ先に飲み干した。ぷはっと息を吐くと、もう一杯注ぐ。

　そんな様を見せられたら口をつけないわけにもいかず、狸も仮の主あるじも杯に口をつける。覆面をめくり口に入れると、馬閃の袖を引っ張る。

「冷えていて美味だと申しております」

　深窓の姫君でもここまで奥ゆかしくはなかろう。苦笑いを浮かべたくなるが、主がここで声を出そうものなら、正体がばれてしまう。

　しかし、さっきから軍師が面白そうに覆面の君の顔を見ている。なにか悪戯いたずらを思いついたような顔に見えるがどうだろうか。

　狸おやじは香りを楽しむように杯を転がして飲む。一瞬、顔を歪ゆがめた気がしたが、やはり玻は璃り製の器でないと香りは落ちよう。

　羅漢は二人が杯を置いたところで、懐から一枚の紙を取り出した。なんだとのぞき込むと、にこりと笑いながら広げて見せる。

「!?」

　広げられたものを見て思わず馬閃は声を上げそうになった。あくまで冷静なふりをして周りを見る。ここには狸狐狗のほか、それぞれの従者が一人ずつしかいない。

　なんでこんなところで堂々と。

　広げた紙にはこと細かな絵が描かれていた。飛フェイ発ファ、その設計図だった。しかも、馬閃が扱ったことがある従来の飛フェイ発ファではなく、小型化・軽量化が進んだ最新式のものだ。おそらく、先日、本来の主あるじが狙ねらわれた際使われたもので、解体して図に起こしたのだ。

「いやはや、これは西方の最新型ではないかな。従来の火縄式のものではなく、ここが要点ポイントのようで」

　と、羅漢は引き金の上をさす。撃鉄コックの先に火縄ではなく別のものがついているようだ。はて、と首を傾かしげてしまう。

「絵ではわかりづらいかもしれないが、ここについているのは火打ち石でね」

　羅漢は片眼鏡モノクルの奥の目をさらに細めながら言った。

「これによって火縄を使わずにすむわけだ。不発も少なく、構造も案外簡単ときた」

「それは、大層なものですな」

　子昌が髭ひげを撫なでながら言った。その表情は読めない。

「ええ、大量に作り上げたら、今までとまったく違った編成ができるでしょうな。これなら、より密集した部隊を作っても問題なく、なおかつ移動しやすいのがいい。まるで、横移動ができる槍が増えたようだ」

『槍』とは将棋の駒、香きょう車しゃのことを言っているのだろう。まっすぐ攻撃するだけの駒に、横の動きが加わればどれだけ脅威になるかわかる。

「それなのに、東とう宮ぐうの命を狙うような不届きな者が持つとは」

　首を振りながら悲しんで見せているが、口は笑ったままだ。楽しんでいる、この男楽しんでいるぞといくら鈍い馬閃でも気付く。

「奇妙な話ですね。この武器はどこの経路からやってきたものでしょうか」

「さあ、どこでしょうか。それを調べるのが、そちらの役目でしょうに」

　羅漢の問いかけに、子昌は言い返した。

「それはそうなんですがね、いやあ、困ったもので、担当部署の者がどうやら加減を間違えたみたいでして、その所在を知る者がなにも喋れなくなってしまいました」

　なんの加減かといえば、察するべきだろう。罪人に、しかも皇族の暗殺を試みた者たちになにかしらの権利はない。

　しかし、口を割らせるための拷ごう問もんで加減を間違えたといえば、多大な過失だ。そんなに、そちらの者は仕事が下手なのだろうかと思ってしまう。

「出所がわかればと思っておりまして」

　羅漢はそう言って腕組みをしたかと思えば、袖から紙包みを取り出した。切った月げっ餅ぺいらしく、それをぱくりと口に入れる。もぐもぐ、ごくんと飲み込むが、無精髭の生えた顎あごに欠片かけらがくっついている。後ろの従者が、呆あきれた顔で見ている。

「なにか、それらしい話を聞いたことはないですかな」

　金きん木もく犀せいと果実水ジュースと点心おやつの甘い香りが充満する中で、羅漢が言った。その目はぎらぎらと輝き、面白そうに笑っている。

「そんなことわかれば、とうに報告しておるよ」

　子昌は、杯を持って中の液体を揺らす。それをただただ見つめる。

「そうですか、残念だ」

　羅漢はそう言うと、大きく息を吐いた。そして、広げた紙をまた懐にしまうと、今度は違う紙を取り出した。

「では、本題に移りますか」

　さっきのが本題ではなかったのか、と馬閃は驚いた。

　この狐軍師は大概、肝が冷えることしかやらかさないのでどうかと思っていると、また紙を広げる。今度は、白と黒の丸の中に数字が書かれている図があった。

「……こ、これは」

　馬閃は思わずたずねた。なぜだろう、羅漢の後ろの従者が遠い目をして空を見ている。なぜか、父である高ガオ順シュンを思い出した。きっとあの従者も苦労しているのだろうと、馬閃は心から同情した。

「昨日、妻と打った碁ごの棋き譜ふでね」

「つ、つま？」

　確か聞いたことがある。あの変人羅漢が花はな街まちの女郎を身請けしたと。それも城が建つような水揚げ代を払い、花街は十日も祭りでにぎわったという。

　羅漢の顔が、妙に阿あ呆ほうなのろけ顔に変わる。その緩みっぷりに周りが引いているのがわかる。覆ふく面めんの君は肩が震えており、狸たぬきもどうここから逃げ出そうか考えているようだ。

「これがまた、研ぎ澄まされた刃物のような筋でね。打っている最中、何度ぞくぞくしたことか……」

　馬閃はまだ男女の機微に疎うといところがあるが、少なくともこの男の語るそれは、一般的な男女のそれとは違う。

「まさか中盤のこの一手でここに来るとは思わない。首の皮一枚でなんとか避けきれたものの、また次の一手で攻めてくる」

　しかし、今の羅漢の顔は紅潮し、興奮している。ただ、話の内容が碁なので、盤遊戯に興味がない馬閃にはさっぱりだ。少なくとも興奮する要素がわからない。

　いつまで続くかと思いきや、狸がふと立ち上がった。

「話の腰を折るようで悪いが、仕事があるので。馳ち走そうになった」

「それは残念。大変いい試合だったのに。後日、この棋譜の写しと実況を書いた冊子を届けさせましょう」

「……いや、そこまでは」

　さすがに狸もそれは迷惑らしい。

「いえ、遠慮しないでもらいたい。子昌殿。前回の棋き譜ふもつけておくので、しっかり見てもらいたい」

　正直、いらないものを押し付ける男である。

　子昌もここは素直に返事をしたほうがいいと判断したらしく、こくりと頷うなずいた。それを見て羅漢がにいっと笑う。

「ははは、最初から遠慮なさらずとも。そうだ、ついでにこれもいかがか？　ぜひ、玻は璃りの杯で美しい赤を堪能してほしいものですな。あなたとは話が合いそうだ、妻の話などゆっくりしたい」

「そうですな」

「だから、思い直してもらいたいところだ」

　おやっ、と馬閃は思った。覆ふく面めんの君も同じことを思ったようで、少し肩が揺れた。

　しかし、子昌はなにも言わずそのまま四阿あずまやをあとにした。馬閃はそっと石卓の上に残された子昌の銀杯を見た。そこには一口分残された果実水ジュースがあった。

「珍しい色だろう？　世の中には緑色の葡ぶ萄どうも存在する」

　果実水は、緑色をしていた。赤いわけがなかった。

「叔父貴の言った通りだな」

　羅漢は月げっ餅ぺいの残りを口に入れると、果実水の残りを飲み干した。そして──。

「では、百八十手の続きから」

　と、解説の続きを始めた。

　その場に残された四人のうち、三人が遠い目をして空を眺めた。




　馬閃たちが執務室に戻ってきたのはそれから半時いちじかん後のことで、大して働いていないのに無性に疲れてしまった。

「少し髪を整えていいかな」

「どうぞ、見張っておりますので、もっとごゆるりと」

　執務室には馬閃と覆面の君しかいない。ようやく今日初めて上げた第一声は、男にしては少し高いものだった。

　覆面を取ると、綺麗に結わえられた髪が一筋だけ頬に張り付いている。輪郭は細く、その横顔が大層整っているのがわかる。これで父・高順と変わらぬ年齢であるというが、十は若く見える。上げ底の履くつを履いているが、それがなくとも五尺七寸はあるだろう。まっすぐ背筋を伸ばした姿は、美丈夫の文官にしか見えない。

　昨年まで後宮におり、なおかつ四夫人の一人だったなどと誰が信じるだろうか。

　そうだ、元上級妃、阿アー多ドゥオがそこにいた。

「狐きつねが変人すぎるせいだろうか、狸たぬきが普通に見えた」

　率直な感想を述べると、執務机に座り、そこにある書類を眺める。その中には、ここの本来の主あるじの仕事のほかに、こっそり皇帝から回された仕事も混じっている。

「軍師さまに敵かなうかたはそうはいません」

「嫁には甘いようだが」

「……娘にも甘いそうです」

　その娘を思い出して馬閃は深くため息をついた。父のような官になりたい、しかし、父のような苦労人にはなりたくない。でも、どうやら馬閃はそういう素質があるらしい。

　主あるじがあの娘にちょっかいをかけるのは、おそらく娘の父のためだろう。娘は妾しょう腹ふくだが、その父の身内はほかには養子にした甥おいしかいない。娘を取り込めば、今後、あの狐軍師に対する手段ができる。

　しかし、そううまくいくわけもない。あの軍師の娘であることはそれなりに扱いづらい存在であることに違いなく、今朝、急きょ、阿多が主の影に立った理由もそこにあった。

　猫マオ猫マオという娘が帰ってこない。その報告が玉ギョク葉ヨウ妃からあったのは、昨晩のことだった。

「ばれたらどうなるだろうね」

「言わないでください」

　阿多の軽口に、馬閃はただ頭を抱えたくなった。これで生え際を気にするようになれば、父と同じ道をたどることは明白である。










十話　足跡







『猫猫が帰ってきません』

　要約するとそのような文ふみが壬ジン氏シの元に届いたのは昨晩のことだった。立場上、もっと堅苦しい言い方をしているが、筆跡には少し動揺が見られた。書いたのはあの侍じ女じょ頭がしらだろうから、よほどのことだろう。壬氏の乳母うばである水スイ蓮レンが「あの侍女頭はやるわね」と先日述べていたほどよくできた侍女である。水蓮には先日、猫猫を返してもらった代わりに翡ひ翠すい宮きゅうに行ってもらっていた。

　正直、一晩くらいいなくなってもあの娘なら平気だろうと思ったらしい。普段なら抜け出しても朝には帰ってきているという。何度か夜中に抜け出しているところを目撃していた壬氏なので、意外だなと思った。

　翡翠宮に到着すると、以前からいる侍女たちが不安そうに壬氏を見ていた。

　一応、手は動かしているが、どこか上の空である。代わりに新入りの侍女たちがせっせと働いている。

　居間に入ると、ゆったりとした長椅子カウチに座り玉葉妃が待っていた。鈴リン麗リー公主ひめは別の部屋で遊んでいるようだ。

　侍女頭の紅ホン娘ニャンの表情が少し硬い。玉葉妃は団扇うちわを口元にあて、いつも通りにしている。

「ご機嫌麗うるわしゅう」

「そんなわけないわ」

　定例の挨あい拶さつも抜きに、玉葉妃は話を進めたがっているらしい。見た目ほど、状況を楽観視しているわけではないようだ。

「また、貴方あなたが勝手に連れていったのかと思ったけど、そうでもないみたいね」

「そんなぶしつけな真似をしたことがありましたか？」

　正直、心中穏やかでないのは、壬氏も同様だ。

「また、なにか厄やっ介かい事ごとに首を突っ込んだのかしら」

「最後の足取りは掴つかめていますか？」

「それなら、一昨日の昼までは」

　口を出したのは紅娘だった。

　猫猫は医局に行き、灸きゅうのもぐさを準備していたという。そのとき、羅ルォ門メンは後こう宮きゅうにおける健康上の注意書きを作ることを話していて、猫猫はそれに乗り気だったと聞いた。

「もしかして、手習所のほうに行ったんじゃないかね」

　それが羅門の言葉で、案の定、手習所の老宦かん官がんがこちらに来たと話している。だが、それを境にぷつりと消息を絶っている。

　もぐさを取りに行き、そのあと手習所へ行く。それからどこへ行ったのか。

「なにかに巻き込まれたとしか思えません」

　紅娘はそう言った。冷静を装っているが、そこには多少の焦りと猫猫をかばう姿勢が見受けられた。

「一応、怪しそうな場所は探して回ったのですが、なにもなく」

　なにより玉葉妃の侍女である。大騒ぎすることもできず、壬氏に頼んだという。

　ふむと壬氏は腕を組む。普通に猫猫が自分で出てこない説は考えづらい。多少、暴走するとはいえ、自分の立場をわきまえている。また、自分の価値を過小評価するきらいはあるが、無断で主あるじのそばから離れれば罰則があるくらいわかるだろう。

　帰るに帰れない状況か、もしくは帰れなくなっているか。最悪の場合を考えた。

「誰かの恨うらみを買ったとかないかしら？」

　首を傾かしげて玉葉妃が言った。

　後宮には二千の女にょ官かんと千の宦官がいる。そりが合わない人間の一人や二人いたところでおかしくないし、それが時に障害沙汰になることも皆無ではない。

「恨み自体なら、たくさんあるのではないでしょうか？」

　紅娘が言った。

『……』

　全員が無言になる。否定できないところが怖い。

　特に水晶宮の女官たちなど根に持っているに違いない。

「いくら猫猫でも殴られたりしたら、ひとたまりもないわよね」

　毒に詳しいが、猫猫は小柄で力はない。

「大勢で殴られたらさすがに死ぬわよね」

「確かにそうですが」

　高ガオ順シュンが眉み間けんにしわを寄せる。

「道連れを作らずに、簡単に倒れるとは思えません」

『……』

　皆があの娘のことをどう思っているかよくわかる。袋叩きにあっても、相手に一方的にやられるほど柔やわではない。なにかしら思考をめぐらし、相手を道連れにする方法を考えるはずだ。しかし──。

「このまま理由もなくいなくなったままだと、処罰せざるをえなくなる」

　壬氏は言った。猫猫には、いろいろ特別な待遇を与えているが、ちゃんと線引きをしないといけないのがつらいところだ。

「だが、その前に捜し出すことが先決だろう」

　そう言って、壬氏はもう一度、猫猫の足取りを洗うことにした。




　医局に行くと、貧相な髭ひげを生やした医官が茶を振る舞ってくれたが、どこか元気がなかった。羅門は落ち着いた様子で、書きものをしていた。壬氏たちがやってくると、片足を引きずりながら出迎えてくれた。

「猫猫のことですね」

　羅門は察しがいい。おどおどしている医官よりもしっかり話が聞けそうだ。

「もう一度、話を聞きたいのだが」

「はい」

　羅門はわかりやすくそのときの状況を説明する。しかし、翡翠宮で聞いた以上のことはわからない。

「それだけか」

「それだけです」

　壬氏は次第に苛いらついていた。高順につつかれ、履くつを鳴らしていたことに気付く。このままではいけないと、壬氏は医局の周りを見た。

「……今日は、毛マオ毛マオはいないのか？」

「散歩に出ているようです」

　残念そうに答えるのはなぜか高順だった。こいつが最近後宮に向かうたび、小魚を持っていっていることを知っている。

　あの毛玉を触っていれば心が落ち着くと思ったのに、こんなときにいないのか。

「いつもなら、この時間にごはんをねだりに帰ってくるんですが」

「少し遅いようだね」

　医官と羅門が顔を見合わせる。

「そういえば、嬢ちゃんがここ出て行くとき、やたら毛毛が張り付いていたなあ」

　医官が顎あごを撫なでながら言った。

　初めて聞くが大したことではない。子猫はじゃれあうものだろうと思っていたが、反応を示したのは羅門だった。

「そんな様子でしたか？」

「ああ、なんかじゃれつくにしてはしつこかったよ。ちょうど羅門さんが厠かわやに行っている間かな。妃きさきの眠りが浅いとか言ってたけど」

「……」

　羅門は黙ると、隣の薬棚が並ぶ部屋に移動し、そこで無数に並んだ引き出しを眺める。そしてその中の一つを開けて、薬包紙の上に丸い乾燥した木の実をのせる。

「もしかして、これを持っていったんじゃないかね？」

「んー、そこまでは覚えていないけど」

　そう言って医官は、引き出しの中を見る。

「前はもっと入ってた気がするなあ、持っていったかなあ」

　医官の言葉に羅門は無言で頷うなずく。そして、壬氏を見る。

「申し訳ありませんが、毛毛を捜しに出てもいいでしょうか？」

　そして付け加える。

「ついでに猫猫も捜せるかもしれません」

　穏やかな顔で羅門が言った。

　なにかしら考えがあるらしい。

　こういうところは、猫猫は養父に似ていると、壬氏は思った。




「猫捜しがなんの役に立つと？」

「役に立つかもしれませんし、立たないかもしれません」

　そう言って羅門は足を引きずりながら歩いていく。この宦かん官がんは、後宮を追い出される際、片かた膝ひざの骨を抜かれたと聞いた。当時、東とう宮ぐうの子、すなわち現帝の最初の子が死んだことで罪に問われたらしい。

　赤あか子ごの死はどこにでもあること、そこに罰までつけて追放されたとなれば本当についていなかったとしか言いようがない。

　羅門は手に奇妙な木の実をのせてじっと見る。薬棚から取ってきた生しょう薬やくだ。

「いい薬だ。まだ新しく香りも強い」

　そう言って周りを見ている。高順は壬氏の後ろを、小魚を持って歩いている。たまに「にゃあ」と低い声がするが、聞こえなかったことにしよう。馬バ閃センが見たら、顔を青くするに違いない。高順は息子の前では、できるだけ生き真ま面じ目めな父を演じている。

　他の宦かん官がんたちも、分かれて探し回る。

「猫の行動範囲なんてそれほど広くはないのですけどね」

　広くても半里も動かないものだという。もちろんそれは個体差がある。

「発情すれば多少は広がります。まだ小さいのでそれは早いかもしれません。ですが……」

　言い続けようとしたとき、後ろから声がかかった。

「壬氏さま、見つかりました」

　分かれて捜していた宦官の一人が猫を見つけたという。そいつについていく。

　場所は後宮の北側だった。しかし、南側と壁一枚で隔てられた場所であり、壁には子猫が通り抜けできる小さな穴があった。子猫を最初に見つけたと報告された場所、そこと壁を隔てたらさほど遠くない位置である。

　毛毛はだらしなく地面に転がっていた。木の根元にくてんと情けない姿で横になっている。木の幹には引っかいた痕あとがあり、猫の横には小さな木の実が転がっていた。

　壬氏はしゃがみ込んで毛毛の顎あごを撫なでる。すると、毛毛は目を細めたまま、ころんと寝返りをうつ。

「寝ているというか」

　酔っぱらっているようにも見える。

「これは……」

　落ちていた木の実を拾うと、それは羅門が持ってきた生薬と同じものだった。羅門はその木、特に爪つめ痕あとがしっかりついたところをじっと見ている。木の洞うろの中にもう一つ木の実が詰まっているのが見え、その奥から、ぐしゃぐしゃになった紙切れが出てきた。

「おそらく、猫猫がやったんでしょうね」

　羅門は紙を開いてみるが、そこにはなにも書かれていない。

「なにを伝えたいんだ？」

「それは一度医局に戻らねばわかりません」

　そう言って羅門は腰砕けになった毛毛を抱いて戻った。




　次になにをするのか想像がつかないのが猫猫と羅門の共通点である。前もって説明するよりも、実物を見て理解してもらうほうがわかりやすいと思っているのだろう。知恵のある者がない者に説明するときは、口で言うよりこれが一番わかりやすい。

「これは木天蓼またたびです。猫はこれが好きで酔っぱらったようになります。これを茶にすると冷え性に有効で安眠効果があります」

　玉葉妃にとこれを持っていったのだろう。

　そして、不測の事態に陥った猫猫はこれを利用した。見つかる可能性は低い。見つからなかったかもしれない。だが、今こうして猫猫が残したものがここにある。

　羅門なら気付くかもしれない、そう思ってやったのだろう。羅門という人物に猫猫が傾倒している理由がわかる。

　羅門は先ほどの紙を取り出す。なにも書かれていない紙だが、意味があるのだろう。

「これは昔、あの子が気に入っていた遊びです」

　と、羅門は蝋ろう燭そくに火をつける。石綿に包んだ火種から火をとると、甘い蜜みつの匂いが充満する。

　そっとさっきの紙を軽く炙あぶる。すると、じわじわと紙に文字が浮かび上がってきた。燃える勢いがいい。すかさず羅門は火から離す。

「果汁や茶などを紙につけて書くと、こうして炙ったとき、そこだけがより燃えやすくなるのです。今回は酒を使ったようですね」

「そういえば、酒精アルコールを持っていってたねえ」

　医官が付け加える。最初から言ってもらいたいところだ。

　つまり、書かれた部分だけ先に紙が焦げて文字が浮かんで見えたわけだ。

　そして、そこに書かれているのは。

「『祠ほこら』？　もう一つなにか書いてあるが、汚くて読めないな。燃やしすぎたか」

「申し訳ありません」

　羅門が謝る。これは仕方ないことだろう。

『祠』という字ともう一つ、その二文字が書かれている。時間がなくこれだけしか書けなかったと推測される。

　やはり、猫猫は自分の意思ではなく帰れなくなったようだ。そして、その状況を伝えようと、こうしてまどろこしい真似をしたのだろう。

「あの場所の近くに祠はありましたか？」

「……探させよう」

　北側の選択の廟びょうといい、古い建築物はそこかしこにある。祠の一つや二つくらいあるだろうが、後宮に何年も通っている壬氏でも把握しきれていない。

　そして、もう一つの文字。読めそうで読めない字だ。時間を短縮するためか簡体字ともなんともいえない字で、途中、焦げが広がっている。

「なんだろう」

「まったくわかりませんね」

　これについては、翡ひ翠すい宮きゅうで玉葉妃たちにも聞こう。

　それにしても──。

「のっぴきならない状況だろうか」

「さあ、どうでしょう？」

　羅門は蝋ろう燭そくを吹き消すと、おっとりした動きで片付ける。そわそわしている医官と違って、妙に落ち着いている。

「……心配ではないのか？」

　壬氏がたずねる。羅門という宦かん官がんは柔和そうに見えて、冷たい性格なのだろうか。

「心配ですが、私は私のできることをするだけです。気をもんで、他の仕事に差し支えがあっては困ります」

　と、羅門は薬を取り出し始める。

「それに、前は一年近く音信不通だったこともありますので」

「……」

　女にょ官かん狩りにあったときのことだろう。これを言われると壬氏は黙るしかない。

　下女の間、花はな街まちに連絡もできず黙々と働いていた猫猫を思い出す。やっぱり変なところで似ているなと思う。

　この様子だと、猫猫がいなくても玉葉妃のことについては問題ないかもしれない。もし毒見役をご所望であれば、また水蓮に出張ってもらおう。しかし、翡翠宮の女官たちの反応を見ると断られる可能性もあるかなと思う。あの紅娘が怯おびえた姿を見せたくらいだ。

　壬氏は医局を出ると、やや足早に翡翠宮に戻ろうとした。

「壬氏さま」

　高順が渋い顔で見ている。

「わかっている」

　壬氏はゆっくりと優雅に歩いた。道行く女官たちに時折微笑ほほえみを浮かべながら、貴人として振る舞うのだった。




「汚い字です」

　眉み間けんにしわを寄せて紅娘が言う。

「汚いというより慌あわてた上、まともに書ける状況ではなかった感じね。焦げ目も問題あるけど、字体が崩れているわ」

　冷静に批評するのが玉葉妃だ。足元には鈴麗公主ひめがいて、積木で遊んでいる。

「うーん、なんなのかしら？」

　玉葉妃が唸うなる。

「翼という字に見えないことも」

「あら、違うわよ。下の部分がもっとさっぱりしてる」

「うーん、猫猫の字も少し癖があるから」

　癖があるなら、他の者にも見てもらわないといけない。

　ただちに、紅娘が他の侍じ女じょたちを呼びに行く。

「あら、これは翌じゃない」

「うーん、近いけど違う気がする」

「そだね、もうちょっと書き加えられている気がするわ」

　結局、三人娘の間でも意見はまとまらなかった。藁わらをもすがる思いで、次は新入り三人を呼びつける。

「私も翼か翌に見えますね」

「姉さまと同じ意見です」

　白と黒の髪かみ紐ひもをつけた侍女が言う。もう一人、赤の髪紐の侍女はじっと紙の焦げ目を見る。

「これは翠すいではないでしょうか？」

　赤い髪紐の侍女が言った。

「ほら、ここ、動きに流されているようですが、本来はまっすぐ進んで」

「確かに見えなくもないわ。でも、それはどういう意味かしら？」

　首を傾かしげる。

「ここが翡翠宮だからかしら？」

「ええっと、今さら、ここを示してどういうつもりなの？」

　意見が飛び交う。

　そんな中、赤い髪紐の侍女だけが鼻の頭にしわを寄せていた。

「……しすい？」

　ぽつりと漏らした。

　全員の視線がその侍女に注がれる。侍女はびくりと肩を揺らす。

「それはなんだ？」

「え、ええっと。前に猫猫と一緒にいた下女の名前です」

　紫シ翠スイ、それとも仔シ翠スイだろうか、別に珍しくもない名前だろう。ありきたりな名前で埋もれてしまう。

　しかし、『翠』という字に壬氏はもう一つ、覚えがあった。

「ほかに、小シャオ蘭ランって名前の子もいて、よくつるんでいたみたいです」

　その女官は何度か見たことがある。人懐っこい栗鼠リスのような女官だった。ほかにも仲がいい女官がいたことは意外だったが。

「その下女を捜せ！」

　壬氏は付いていた宦かん官がんに命令する。慣れた宦官はさっと部屋を出ていった。

「壬氏さま」

　高順が声をかける。

　ふと、自分の顔が強こわ張ばり、手が握りしめられて爪つめ痕あとがついていることに気が付いた。

　仮面を被ろうと思う、だけどうまく被り直せずにいた。




　のちほど、毛毛が転がっていた場所の近くに古い祠ほこらが見つかった。老朽化しており倉庫の陰に隠れたそれは、探さねば見つからないものであった。

　その祠を入口として、通路が見つかった。古い使われていない水路を利用した抜け道だった。




　そして、後宮内に赤羽が言っていた女官は登録されていないことがわかった。

　その姿は、新入りの宦官一人とともに消えていた。










十一話　狐きつねの里







　流されているなあと猫マオ猫マオは思った。

（揺れるなあ）

　気持ち悪くなりそうなのをなんとか抑え、柱にもたれかかる。船倉という部分だろうか、荷が積み重ねられ、湿しっ気けた匂いが充満している。

「どこ行くんだろうね」

　あどけない口調で子シ翠スイが言った。

「さあね」

　手足は自由だが、部屋の外には見張りがいる。男装姿のままの翠スイ苓レイだ。

　猫猫も子翠も女にょ官かん服ではなく、普通の村娘が着るような素朴な服を着ていた。翠苓は、船乗りたちに、猫猫たちのことを口減らしに売られた娘たちだと説明していた。確かに、女衒ぜげん屋というのが、一番無理のない設定だろう。こうして船倉に閉じ込められても疑われないのがいい例だ。

　ここは船の中。すなわち後こう宮きゅうではない、その外である。

　診療所で猫猫は、翠苓の条件をのむことにした。あの場では猫猫に味方はおらず、もし断ったら、物言わぬ身体となってしか後宮を出られなかっただろう。決して、蘇よみがえりの薬につられたというわけではないと言っておく。

　猫猫は翠苓たちに連れていかれた。宦かん官がんたちは仕事で忙しく猫猫を見ることはなかったし、普通に歩いていれば、女官なんて珍しくない。

　そして、連れてこられた場所は以前、毛マオ毛マオを見つけた場所の近くだった。壁一枚挟んだ裏側だ。猫猫は、しめたと思った。翠苓が祠ほこらをなにやらいじっている。その間、周りを深シェン緑リュが見張っていた。

　猫猫はその隙すきに、紙に酒精アルコールで文字を書いた。出ていく際、こっそり懐に忍ばせておいたのだ。

「猫猫？」

　子翠に話しかけられたため、二つ目の文字は歪ゆがんでしまった上、かすれかすれになった。書き直そうと、酒精を指につけようとしたら、翠苓が振り返る。

　猫猫は慌あわてて、紙を近くの木の洞ほらに詰め込み、蓋ふたをするように木天蓼またたびを押し込んだ。

（おやじ、気が付いてくれればいいけど）

　もし、なにかしら引っ掛かることがあれば、探し出してくれるはずだ。おやじはそういう人だ。ただ、猫猫が木天蓼を持っていったのを見ていたのがやぶだけなので、それが不安だ。やぶはやぶだから仕方ないかもしれないが。

　祠の下には人ひとり入れるくらいの小さな穴があった。

　ここでようやく毛毛がどこから来たのかはっきりしたわけだ。

　薄暗い壊れかけた水路に見えたが、それにしては大きい。おそらく、昔、地下水路を作る際に、避難路も作ったのだろうと推測した。

　そして、それを通り後宮の外に出ると、あらかじめ用意されていた馬車があり、そのまま港まで連れていかれたという話だ。

　そして海に出て、こうやって揺れているわけである。

（どうなるんだか）

　猫猫はどうしようかと思いつつ、ちらりと子翠を見た。こういう場合、二人で逃げ出す算段でも考えるべきだろうか。

（いや……）

　猫猫は、置いてある帆はん布ぷを引っ張る。少し埃ほこりっぽく堅いが、丸まったそれを枕にする。壁蝨ダニがいそうなので気休め程度に叩いておく。着替える際、消毒用の酒精アルコールもろもろは全部奪われた。ただ、簪かんざしだけは頭にさしておいた。

「寝る？」

　子翠が聞いた。

「うん」

「私も……」

　そう言って子翠も帆布の端っこに頭をのせた。普段のかしましさが嘘のように静かだった。




　船は海から川に入ったらしい。潮の香りが薄れ、土の匂いが近くなる。川の幅に応じて、船を乗り換えること二回、ようやく陸に上がったと思ったら、そこは森の中だった。川が森に入り組むようになっており、そこに船着き場があった。

「少し歩く」

　端的に翠苓はそう伝えると、猫猫と子翠はそれに続く。一応、用心のため、二人の手には縄がかけられていた。刃物でもなければほどけやしないだろう。

　翠苓のほかに、護衛らしき男が二人いる。縄をかけられなくても、逃げようがない。

（おかしいな）

　太陽の位置と外気の冷たさの変化を見る限り、船は北上しているように思えた。しかし、森の中を歩いているうちにだんだん暖かくなってきた気がした。そして、妙に湿り気を帯びた空気になってきた。

「こちらだ」

　男装した翠苓は、絵巻物からくりぬいた美丈夫そのままであり、おとなしかったら綺麗な子翠と並ぶとお似合いに見えた。

　子翠は周りを飛んでいる虫をちらちら見ながら歩いていた。

　猫猫も子翠じゃないが、なにか面白そうな薬草でも生えていないか、見ながら歩く。すると、翠苓がびくっと動き、やや左寄りに歩くのに気が付いた。

（どうしたんだ？）

　それに対し、子翠が反対側を歩くように移動する。

（……）

　木々の隙すき間まから、蛇へびが這はって出ていた。これからの冬に備えるためか、太っている。

（蛇が怖いのか？）

　それならわかる。いくら冷静クールに気取っていても苦手なものの一つや二つあるのはおかしくない。ただ、それに対応した子翠の動きが気になった。

　偶然かもしれない。でも、確かな予感が猫猫の中にあった。

　気が付けば猫猫は道を外れ、うねる蛇を掴つかんでいた。護衛が反応する間もなく、それを翠苓に向けて投げつけた。

「……」

　翠苓の足元に蛇が落ちる。彼女は顔を真っ青にしながら、ゆっくりと腰をつく。

「猫猫！」

　すかさずその蛇へびを掴つかんで投げ捨てたのは、子翠だった。そして、青白い顔をした翠苓の背中をさする。様子がおかしい、呼吸が小刻みになって瞳どう孔こうが開いている。

（これはいかん）

　猫猫は翠苓の背中に触れる。さするのではなくゆっくり叩き、それに呼吸をそろえるように促す。だんだん呼吸がゆっくり落ち着いてくる。

　護衛が近づこうとすると、子翠が手で制す。

　これで確信できた。

「どういうつもりだ」

　ようやく落ち着いた翠苓が口にした。

「ちょっとした嫌がらせです」

「それだけには見えなかったが」

　翠苓は立ち上がると、周りを見渡す。もう蛇がいないことを確認してふうっと息を吐く。

「子翠は元からの知り合いですね」

　思わぬ言葉に翠苓は、無表情のまま答えた。

「なんのことを言っている」

「子翠は見た目より高等な教育を受けているように思えます。それと、端々に育ちのよさが出ていました」

　それなら洗濯係なんて下っ端の仕事をするわけがない。ただ虫好きで、風呂場で按摩マッサージをやるなど、それとは思わせぬ行動ばかりとっていたけれど。

「そんな下女いくらでもいるだろう、おまえのように」

（おまえのようにか）

　どうやら猫猫の生い立ちも調査済みというところか。

「子猫がいきなり隠し通路から出てきたときは驚いたでしょうね。慌あわてて追いかけた挙句、他の女にょ官かんに見つかってしまうという失態を犯すくらい」

「……ははははっ、猫猫はするどいなあ。それでかまをかけたんだ。でもやめてよね、姉さまは蛇とか大嫌いなんだよ」

　子翠が縄で縛られた手で額をかいた。

　翠苓の表情が初めて緩んだ気がした。

「名前が安直すぎると言っただろう？」

　たしなめるように翠苓が言った。そこに動揺はなく、むしろ知られたとて問題はない雰囲気だった。

「えー、ほかの子は気が付かなかったのに」

　下女たちに交じっていれば、字が読めない子も多いのだし、そんなに深く考えないだろう。いろんな地方の子がいるから発音も様々だ。

　それを踏まえて、わざとそういう名にしたのだろう。大胆なものだ。

　猫猫はもう一つ口にしようとしたが、それは黙っておくことにした。まだ確信はない。それを抜いて話を進めることにする。

　子翠と最初に会ったのは、子猫を見つけた場所の近くだった。結局、毛マオ毛マオはどこから入ってきたのかうやむやなまま終わったが、後宮にあった隠し通路を抜けてきたと考えると納得がいく。猫猫が通った古い地下水路を出たところに、猫が住みついていた。子翠が通路を探す際、たまたま毛毛が迷って入ってきたのだろう。

　それに、下女にしては育ちがよすぎたところだ。気を付けていたつもりみたいだが、やはり詰めが甘かったように見える。もちろん、そこまで注視する人間なんていないと考えれば十分なものだったろう。

　子翠が小蘭と猫猫を連れて風呂場に行き始めたのも、ちょうどその頃、宦かん官がんとして湯運びをさせられていた翠苓と接触しやすくするためだ。

　まんまと利用されてしまった。

「うーん。間諜スパイ失格かなあ」

「今度は気を付けるといいよ」

　そんな軽口を叩いたところで、猫猫の立場は変わらない。一体、この二人はなにをさせるために猫猫を連れ出したというのだろう。

（あの男の牽けん制せいに使うつもりか？）

　片眼鏡モノクルの軍師を思い出して、猫猫は嫌な顔をした。それはまさに藪やぶをつついて蛇へびを出すようなもので、ろくでもないことにしかならない。

　それをわかっているのだろうか。

「そこまでわかっていて、ついてきた理由は？」

「つれてきた理由は？」

　これくらい意地を張ってもいいだろう。少なくともこの場で始末するような真似はしないと考えての強気だった。

「……」

　翠苓は黙ってまた歩き始める。猫猫もそれに続く。とりあえずこの件は保留というところだろう。ただ、手につけていた縄は切ってもらった。逃げてもいいぞ、という意味ではなく、逃げても無駄だぞ、と言っているように見えた。

　小枝と枯葉を踏みながら歩いていくと、ちらちら家のようなものが見えてきた。周りに畑も見える。木がだんだんまばらになり、木塀で囲われた場所が見える。

（隠れ里？）

　雰囲気としてはそんなものだろうか。こんな森の中に人里があるとは思えないが、それがある。しかも獣が入ってこないように守りを固めた作りだった。

　周りには堀が造られ、規模こそ違うものの後宮によく似ていた。

　翠苓は懐から赤い布を取り出すと、物もの見み櫓やぐらの上にいる者に向かって三回振って見せた。

　しばらくすると、扉が開き、橋が下ろされた。

　翠苓、子翠に続き、猫猫も里の中へと入る。

　その瞬間、もあんとした空気が身体を包んだ。

（なんか、あったかいはずだ）

　いたるところから湯気が出ている。水路が張り巡らされ、そこから熱気が出ていた。

「湯とう治じ場ばですか」

「うん、でなきゃこんなところに村なんて作らないよね」

　子翠は元も子もないことを言う。

　ちょっと変わった場所にあることを除けば、里の中はごく普通の温泉町だった。少し垢あか抜ぬけない建物がまばらに建ち、湯ゆ帷子かたびらを着た者たちが手ぬぐいを持って歩いている。その中に、やたら目立つ人物がいた。

（異国人か？）

　頭から紗ヴェールを被っていたが、その体つきや癖のある髪を見ると一目で異国の者だとわかる。なにより、つけている装飾品が西方のものだった。気になったのが、その紗からはみ出ている髪かみ紐ひもだった。赤い髪紐、以前、この国に来ていた特使を思い出す。

（まさかな）

　よそ見をしていたせいだろうか、どんっ、と誰かにぶつかってしまった。

「どこ見てんだよ！」

　ぶつかった相手は猫猫よりずっと小さい子どもだった。十を過ぎたくらいの生意気そうな餓が鬼きだ。

「ぼさっとつっ立ってんじゃねえぞ！」

　普通に腹が立った。ここが花はな街まちだったら有無を言わさず拳げん骨こつをくれてやるところだったが、とりあえず我慢しよう。大人になろう。しかし、猫猫の手が伸びずともこつんと糞くそ餓鬼の頭に拳こぶしが落ちた。

「いてっ！」

「あんたが前を見ないのが悪いんでしょ」

　そう言ったのは子翠だった。

「ねーちゃん！」

　糞餓鬼とは知り合いらしい。糞餓鬼は、殴られたことも忘れて子犬のように子翠の周りをぐるぐる回る。

「って、こっちは翠苓ねーちゃんかよ。なんだよ、その格好。すげー似合ってる」

「黙れ」

　翠苓はむすっとしているが、糞くそ餓が鬼きはお構いなしだ。

「おれ、ねーちゃんとはもう会えないって聞いてたんだけど、あれ、ばあやの嘘だったんだな。そうだよな」

　糞餓鬼は、態度は悪餓鬼だが、いいところの坊ボンのようだ。着ている服もしっかりしていて、髪もしっかり結ばれていた。ただ、間抜けに前歯が二本抜けている。

「あっ、祭りだからか？　それで帰ってこれたんだな。明日から祭りだもんな」

「そうね。ほんとぴったりに着くなんて」

　子翠はあどけなく微笑ほほえむと、里を見渡した。

　そういえば、なんだか軒先に草の束や提ちょう灯ちんが下げられている。湯ゆ帷子かたびらを着ている湯とう治じ客以外は、皆忙しそうになにか準備をしているようだ。

「祭りの提灯は用意した？」

「今、こっちに戻ったばかりだよ。なんか、いいの残っているかな？」

「じゃあ、ついてきてよ」

　糞餓鬼は子翠の手を引っ張りながら、里の奥へ向かう。猫猫はその後を追うしかない。

　連れてこられた先は、素朴な家が並ぶ中で、不釣り合いなくらい立派なものだった。村長の家かなと思ったが、どうやら旅はた籠ごらしく、年季の入った一枚板の看板があった。周りの家に比べて立派なのは、要人たちの湯治場として機能しているからだろう。

　元々こちらに向かう目的があったのだろう。宿の主人に、翠苓が挨あい拶さつをしている。主人は、縮こまった様子で慇いん懃ぎんに翠苓に応対していた。

（やはりあれはあの特使か？）

　宿の前に珍しい作りの輿こしが置いてある。それを整備する男の顔に見覚えがあった。あの特使が連れていた護衛の一人だった。

（なんであの特使が）

「なぜ特使がいるのかと思っているのだろう？」

　翠苓が主人から鍵をもらってこちらに来た。猫猫は翠苓を見る。驚きで身体が動きそうになったが、なんとかこらえる。

「特使だとご存じなのですか」

　素直に「はい」と言わずに生意気な返しをするのが猫猫だ。

「死体のあとにもいろいろ仕事があったからな」

　死んでも暇にはならないよ、と珍しく冗談を言った。なんとなく前に会った官女翠苓と雰囲気が違う気がする。一度、死んだことでなにか吹っ切れでもしたのだろうか。

　そう思いながら宿に入った。




　通された部屋は立派なもので、どうやってこの辺へん鄙ぴな村からかき集めてきたのだろうという造りだった。部屋は三つに分かれており、寝室が二つと居間が一つになっている。寝台は一方には一つ、もう一部屋は二つある。一つしかない部屋の寝台は天てん蓋がい付きなので、こちらが主人、あちらが従者たちの部屋なのだろう。

　子翠はぱたぱたと糞くそ餓が鬼きの部屋へ行く。

「猫猫も行こうか」

　本当は寝台でごろごろしたかったが、そう言われるとついていくしかない。翠苓は別の用事があるみたいで、さすがに猫猫一人を放置する真似はしたくないようだ。

　旅はた籠ごの中庭に出ると、さっきの糞餓鬼が下女たちにいろいろ準備させていた。

「坊ちゃん、これくらいで十分でしょ？」

「うーん、そんくらいあればいいかなあ」

　なんだと思えば、そこにはたくさんの面と草花の束があった。面はすべて狐きつねの形をしていて、大小あるもののどれも真っ白だった。草花は、芒すすきや稲穂、麦のほか、季節外れな鬼灯ほおずきがあった。鬼灯はとうに枯れているが、その色合いはまだ落ちず、十分鮮やかだ。

　子翠は目を細め、その鬼灯を手に取る。

　糞餓鬼はそれを見て、「えへへ」と照れくさそうに鼻の下をこすった。

「姉ちゃん、それ好きだから頑張って探してきたんだ」

（いや、探したのは侍じ女じょだろ？）

　そんなことを考えながら猫猫は白い狐の面を見る。木製で表面が丁寧に磨かれている。傍かたわらに筆と顔料があることから、これに色を好きなようにつけろということだろう。

「うん、ありがとう。でも、探してきたのは、響キョウ迂ウじゃないよね？」

　猫猫が言いたいことを子翠が言った。響迂と呼ばれた餓鬼は、今度はかなり照れくさそうに下女たちのほうを見ると、「謝謝ありがとう」と小さな声で言った。

（ほうほう）

　糞餓鬼からただの餓鬼にしてやろうと、猫猫は思った。少しは素直なところがあるらしい。

「よろしい」

　子翠は抱きつくと、がしっと餓鬼の頭を乱暴に撫なでた。

「いてー、いてーよ。姉ちゃん！」

　そう言いつつも嬉しそうにしているのは、子翠の胸が当たっているからだろう。餓鬼は餓鬼でも雄おすの餓鬼である。

　猫猫はそのじゃれ合いを無視し、狐の面に顔を描き始めた。










十二話　鬼灯ほおずき







　その日、後こう宮きゅうに入ると、空気がいつもと違った。

　壬ジン氏シは、高ガオ順シュンとその他宦かん官がんを数名連れて翡ひ翠すい宮きゅうに向かっていた。数日前から玉ギョク葉ヨウ妃の容態がおかしく、今朝から産気づいていると連絡が入った。

　猫マオ猫マオの養父である羅ルォ門メンという男がつきっきりで見ているようだが、なかなか生まれない。元々、逆さか子ごの疑いがあり、そのため羅門を花はな街まちから呼び寄せた経緯がある。

　妃きさきの出産はまだ公にしていないが、翡翠宮の雰囲気からして皆、感づいていることだろう。翡翠宮の前にはちらちらと様子を窺うかがう女にょ官かんたちがいた。壬氏に気付くや否や、顔を赤くしながらそそくさと仕事へ戻る。

　猫猫が消えて十日になる。

　壬氏は少しやつれた顔をした紅ホン娘ニャンに迎えられ、翡翠宮の中へと入る。廊下にはいつ生まれてもいいよう大きな盥たらいと火鉢にのせられた薬や缶かんがあった。早産の可能性も考えてのことだ。

「容態は？」

　壬氏は努めて冷静にたずねた。

　侍じ女じょたちは表情を曇らせただけだったが、部屋の奥から来た老人が説明してくれた。

「現在、陣痛はおさまっています。まだいつ生まれるかはっきりしません」

　少し早いが、赤あか子ごが生まれてもおかしくない時期だ。

「それで容態は」

「妃は今のところ疲ひ弊へいもなく、落ち着いています。逆子の心配はないと思われます」

　猫猫の治療が効いたらしい。それはそれでほっとするが、まだ安心できない。

　今のところというと、まだこれからはわからないということか。

　廊下にはもう一人、医官服を着た貧相な髭ひげの男がいた。本来、後宮で医官をやっている男だが、ここにいても邪魔なようで侍女たちに邪険にされていた。その足元には猫がいる。もう子猫というより若猫という風体の毛マオ毛マオだ。衛生面でどうかという考えもめぐるが、玉葉妃の元へ向かいたがる鈴リン麗リー公主ひめの気をそらせるのに役立っている。

　正直、この医官は後宮にいてもいなくても問題ないが、今、ここにいてくれてよかったと壬氏は思った。感情表現がわかりやすいこの医官は、なにか仕事をしなくてはという感情と、まだ猫猫が見つかっていないことを気にかける気持ちがないまぜになっている。それがわかりやすい失態ミスにつながるので、翡翠宮の女官たちに動くなと命令されているくらいだ。

　自分より明らかに動揺している人物を見ることで、心に平静が戻ってくる。壬氏は焦る気持ちをそうやって落ち着かせていた。

「わかった。では、私は一度、出る。なにかしらあったら、使いを出すといい」

「御ぎょ意い」

　老婆のような姿の宦かん官がんはゆっくり頭を下げる。

「壬氏さま」

　高順が、羅門がいなくなったと同時に現れた。別件で、宮官長のところへ行ってもらっていた。

「どうかしたか？」

「はい、それが……」

　ちらりと周りを見たところから、席を外して話をしたほうがいいことがわかった。またいつ産気づくかわからないが、ずっとここにいるわけにもいかないので、宦官を二人残して翡翠宮を出る。

「それで、なんだ？」

「はい、消えた宦官の件なのですが、なんでもいいから知っていることはないか、他の宦官たちに聞いていたのですが」

　消えた宦官の名は天ティエンという、どこにでもあるような名前だった。他の宦官たちと馴なれ合うことのない者だったという。見み目め麗うるわしく、女官たちによく囲まれていたが、その素性にはやはり裏があった。異民族の奴ど隷れいから解放されたという宦官たちの中で、天だけが他のどの宦官とも面識がなかったという。

　つまり、そこに至る途中でねじ込まれた可能性があるということだ。

　最初からこれを目的として入り込んだものだと考えたほうがいい。誰とも親しくしようとしなかったのもそのことがあってだろう。なのでまったくなにも情報が得られないまま、時間だけが過ぎていった。

「宦官の一人が、天らしき宦官が一度、廟びょうで手を合わせているのを見たということです」

「……それくらいは誰だってするだろう」

　後宮内には廟や祠ほこらがいくつもある。信心深い者なら、それくらいやるだろう。

「それが……」

　高順は懐から後宮の見取り図を取り出した。その中で後宮の北側にある廟をさす。

「そこは」

　そこは、後宮内で死んだ者を祀まつる廟だった。先日、静ジン妃の葬儀を行った場所でもある。後宮で亡くなった者は、基本、実家へと帰される。しかし、死んだ後も帰ることができない者もいる。壬氏は足を後宮の北側へ向けた。

「墓参りをする姿を見たそうです」

「誰の墓かわかるか？」

「そこまではわからないとのことで」

　ふむ、と壬氏は腕を組む。そのまま、言われた場所へと向かうことにした。

　ほかにもやることはある、だがどうしても気になった。




　基本、後宮では死を厭いとう。後宮は、次代の天子が生まれ育まれる場所である。死という負の因子を減らしたいと思うのは当たり前だろう。

　だが、その一方で権力者に仕える者たちには因習があるものだ。

　一度、帝みかどの御手付きになった者は、一生後宮に縛られる。もちろん例外はある。政治的理由で、妃きさきを臣下に渡すこともあるし、褒ほう賞しょうとして与えることもある。だが、その多くは権力者の娘たちだ。花を散らされ、子を持つこともなかった下女たちは、その名を記録に記されることもなく、この花園で消えていく。

　そして、壬氏の向かった先にあるのは、その花たちが眠る場所である。

　墓の数は十もない。すべて、先帝の時代の女にょ官かんたちの墓だ。多いのか少ないのかわからない。土葬しており、あまり増えすぎても困るというのが、身勝手だが後宮の管理者の言葉だった。墓には先客がいた。名も残されぬ女官たちの墓を訪れる者がいるとは珍しい。遠目から見ても年とし嵩かさのいった女官だとわかった。一番手前にある、比較的新しい墓の前で座り込んでいる。

　やや気の強そうな顔をした女官だ。四よ十そ路じを越えているだろうか。墓の前には、どこからか摘み取った小さな花と、それとは別に鬼灯ほおずきの枝が置いてあった。鬼灯は少し季節外れのような気がする。この女官が来る前に誰かが置いたものだろうか。

　女官は立ち上がると壬氏たちに気が付いた。その目を一瞬大きく開け、そして元に戻すと、ゆっくり頭を下げたまま去っていこうとする。墓参り自体が悪いことではない、さして気にすることではなかった。

　そのはずだった。

　しかし、女官が通り過ぎた瞬間、壬氏の鼻に濃い酒の匂いがした。まるで異国の蒸留酒のような、嗅かぐだけでくらりと倒れそうになる強い匂いだった。

　壬氏は気が付けば、女官の手首を掴つかんでいた。唐突な壬氏の行動に、女官は驚きを隠せない顔をしている。

「なんでしょうか」

　それでも、平静に振る舞おうと声を落として壬氏に聞いた。

　おそらく普段の壬氏なら、もっと思慮深い行動に出ていただろう。こんなふうにいきなり女官の手を掴むような真似はしない。

　落ち着いているつもりだった、でも、自分が思っているよりずっと焦っていたことに壬氏は気が付いた。

「猫猫はどこへ行った」

　その台詞せりふを口にしていた。

　女官が強こわ張ばるのを感じる。高順や他の宦かん官がんたちが黙ってそれを見ている。

　落ち着け、落ち着け、と壬氏は自分に言い聞かせた。そして、声質をいつものように甘いものへと変える。

「そばかすの女官について知りたいのだが、覚えはないか？」

　普段、女官たちに向ける笑顔を見せた。なのに、その女官は頬を緩めるどころか、顔を真っ青にする。まるで、化け生しょうの類たぐいでも見たかのようだ。

　女官の深シェン緑リュの瞳どう孔こうが一瞬広がった。そして、掴つかんだ手首の脈が大きくはねる。

　この女官はなにか知っている。壬氏は確信した。断れぬよう、掴んだ手に力がこもる。

　女官は目を見開いた。異国の血が混じっているのだろうか、緑がかっていた。

「……古い記憶を思い出しました」

　女官は呆ぼう然ぜんとした顔で、壬氏を見つめる。

「お優しい声で名前を呼ばれ、私は異国の甘い菓子をいただきました」

　女官の目から、大きく涙があふれる。

　壬氏はこの女官がなにを言っているのかわからなかった。

「皆、若い頃のあのかたの姿を知らないようですね。晩年は、見る影もない姿だと聞きました。十四の齢よわいを過ぎた頃には、通われることもなくなったので私はそれ以後の姿を知りませんけど」

　誰のことを言っている。なにが言いたいのだ、この女官は。

　女官の深い緑色の目には、その色よりも深い憎悪が込められていた。

「あのかたもまた、甘い蜂はち蜜みつのような声と、天女のような顔かんばせでした」

　確信を持つような声だ。

「どうして貴方あなたのようなかたが、そんな宦官のごとき真似をしているのですか？」

　壬氏の手が一瞬緩まった。その瞬間を逃さず、女官は壬氏の手を振りほどき逃げる。しかし、他の宦官たちが周りにいる中で抜け出すことは容易ではない。すぐさま捕まった。

「壬氏さま、どうしましょうか？」

　取り押さえた宦官がたずねたときだった。女官は懐から小こ瓶びんを取り出すと、その栓を口で抜き、そのままそれを飲み干した。

「吐かせろ！」

　壬氏より早く反応したのは高順だった。宦官に水を持ってくるように指示し、倒れた女官を支える。無理やり吐かせようと、口の中に指を突っ込む。

　壬氏はそれをただ見ていた。

「……さま、壬氏さま！」

　高順の叱しかるような声に思わず驚いた。いくらか呆ほうけていたらしい。宦かん官がんが水を持ってきて女にょ官かんに飲ませている。

　女官が飲み干した小こ瓶びんは、地面に転がったままだった。その形に見覚えがあった。猫猫が酒を蒸留したものを詰めていた小瓶だった。強すぎる酒は毒となり、それをこの女官は飲み干した。

　風が吹き、墓の前に置いてあった野花が飛び、鬼灯ほおずきの実が揺れた。

「壬氏さま、ご指示を！」

　高順の語尾が強い。気が付けば、眉み間けんにしわを寄せた顔が目の前にある。

「壬氏さま、貴方あなたがしっかりしなくてはいけないのはわかっていますか？　女官の戯たわむれなど、気にする必要はないのです」

「戯れか？」

　戯れで毒を飲み干そうとするものか。これは、壬氏が短絡的に女官の手を掴つかんだことが原因ではなかろうか。

　この女官が言うのは、かのかたのことなのだろうか。

「……高順、私はあのかたに似ているか？」

　幼い頃からずっと気にしていたことだった。自分はあの人に似ていない。兄にも似ず、母にも似なかった。

　一体、誰に似ているのだろうと。それゆえ、侍じ女じょたちの根拠のない噂を信じた。

　自分が不義の子であると。

　笑い出したくなった。自分がなんのために、こうして女の園にいるのかと。東とう宮ぐうとしての地位を捨てるため、兄に頼み込み、宦官の名を持ったことを……。

　滑こっ稽けいというほかない。

　呆けたまま、鬼灯の落ちた墓の前に立つ。自分を笑い飛ばしてやりたいが、まだやることはある。

　壬氏は、ゆっくりかがみ、その赤い袋を拾う。季節が過ぎて乾いた鬼灯の袋は、半分破けて中の赤い実が見えていた。

　確か鬼灯もまた堕だ胎たい剤ざいの原料になると聞いた。それを墓標に飾る理由は、そのうち消えてしまうだろう墓に刻まれた名を見ればわかった。

『大タイ宝ホウ』

　ごくありきたりな女官の名前だ。昨今、都ではあまり好まれず、地方の娘がつけられる名前である。しかし、ここに刻まれた中で、その名を忘れることはできない。

　昨年、死んだ女官だった。閉じ込められた後宮の中で、怪談話を集めることだけが楽しみだったという哀しい女であった。

　その女には誰も身内がいなかったと言われる。ただ一人を除き。

　宮中の医官との不義によって生まれた子、その娘が生きていれば。

『大宝』という女官、消えた宦かん官がんと下女、そして──。

　まだ、謎の部品パーツはそろっていない。でも、それを埋めるのが直感だった。壬氏は、その直感を確信に変えるべく、ある場所へと向かった。




　当時生まれた子が生きていれば、帝みかどより二つ年上だ。

　子は、追放された医官が引き取ったとされる。その後、行方がわからないと言われているが、それは疑わしい。

　その件について一つ気になることがあった。

　大宝という女官は、当時、とある妃きさきに仕えていた。その妃が何を隠そう楼ロウ蘭ランの母であり、子シ昌ショウの妻である。元は楼蘭妃の母の遠縁であることから、子の一族とは関わりのある娘だったという。

　ならば、消息不明の医官と生まれた子についてなにか知っているのではないだろうか。

　そう考えつくと、壬氏の足は柘榴ざくろ宮に向かっていた。

　昨年までの無駄のない佇たたずまいの宮は見る影もなく、異国情緒あふれる絢けん爛らんな造りへと変わっていた。

　壬氏は、やや強めに扉を叩く。すぐに侍じ女じょが扉を開けてくれた。

　壬氏は少し息を吐くと、いつも通りの笑顔を見せようと努めた。侍女ははにかむように礼をして、中へ入れてくれる。

　螺ら鈿でんの派手な細工が並ぶ廊下を通り過ぎ、いつも通り応接間へ通される。すでに、この宮の女主人は待機しており、普段と同じく長椅子カウチに横たわり気だるげに爪つめを磨いていた。

　壬氏は目を細める。周りには六人の侍女が控えており、かいがいしく楼蘭妃の世話をしている。どれも派手な格好をしており、今日は東方の島国で着る民族衣装を身に着けていた。着物を何枚も重ねた衣装は目に鮮やかだ。

　侍女たちも体型がわからないほど着込んでいる。それなのに眦まなじりをつりあげるような化粧をして、顔を鋭角に見せているのでおかしかった。

　まるで狐きつねのようだと壬氏は思う。

　どうしてそんなに派手に着飾るのだろうかと壬氏は首を傾かしげたくなった。その派手さに帝みかどが辟へき易えきしていることをわかっているのだろうかと。

　壬氏の知る楼蘭妃は、子昌の娘であり、それを十二分に理解している上級妃だった。

　楼蘭妃が羽根団扇うちわで口元を隠し、侍女に耳打ちする。ずいぶん奥ゆかしい方法で会話するものだと呆あきれたが、そんなわけがなかった。

　藁わらをも掴つかむ思いで来たつもりだった。ゆえに普段なら気付かぬ些さ細さいなことに目がいった。

　妃きさきのこめかみに、ほくろが見えた。化粧でごまかしているようだが、それはうっすら浮いて見える。汗でおしろいがにじんでいるのだろうか。

　記憶が確かなら、楼蘭妃にはそんなものはないはずだ。

　壬氏は、侍じ女じょの用意した椅子に座ることもなくずんずんと楼蘭妃に近づいていった。

「なんですか？　たとえ壬氏さまといえど、失礼ではありませんか」

　眦まなじりをつりあげて侍女の一人が言った。名前はなんといっただろうか。壬氏は一応、それぞれの宮にどんな侍女が何人いるのか、名前と出身地を頭に入れているつもりだ。しかし、柘榴ざくろ宮の侍女たちはいつも違った服装や化粧をし、ややこしいことにその体型もよく似ている。

　なので、名前は覚えていても顔と一致しない。だから、ほくろや目の形といった部分パーツで覚えていた。

　壬氏は手を伸ばし、楼蘭妃が持つ団扇うちわを指に挟むと、そのまま投げ捨てた。

「な、なにを!?」

　侍女の一人が叫んだ。

　楼蘭妃が怯おびえるように壬氏に背を向け、それをかばって侍女たちが立ちふさがる。主人思いの行動に見えるがそうではない。

　壬氏は連れの宦かん官がんたちに目配せをする。宦官たちは、侍女たちを押さえて楼蘭妃から引きはがした。

　壬氏はやや力を込めた手で楼蘭妃の肩を掴つかみ、背そむけるその顔をこちらに向かせる。

　派手な化粧をした顔だが、その頬は赤く染まっていた。

「確か、侍女は七人いましたね」

　確認するように壬氏は言った。

　子昌の娘として甘やかされた娘は、入じゅ内だいの際、五十人以上の従者を引きつれてきた。

　壬氏は、楼蘭妃の顔を押さえ、その眦の化粧を指ではいだ。奥二重のぽってりとした眼が露あらわになる。こめかみにほくろがあった侍女は誰だっただろうか。

「双そう凛りん、いや漣れん風ぷうかな。おまえの名前は」

　壬氏はその顔に怒りをあらわさないように笑みを浮かべていた。しかし、楼蘭妃に化けた侍女は赤い顔を真っ青に変えた。ぶるぶると身体を震わせている。

「じ……」

　侍女の一人が、ごまかすようにまた割り込もうとしたが、それを壬氏は一いち瞥べつした。侍女はびくりと身体をのけぞらせて固まってしまった。

「本物はどこへ行った？」

　すべては最初から仕組まれていたことだろうか。後宮に大量の従者を入れたのも、自分とよく似た侍女ばかり選んだのも、そして、いつも奇抜な格好をして、誰が入れ替わろうとわからぬようにしたのも。

　これが最初から目的だったということか。

　ならば、本物はどこへ行ったというのか。

「どこへ行った？」

「……」

　楼蘭妃に化けた侍じ女じょは震えるばかりでなにも話そうとしない。

　壬氏の手に力がこもる。

「どこへ行った？」
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　三度目の質問とともに、先ほど割り込もうとした侍女が身体を押し込んだ。かばうように偽妃を抱くと、眉まゆを下げながら壬氏を見る。

「申し訳ありません。この子は本当に知らないのです」

　皆、似たような格好をしているので気付かなかったが、偽楼蘭よりもこの侍女のほうがいくつか年上のようだ。

「ご容よう赦しゃください」

　と、侍女は気まずそうに偽妃の足元を見た。

　長い裳スカートが濡れ、足を伝いつま先からぽたぽたと水滴が落ちていた。失禁するほど、偽妃は恐ろしかったらしい。

　壬氏は、掴つかんでいた偽妃の顎あごを離した。偽妃の目は見開かれ、瞳どう孔こうが開ききっている。ぜえぜえと荒い息遣いで、震えていた。

　白い首と顎には、壬氏が掴んだ痕あとがくっきりと残っていた。

　宦かん官がん壬氏にあるまじき、粗雑で乱暴な対応だった。




　後宮に高官たちの娘を入じゅ内だいさせることは、実は帝みかど側にも利がある行為だ。

　高官たちは、娘が身ごもれば孫が天子の地位につくこともある。しかし、その一方で不利益な点もある。

　すべての親がそうであるとは限らないが、中には娘を目の中に入れても痛くない者もいよう。後宮という鳥かごは、そんな価値のある娘を人質として扱う場所でもある。

　子昌の後宮へのごり押しも考えると、よほど可愛がっていたように見える。

　そんな娘が、上級妃という立場である。こちらが気づかうと同時に、楼蘭もまた最低限の規範を守らねばならない。

　すでに、『妃』をつける必要がないというのは、その規範を破ったためだ。

「もう戻らないと言われました」

　粛しゅく々しゅくと先ほどの侍じ女じょが言った。楼蘭の侍女頭だという女は、偽妃の代わりに壬氏の質問に答えてくれた。偽妃は、呼吸もうまくできない状態で、とうてい会話はできない。一番、楼蘭に似ていたという理由で、妃の身代わりをさせられただけであり、状況はあまりわかっていなかったようだ。

　いつも通り、楼蘭の気まぐれで身代わりをやれと言われたのだと思ったのだろう。

　壬氏はぎゅっと拳こぶしを握る。

　あれはいけなかった。柔和な笑みを持つ宦官壬氏のやり方としては間違っていたと実感する。しかし、あの場で他の方法をとれるほど、壬氏の感情は穏やかではなかった。

　もう戻らない、ということは後宮から抜け出したととらえていいだろう。

　後宮からの逃走は、時に極刑となる重罪だ。それが上級妃となれば、その罪はさらに重くなる。

　妓ぎ女じょの足抜けのようだ、と以前、薬屋の娘が言っていた。次の帝が生まれる場を、歓楽街のそれと一緒にするところがあの娘らしいと、壬氏は苦笑いを浮かべた。

　その娘もまた、まだ見つかっていない。

　猫猫の場合、その性格を考えると、もしかしたら自分の意思でついていったとも考えられる。しかし、否応なく連れていかれた可能性のほうが高い。

　一体、なんのために。

　疑問が残る。

　侍女頭を問い詰めたところで、首を振るだけだった。拷ごう問もんにかけるという手もあるが、それも無駄だと壬氏は思う。

　侍じ女じょ頭がしらの目は嘘を言っていなかった。

　柘榴ざくろ宮の侍女、下女、そして宦かん官がんなど、楼蘭に関わる人材はすべて一か所に集めて閉じ込めた。あの後宮教室をやった講堂はちょうどいい大きさだった。

　念のため、宦官たちを使い、後宮にいる女にょ官かんたちを一人一人確認する地道な作業を行っているが、今のところ楼蘭らしき女官は見つかっていない。

　どうにも、玉葉妃の出産に立ち会える状態ではなく、後ろ髪をひかれながらも高順に任せることにした。




　壬氏は執務室で頭を抱える。

「先ほど、羅ラ漢カンさまが後宮に乗り込もうと、突撃なされました」

　緊急事態のためか、馬バ閃センが壬氏についていた。

「……」

　顔がひくついて、笑うこともできなさそうだ。なんてことをしやがる、ということをあの片眼鏡モノクル軍師はやってくれる。

「どこぞで外部に漏れたようです。それと」

　苦虫を噛かみつぶしたような顔で馬閃が続ける。

「子昌の足取りが現在掴つかめておりません」

　呼び捨てである理由は明らかだった。娘の楼蘭が後宮を出た。その父である子昌もまた、主上に仇あだなす者として扱われる。

　そのついでという程度に、酒精アルコールを飲み干した深シェン緑リュについて報告された。なんとか命はとりとめたが意識は戻っていないらしい。深緑は、大宝という女官と面識があったという。その関係で、こうして謀む反ほんに加担したと考えて間違いない。先帝がいない今、彼女の怒りは後宮という大きなものにぶつけられていると壬氏は推測した。

　他の診療所の女官たちは、誰にそそのかされたのか、それすら知らなかった。黙って協力したのは、深緑と同じく先帝の被害者たちだからだろう。

　こんなところで油を売っている暇はない。今すぐ飛び出して、楼蘭を探しに行かねばならぬと焦る気持ちでいっぱいだ。

　だが、情報が少なすぎる。今、飛び出したところで、砂漠の砂の中から一本の針を見つけ出すに等しい。先に子昌の足取りを追うべきか。いや、それはもう別の者がやっているだろう。

　壬氏は、ゆえに執務室で右往左往するしかない。

「壬氏さま」

　そんな中、馬閃がちらりと壬氏を見る。客人が執務室の前にいるらしく、みっともない格好をするなと言いたいのだろう。

　仕方なく、椅子に座って平静を装う。

　馬閃が部屋に見えないように設置された鏡を見る。やや首を傾かしげながら、執務室の扉の前で来訪者を待つ。

　中に入ってきたのは、小柄な文官だった。癖のある髪をして丸い眼鏡をかけている。目が狐きつねのように細いのと癖毛以外は、これといった特徴のない青年だった。

　どこかで見たことのあるような雰囲気を持つ青年は、袖に手を入れて礼をする。帯になにか引っかけているなと、壬氏は気付いた。目を凝らすと、算盤そろばんのように見える。

「はじめてお目にかかります。漢カン羅ラ半ハンと申します」

　至極簡単に自己紹介を終えた青年は、にまりと笑ってみせる。

　名前を聞いて、誰かに似ているというのがはっきりした。

　漢の家の者といったら、誰もが首を傾げるだろう。荔リーの国では、名字はすべて数えても二十も存在しない。ゆえに、家柄をさす場合、代々継がれる字あざなを語る場合が多い。それとは別に、古くから皇族よりそれぞれ家に与えられた字というものがある。

　この男の場合、名前の『羅』がそれを示す。『羅』の家の者、外廷内でその名前を語る者は二人しかいない。羅漢とその養子だけだ。あと数えるとすれば、先日、後宮に医官として入った羅ルォ門メンという男くらいだ。

　羅漢の養子がなんの用だろうかと、首を傾げる。

「それで、私になにか用か？」

　官位としては壬氏のほうが上だ。いきなり現れた羅半という男は、その点を考えると非礼と言える。しかし、ここでいちいち顔を強こわ張ばらせていてはうまくいかない。壬氏が宦かん官がんであるということを理由に、もっと非礼な態度で話しかけてくる官もいる。

「これをお見せしようと思いまして」

　羅半は袖から巻き物を一本取り出した。それを、控えていた馬閃に渡す。馬閃は目を細めて見ながら、壬氏へと渡す。

　羅漢の養子ということもあって、なにかしら意味があるものを持ってきたのかと思い、素直に中身を確認することにする。

　しゅるしゅると紐ひもをほどき、壬氏が中身を目にする。

「!?」

「どうでしょうか？」

　にんまりといやな目つきをしてこちらを窺うかがってくる羅半。

　いかにも、どうだすごいだろうと自慢げな顔だが、それに相応する内容のことが書かれていた。

　数字と単語の羅列、しかし、それは見方によって違うものになる。

「養父が最近、気になるから調べろと言ったものです。飛フェイ発ファの出所がわからないのが気持ち悪いようで。とりあえず、先日処罰された官たちの周りを洗ってみました。すると少し面白い流れが見えてきたのですよ」

　金銭出納帳だ。国庫を預かる部署に所属するのであれば、閲覧可能なものである。部外者であっても、手続きを踏めば閲覧できるようになっている。

「実物を閲覧してもらうのが一番かと思いましたが、少々、数が膨大になりますので、私が目につく範囲で抜き取りました」

　抜粋というが、専門外の壬氏にも理解できるように並べられている。ここでわかるのは、明らかにここ数年、金額の推移が大きくなっている部署があるということだ。

「面白いんですよ。ここ数年、干ばつも蝗こう害がいもなかったはずなのに、どうして穀物の値段が上がっているのでしょうか？　おかしいなと思って、市し井せいの値も調べてみましたが、ここ数年のうちで一番安定した値でした」

　わざとらしく言う羅半。

　値上がりしたものに便乗して、ほかのものも毎月、少しずつ値上げしているようだ。

「それからもう一つ。なぜか鉄の値も上がっているんです。これは、国全体の金属の価値が上がっているんですが、どこかで大きな像でも作っているのでしょうか？」

　羅半という男の言いたいことがなにか、壬氏にはわかった。

　壬氏は巻き物を置くと、抜け目ないところが養父にそっくりな青年を見る。

　穀物の値というと、それ自体は大したことないようだが、その量は膨大だ。値上がりするとなれば、その差額は相当なものになる。

　羅半は、その差額を横領しているのでは、と示し唆さしている。

　そして金属に至っては、全体が値上がりするというのはその需要の高まりを意味する。派手な事業、権力を見せつけるための象徴モニュメントを作る場合、いたるところからかき集められる。鍋や農機具まで集められ、溶かされて使われる。

　それ以外に価格が上がる理由があるとすれば──。

「私なら、もっと詳しくここ数年の流通を調べることができます。その流れがどこに集約しているかも」

　壬氏が欲しいと思ったことを羅半は口にした。

　まるで、最初からそれを言うために来たようだった。

　壬氏は、羅半の目がなにか訴えかけているように思えた。彼が、壬氏にこんなものを持ってきたのはそれが理由だろう。

　なにかしら利害が一致しないと、この手の人間は動かないだろう。

「それで、要求はなんだ？」

　壬氏は率直に言った。

　その言葉を待っていたのか、羅半の目元が緩んだ。

　少し気まずそうに、懐から紙を取り出す。

「こちらの額、少し勉強していただけませんか？」

　そこには、後宮の壁の修理代が書かれた見積書があった。

　羅半の義父、羅漢が壊したものと見て間違いないだろう。










十三話　祭り







　猫猫に渡された衣装は真っ白な上着と赤い裳スカート、紅白の襦じゅ裙くんだった。その上に狐きつねの面を被り、芒すすきや稲をつけた提ちょう灯ちんをつけて歩く。それで里のはずれにある社やしろまで歩いていくという。

　男おのこは青い服を着ていた。子どもたちは、尻に稲穂や芒を束ねたものをぶら下げて尻尾のように見立てている。

　胡こ仙せん、すなわち狐神を信仰しているのだろう。狐は豊穣の神であり、それを祀まつる土地も少なくない。

　秋の実りが多いこの季節に、大きな祭りがあるのはごく自然なことだった。

　りぃんと鈴の音が鳴る。隣には、狐なのに目の周りに間抜けな縁取りがされた面があった。普通、眦まなじりを染める色は赤が定番なのに、緑色に塗りたくられていた。それでいて、妙にたれ目に見える。

「なんか狸たぬきみたい」

　猫猫は子シ翠スイの面を見て言った。

　虫の絵はうまかったのに、獣の絵は苦手なのだろうか。そう思うとふと笑ってしまう。

（そんな状況ではないんだけど）

　でも、考えても仕方ないと思う程度に、猫猫は前向きである。

「猫猫は猫みたいだよ」

　子翠の声だ。簪かんざしに鈴がついていて、それが笑うたびにりぃんと鳴る。どこかその音は以前、子翠が集めていた虫の音によく似ていた。よく見ると、簪の先には玉で作られた虫がついていた。本当に虫好きである。

「ほら、猫猫もしっかりつけて」

　そう言って、子翠は後ろから猫猫の面紐をしっかり結ぶ。だがちょうど髪を束ねている上に紐が通るのでうまく固定できない。

「もう、結び直すから座って」

　そう言って、猫猫を宿の欄らん干かんの上に座らせる。まとめた髪を横にずらし、くくり直した。

「うーん、なんか物足りないなあ、髪紐だけじゃ寂しいよね」

「別にいいけど」

「そうだ、私の簪貸してあげる。可愛い蜘蛛くもの巣の形のやつがあるんだよ」

　丁重にお断りしたい。猫猫は懐をごそごそ漁あさる。そこには以前、壬氏から貰もらった簪があった。質素に見えるが物はいい。基本、髪紐をつける猫猫は、大体外して懐に入れている。

「これでお願い」

「えー」

　振り向かなくても、口を尖とがらせている様がまざまざと目に浮かぶ。有無を言わせず簪を渡す。

「猫猫、けっこういい物持ってるね」

「貰い物だけどね」

　よくもまあ、ほいほいくれたものである。

「ねえ、これちょうだいって言ったらくれる？」

「……駄目」

　猫猫は丁重に断る。以前、それをほいほい渡そうとしたけど、結局やらなかったことを思い出した。やってしまったら、あの宦かん官がんもどきがまた眦まなじりを上げてなにを言い出すかわからない。

（黙っていればいいんだけど）

　妙に壬氏は猫猫の表情を読むのがうまい。付き合いが長くなってきたせいもあるが、それにしても些さ細さいな表情の変化に敏感である。猫猫はあまり顔の筋肉が器用ではないので、せいぜいぴくぴくと頬が歪ゆがむだけだと思うのに。

　もちろん、ここで簪を子翠にやったところで、無事、都に戻らない限りそんな心配もないのだが。

「はい、できた」

　ぽんと肩を叩かれて、猫猫は立つ。髪は右耳の裏側でまとめられ、面がつけやすくなった。小さな面の穴から里を見ると、世界がまったく違うように感じられる。夜だからかもしれないし、松明たいまつの炎が揺らめいているせいかもしれない。そこらにいる面をつけた人間たちが、本当に狐きつねに見えてくる。

　隣に立っているのは、緑の狸たぬきだけれど。

　眦まなじりを緑色に染めていたのは、子翠だけじゃなかった。たまに、緑の目をした狐とすれ違う。そのほとんどは、青い袴はかまを着た男だった。

　緑色の眦にはなにかしら意味があるのかもしれない。

「別世界みたいだよね」

「うん」

　その通りだ。

「不気味じゃない？」

「元も子もない」

　でも同意する。

　履いているのはいつもの履くつではなく木靴で、歩くたびにからんと鳴る。それにりぃんと鈴の音が混じり、森のほうから梟ふくろうの鳴き声が聞こえる。それらが混じり合うと不思議なもので、こぉん、こぉんと狐が鳴くような気がしてきた。

　狐の鳴き声の中、鬼灯ほおずきと稲穂の灯とう籠ろうに照らされて歩く。

　森の中を切り開いた田んぼの一本道を歩いていくと、時折、くしゃっと嫌な音がした。飛んで火に入いるというが、道の脇に等間隔で置かれた松明に焼かれて死んだ虫がいる。しかも、そこかしこにだ。

「今年は飛蝗バッタが多いみたい」

　だからこそ祭りは盛大に行わないといけない。そういう願いを込めるのが祭りである。

「知ってる？　ここに祀まつられている神さまが狐で、豊穣の神である理由」

「知らない」

　りぃんりぃんと、音を鳴らして歩きながら子翠が言う。

「この地方、昔は一つの民族が住んでいたのよ」

　しかし、西から別の国の民がやってくる。もちろん、すぐに受け入れるほど人は単純にできていない。よそ者は消えろと追い出す村がほとんどだった。

　でも、ごく一部の村は、彼らを受け入れた。

「西からやってきた彼らには知識があった。その価値がわかる人間がいたのね」

　畑を豊かにする知識、害虫を駆除する知識、それがどれだけ価値あるものかわかっていた。

　しかし、それを快く思わない者も多い。定住し、現地の者との間に子をもうけた頃、畑を奪いに近隣の者たちが攻めてきた。

　それが何度も繰り返されるうちに、その子孫は誰にも奪われないように、誰からも見つからないように、ひっそりと里を作った。こんこんと温かい泉が湧わくその場所に。

　それがこの村だろう。そして狐きつねというのが、最初にやってきた別の国の者たちだろう。他民族を獣の名で呼ぶことは珍しくない。

　つまり、この村の神は村民の先祖であり、村民たち自身が狐神である。

「ここの狐は白い狐なんだって。だから、そのお面も最初は真っ白だったでしょう。でも、ここに定住することによってそこに染まるようになる」

　白い狐、それは白い肌を示しているのだろうか。それが混血によって染まっていくと解釈できる。

（なんか聞き覚えがあるような話だよな）

　そして、その答えを子翠は教えてくれる。

「ここの村の男の人はね、色の見分けがつかない人が多いんだよ」

「見分けがつかない？」

「うん、女の人はごくたまにだけど」

（だからか）

　緑色の眦まなじりに染めた面が多かったのは。だから、緑色の面をした男がたくさんいた。

　そして、子翠もまた緑色の眦をしている。

　子翠は、提ちょう灯ちんにつけた鬼灯ほおずきの袋を取る。その橙だいだい色の袋を破り、中の丸い実を取り出した。きゅっきゅっと表面を袖で拭くと口の中に入れた。

「美味しくないよ」

「知ってる」

「毒があるよ」

「知ってる」

　女郎たちの堕だ胎たい剤ざいの原料に鬼灯がある。死ぬことはないが、あまり食べるものじゃない。

　西から逃れてきた民の中で今の都へと移った者たちが、今の帝みかどの祖先であり、北の大地に根付いたのがこの里の祖先だろう。

　からんからんと木靴が鳴る。道にまばらに並ぶ提灯の灯あかりは美しく、同時に不気味だ。このまま歩いてついていくと、どこか別の世界へつながっているような気がしてくる。

　しかし、その不思議な気分もしだいに薄れてきた。社やしろに近づくにつれ、露店が見える。串焼きの香ばしい匂いがする。甘い飴あめの匂いがする。店の者も狐の面をつけているが、渡す銭は葉っぱでは許してくれなさそうだ。

　子翠は急に立ち止まると、面をずらし口をもごもごさせ、ぺっと草むらに鬼灯ほおずきの皮を吐き出した。

「汚い」

「ごめーん」

　そう言うと、子翠は軽い足取りで屋台へと向かった。

「食べようか」

「子翠のおごりならね」

　そう言って、串焼き屋についていく。たっぷりと脂がのった鶏肉にじゅるっとよだれが垂れてきた。でも、その隣に蛙かえると蝗いなごが並んでいた。

「……」

「この時期の蝗はぷっくりして美味しいよ」

　ためらいなく串に刺さった虫を食べる子翠。

「私は鶏肉で」

　猫猫も食べられなくはないが、どうせ食べるなら鶏肉のほうがいい。

「蛙は？」

「蛙はしばらく食べたくない」

「猫猫、なに遠い目してるの？」

　狐きつねの面をしていてもわかるらしい。子翠は「了解」と、店のおやじから鶏肉の串を受け取り、猫猫に手渡す。

　猫猫は面をずらして串焼きにかぶりついた。塩は高級品なのか薄味で、代わりに香草が振られていた。

「ん？」

「どうした？」

　子翠が顔をしかめている。そして、また草むらに向かって口の中のものを吐き出した。

「だから汚いって」

　妙に粗雑なところがあるなあと猫猫は思う。今、吐き出したのはさっき買った蝗だろう。

「最悪。あの露店、まともな商売してないよ。飛蝗バッタが混じってた」

「いや、どれも同じに見えるんだけど」

「違うよ。脚と翅はねむしってるけど、味が全然違うんだよ」

　口直しに残った蝗を食べている。そちらは美味しいのか、ゆっくり咀そ嚼しゃくしている。

　猫猫は蛇へびや蛙は食べることがあるけれど、虫はそれほど食べない。農村では害虫駆除と兼ねて食べることが多いが、花はな街まちは一応都の一画だ。もっと美味しいものがたくさんあるので、蝗いなごはあまり流通していない。ただ、虫害が多い年に、農民が生活に困って蝗を売りに来ることはある。

　社やしろは高台にある。石の階段を上っていく。

　周囲を見下ろす高さになるとともに、森を抜けた土地が見える。平原が広がり、その向こうに山脈があるようだ。

（町か？）

　星明かりのほかに光が見える。

「猫猫、ほら」

　よそ見をしていた猫猫の手を子翠が引っ張る。

　列になっている先では、皆が面を外し、社への前に置いていく。社の中、赤い格子の奥になにやら人影が見える。白い面に白い装束を着た子どもが微動だにせず座っている。顔が見えないが、その面には見覚えがあった。餓が鬼きこと響キョウ迂ウが描いていた面だった。がさつそうに見えるが、その筆使いが繊細で、立派な面ができていたのを覚えている。

「毎年、子どもが選ばれて、ああやって神さまの代わりをするの」

「よく座ってられるね」

「ふふ、皆やりたがるから。でも疲れるのよね、だから時間交代で足がしびれる前に代わるの。それでも、いい思い出になるかな」

　なぜか遠い目をして、子翠が言った。

「もうすぐ終わるみたいだから、ちょっと待っておこうか」

　そう言って、子翠は社の裏へ行った。

　裏には子どもが三人いた。順番待ちの子どもだろうか、なにやら話し込んでいる。

「どしたの？」

　子翠が子どもたちの輪に入っていく。

「これなんだけど」

　子どもの一人が稲穂の房を見せてくれた。しかし、よく見るとその先についた子実はすかすかで、どこか青い。

「はずれを掴つかまされたよ」

「よく見て選ばないからだよ」

　子翠が呆あきれたように言った。

「けちる人だっているからさ」

　しっかり実った稲穂を祭事用に使うのはもったいないと、育ちの悪い稲を渡すという。

　猫猫もその稲穂を見る。葉っぱはしっかりしているが、実がしいな、すなわちすかすかなのである。ただ、実が詰まってないというより、まだ育ちきっていないように見える。

「里さと長おさから貰もらったんだよ」

「あー、それは駄目だ」

　子どもの一人が首を横に振る。

「里長の田んぼ、毎年育ちが遅いとこがあんだよ。けちだからそこからしか出さないの」

「なんだよ、それ。狐きつねに呪のろわれるぞ」

「おまえ、去年この里に来たばかりだかんな。ここの子どもは、みんな知ってるよ。勉強だと思って諦めろ」

　子どもががっかりと肩を落とした。猫猫は自分が持っていた稲穂を見る。しっかり実が詰まっている。猫猫は提ちょう灯ちんから稲穂を外すと、子どもに渡した。

「いいの？」

「いいよ」

　別に、猫猫はそこまで信心深くないし、なにを持っていようが問題ない。

　子どもは目をきらきらさせて、頭を下げた。




「ねえちゃん、どうだった？」

　社やしろから出てきた響迂は、子翠を見るなり言った。

　代わりに新しい稲穂を手にした子どもがうきうきと社の中に入っていく。

「うん、いい出来いい出来」

「へへへへ」

　なにがいい出来なのだろうか、ただ、社の中でおとなしく座っていただけじゃないか、と思いつつ猫猫は黙っておく。

「母さま、見てくれてたらいいのに」

　少し寂しそうに言う響迂の頭をぽんぽんと子翠が叩く。

「はいはい、早く奉納して、火を見に行こうか？」

　そう言って指さしたのは櫓やぐらだった。上ってきた階段の反対側に下りたところに見えた。ただ、その場所がおかしい。

「あれって、泉？」

「池かなあ」

　水面の上に櫓が立っている。下が筏いかだになっているようだ。

　響迂がさっさと面の奉納を終えてきた。

　来た方向と反対側にある階段を下りていく。そこにはもう奉納を終えた人々が集まっていた。

　櫓の周りには藁わらが詰まれていた。それをかがり火がちらちらと照らしている。目を凝らすと、白い面のようなものが見える。

「面は一年間奉納したのち、櫓とともに燃やされるの。そのとき、願い事を書いた面が燃え尽きて天に昇ったら、願いが成就するって言われてるわ」

「そんなもの書いてないよ」

「猫猫はそんな迷信信じるの？」

　それもそうだな、と猫猫は櫓やぐらを見る。そんな願掛けをするなら普通に目的に向かって行動したほうが早い。

「迷信じゃねえよ！」

　響迂がむっとしながら言った。

「あれは絶対叶うんだ。去年もちゃんとお面に綺麗な絵を描いて、丁寧に願い事書いたんだ。叶わないわけないだろ」

　鼻息を荒くしている。そこまで叶えたい願いがあるというのだろうか。

「なに願った？」

「言うわけないだろ！」

「ならいい」

　別に興味はない、社交辞令で聞いてみただけだ。しかし、あっさり引かれるのも気にくわないらしく、響迂はこちらをちらちら見ている。

「ほら、火が来るよ」

　そう言って、子翠がさす方向には松明たいまつを持った子どもがいた。尻尾のようにふさふさの稲穂を垂らしている。面の模様から、さっき猫猫が稲穂を取り替えた子どもだとわかった。

「響迂はやりたかったんじゃないの？」

「ふん、俺は子どもじゃねえから、あんなの他の奴らに渡してやるよ」

　そう言いつつ、少しうらやましそうに見ている。

　子どもの持った松明を受け取ったのは、面を被った大人だった。大人は矢にその火をつけると、傍かたわらにいる弓を持った大人に渡す。

　ぎりぎりと引き絞って矢を放つと、火矢はゆっくり斜め上に飛び、そして、途中で落ちていく。ちょうど櫓の根元に突き刺さったので見事な腕だった。

　櫓には、油が仕込まれていたのだろう。ぼうっと、火は一気に燃え上がっていく。火に包まれた櫓はぱちぱちと音を立てる。

「不思議だよね。上の櫓は燃えるのに、下の筏いかだはなかなか燃えないんだよ」

　おそらく下に水があるからだろう。水で筏の温度が一定以上に上がらず、そのため燃えないのだと思う。

　櫓だけが火柱を上げて燃える。そこかしこに置いてある狐きつねの面が燃えていく。その煙が願いを天へと届けるのだろう。

「あっ……」

　響迂が間抜けな声を上げる。櫓が崩れ、ぼとぼとと面が水面に落ちていく。その面の中に自分のものが入っていないか凝視している。だがこんなに離れていてはわからないだろう。

　綺麗に燃え尽き、天に上る面は半分もないだろう。

「叶わぬ願いは、底に沈み、恵みの糧となる」

　ひとりごとのように子翠が言った。

「虫は冬を越せない、ただその子を残すのみ」

　その目は遠く、まだ燃える炎を見ていた。

　その言葉の意味を猫猫は、そのときまったく理解できなかった。










十四話　取引現場







　宿に戻ると、翠スイ苓レイが待っていた。昼間、どこかに出かけたかと思うと、そのままずっといなかった。卓子テーブルの上には本が数冊置いてあり、それを読んでいた。猫猫たちに気が付くと頁ページをそっと閉じ、それで灯が揺れた。

「夜食は？」

「あるなら食べる」

　子翠がそう答えると、翠苓は棚から籠かごを持ってきた。中には油条あげぱんが入っていた。豆乳が二つの器に注がれていく。猫猫の前に置かれたということは、猫猫も食べていいのだろう。冷えて少し固くなった油条に、豆乳を染み込ませて口に入れる。贅ぜい沢たくにも蜂はち蜜みつが入っているらしく、豆乳は甘かった。

　豆腐を作る際に出る副産物として豆乳はあるが、そのくさみからあまり好まれない。だが、くさみを消すために生姜はじかみが加えられているようで、とても飲みやすかった。

　円卓に三角形を作るように座り、猫猫は黙々と食べ、子翠が祭りの出来事を話す。翠苓は無表情のまま本を眺めている。本は、最初薬学のものかと目を輝かせたが、それは虫の図鑑だった。印刷されたものではなく、手書きで何度も描き加えられたあとがある。もう本というより帳面ノートに近い。

　猫猫は翠苓をじっと見る。

「なんだ？」

「いえ、そろそろ約束を果たしてもらおうかと思いまして」

「……蘇よみがえりの薬のことか？」

　翠苓は察しがよくて助かる。

「自分の立ち位置はわかっているのか？」

　形としては人質だ。でも、その扱いはずいぶん緩い。確かに、ここで逃げ出したとしても、すぐに捕まってしまうだろう。うまく逃げ出せたとしても、助けを呼べる街や村に着くまでどうすればいいだろうか。猫猫は早馬など乗れない。

　それでももう少し、閉じ込めるなり束縛するなりすべきだろう。

　この二人の行動には違和感しかない。

　なにが目的か、それを聞いたら話してくれるかもしれない。でも、それよりも今、気になるのは──。

「曼まん荼だ羅ら華けと河豚ふぐですか？　その割合は？　ほかに入れるものは？　量はどのくらいが適量か？」

「……」

「あと、蘇った直後の身体の状態を教えてください。すぐに動き出せるものではないと思います」

　気が付けば、猫猫は翠苓ににじり寄っていた。翠苓の顔がかすかに歪ゆがんでいる。ぴくぴくと手が痙けい攣れんしている。前はそんな様子は見られなかった。

「……曼荼羅華はいらないと思う」

「いらない？」

　猫猫が聞き返す。

「異国の調合書レシピには書いてあった。しかし、その役割はおそらく昏こん睡すいを長引かせるものであり、人工的に奴ど隷れいを作る際に意識をなくすものではないかと推測される。元はそういう薬だという話を聞いた」

　そう言って、自身の震える左手を見せる。以前はちゃんと動いていた手だ。蘇りの薬の副作用だ。

「私はこの程度で済んだが、失敗すれば記憶さえ失う」

　失う、そう断言していることから、翠苓以外にも被験者がいることがわかる。薬を作るのには、その代償が必要である。その試行錯誤の末、どれが正しいのか選択していかねばならない。

　そこに人体実験が含まれていることは重々承知だ。でも、それ以上にわき出る感情を抑えきれない。

　ぞくぞくと全身が粟あわ立だっていく。目を見開き、ゆっくり翠苓に近づく。

「では、その改良を加えたものはどうなのです？」

「……まだ、他の動物しか試していない」

　人に試していない。推測が外れ、曼荼羅華を入れないことで蘇ることができないかもしれない。まず獣で試すのが普通だろう。

　猫猫は目をきらきらさせながら、翠苓の鼻先まで顔を近づける。その右手を自身の貧相な胸の上に置き、ここにちょうどいい実験体がいるぞと誇示する。

「おまえでは試さない」

「どうしてですか？　遠慮せずに！」

「人質と言っただろう」

　翠苓ははっきり言った。猫猫は襟首を掴つかんで揺さぶって、無理やりにでも薬を飲ませろと食ってかかりたい気持ちを抑える。ここでなにも教えてもらえなかったら元も子もない。

　今はおとなしく食い下がろうと、離れる。

「ふふふふ、仲良くなってよかったあ」

　子翠がのん気なことを言いながら、油あげ条ぱんを食はんでいた。

「お姉ちゃんも猫猫も友だち少ないもんね」

「うるさい」「黙って」

　思わず、声が重なってしまった。




　猫猫は翠苓と同じ部屋に寝ている。子翠はもう一部屋、寝台が一つしかないほうで眠る。子翠も同じ部屋で眠りたいと駄々をこねたが、翠苓に追い出されて一人しぶしぶ戻った。

　同じ部屋で眠ったところで、特に話をするわけでもない。昨晩もそうだった。

　正直、話したいことはないこともなかったが、それを口にしたところで翠苓は返事をしないだろう。

　なにが目的で彼女たちが動いているのか、本来、最初に聞くべきことだろうが、まだ口にしていない。それくらいはたずねようかと思ったが、口をついたのはまったく違うことだった。

「子翠と仲がいいようですね？」

「そう見えるか？」

「ええ」

　それだけで会話は終わった。あっけなかった。緩かん衝しょう材ざいの子翠がいなければ、そんなものだろう。




　翌朝、起きると卓子テーブルの上に大量の書物が置いてあった。薬草の図鑑であり、丁寧な挿さし絵えがたくさん描かれている。異国のものも混じっていて、猫猫の知らない植物がたくさん載っていた。半分以上意味がわからないが、そこかしこに紙が挟まれており、そこに注釈や補足が書かれていた。

「出かける。見張りは外にいるから、逃げようなどと思うなよ」

　そう言って翠苓は出ていった。

「逃げ出さないと思うけどねー」

　朝あさ餉げの粥かゆを食べながら、先に起きていた子翠が言った。

「おまえ、見張りつけられるとか、なにやってんの？」

　なぜか糞くそ餓が鬼きこと響キョウ迂ウもいた。油条あげぱんを粥に浸して食べている。

　腹が立つ餓鬼だが気にすることでもないし、なにより猫猫はそんなことよりこの宝の山を読み漁あさることのほうが大切だった。

「あれ？　ごはんは？」

「あとでいい」

　頁ページをめくるほうが先だ。しかし、そんな猫猫の口に子翠は粥で柔らかくした油条を突っ込んでくる。仕方なくもぐもぐ食べる。

「着替えは？　寝間着のままでしょ？」

「あとでいい」

「気になる」

　そう言って、猫猫の寝間着の帯をほどくと上着をかける。仕方なく手を伸ばし、本を読みながら着替えさせてもらう。

「うわー、無精だなあ。すげえ偉そうだ。神シェン美メイさまみたいだ」

　それを見て、響迂が言った。

（神美？）

　誰だそれは、と思っていると、子翠にぽんと腰を叩かれた。椅子から立ち上がり、足を上げて裳スカートを穿はく。

「はいはい、響迂。あなたはお茶碗片付けなさい」

「えー、なんでだよ。そんなの使用人にやらせればいいだろ？」

「使用人に頼らなくてはなんにもできないのねえ。ふふ、まだまだ子どもねえ」

（使い方がうまいなあ）

　こんな言い方をされては、一人前ぶりたがるお子様はむきになるわけだ。がちゃちゃと盆の上に乱暴に皿をのせると、そのままそれを持って部屋を出ていった。

　猫猫は横目で見ながら、ふーんと頷うなずく。

「いいとこの坊ちゃんなんじゃないの？」

「へへ、遠い東の国には盛じょう者しゃ必ひっ衰すいって言葉があるらしいよ」

　どんな強い者でもいつかは老いる。どんな名家でもいつかは滅びるとでも言いたいのだろうか。

　猫猫はぺらぺらと頁ページをめくりながら、今度は子翠に好きなように髪をいじられる。

「猫猫、昨日の簪かんざしは？」

　猫猫は無言で寝室をさす。子翠はぱたぱたと小走りで、枕の横にある簪を取ってくる。

　櫛くしで髪をすくい、上で結い上げる。耳の横に一房ずつ髪を垂らし、髪かみ紐ひもで結わえる。

「これ、いいものだから、あんまりぞんざいに扱っちゃ駄目だよ、誰かに取られて売り飛ばされちゃうよ」

「いい値段つくかな」

「つくというか」

　子翠は猫猫の前に簪を持ってくる。

「この職人の技術、かなりのものだと思うよ。都でもそういないし、目利きが見たらどの職人が作ったかわかるし、そうなると誰の注文で作られた品かわかるから。柄に刻まれた紋様の細かさとか、見えない部分のこだわりが半端ないわ」

　昔、妓ぎ女じょが客から貰もらった装飾品を売り飛ばしたら、それがまた同じ客に買われ貢物プレゼントされたことを思い出した。あれはかなり気まずい。この簪も、くれた主が粘着質だから、いつか戻ってきそうで怖い。

「……売り飛ばせない」

「潰つぶして地金にするしかないね」

　さすがにそれはもったいないな、と猫猫は思う。

「うーん、ちょっと物足りないかなあ」

　そう言って子翠は自分の頭に手をやると、一本笄こうがいを引き抜いた。それを猫猫の髪にさす。

「よし、これでいいと」

「手慣れてるね」

「慣れるよ、遅いとぶたれるもの」

　さらりと言ってのける子翠。

「ぶたれる？」

「うん、ぶたれる」

　別に下働きの娘をその雇い主が折せっ檻かんすることなど珍しくない。ただ、猫猫は意外に思ったのだ。

「按摩マッサージもうまくできないと、熱いお湯を浴びせられるの。ほんと、怖いんだ」

「それは怖い、ろくでもない主人だ」

　猫猫もよくやり手婆ばばあから折檻を受けたが、あんな婆でも加減というものを知っている。殴るときも、外から見えにくい場所を殴るし、引っぱたいても傷が残らないようにしてくれる。なんとなく商品価値を下げない手段にも思えるが、それでも手加減してくれたことには違いない。

「ふふ、お母さまなんだ、それ」

　子翠は笑って言った。

「あんまり顔を合わせたくないな」

　娘にそんな扱いをするものなのか、と猫猫は思う。

（いや、もっとひどいのはいるか）

　猫猫は自分の歪ゆがんだ左小指を見ながら訂正する。

「だろうね。だから、猫猫はちゃんとおとなしくしていてね」

　そう言って、子翠は櫛くしを片付ける。

「私、今日は出かけてくるから」

　そして、子翠は部屋を出た。




　それから三時ろくじかんは経っただろうか。小腹がすいた頃には、宿の給仕が部屋まで食事を持ってきてくれるし、読む本は大量にある。ただ、厠かわやに行くとき、わざわざ見張りの男がついてきたのは苦笑いを浮かべるしかなかった。

　本を隅から隅まで読んで、頭に入れたところで、猫猫は大きな伸びをした。ずっと座りっぱなしで身体が痛い。ちょっと外の空気を吸おうと、窓から顔を出す。この部屋は三階建ての三階部分に当たる。この宿屋よりも大きな建物はないので、見晴らしがよい。

　湯気がところどころ噴き出し、温泉が見える。さすがに目隠しがされていて、のぞきはできないようになっているが、それでも里の中は大体見渡せた。里の塀へいの向こうには川に沿って田んぼが広がり、それを覆おおうように森がある。田んぼはほとんど刈り取りを終えて、藁わらが干されている。

（ん？）

　一画だけ、刈り残された田んぼが見えた。田んぼのごく一部だけが残っており、まだ稲の色が青い。ちょうど、建物の影になっているところだ。横にあるのは、稲の貯蔵庫かなにかだろうか。なかなか立派な造りをしている。

　そういえば、昨日、子どもたちが言っていたことを思い出した。一か所、育ちの悪い稲が生えるところがあるという。もしかして、育ちが悪いのであのまま熟すまで待っているのだろうか。

　ふむ、と猫猫は顎あごを撫なでる。

　栄養が偏っているというわけでもなさそうだ。なにより、残されている部分がおかしい。綺麗に四角形に残っている。建物の影に隠れるようにだ。

（もしかして）

　半分身体を乗り出し、じっとその区画を眺めていると、ばんっと大きな音がした。猫猫はびっくりして、窓から落ちそうになった。慌あわてて窓枠にしがみつき、荒れる息を整える。

「なにやってんだ？」

　音の正体は、糞くそ餓が鬼きだった。思い切り扉を開けた音だった。

　猫猫は無言で響迂の前に立つと問答無用で拳げん骨こつでこめかみをぐりぐりしてやった。

「いて！　いてててて！　なにすんだよ」

「もう少し静かに部屋に入ろうか」

　半分八つ当たりだが、仕方ない。さんざん生意気を言っていたせいでもある。

　解放された響迂は少し涙を浮かべて恨うらみがましそうに猫猫を見た。

「おい、おまえ。姉ちゃんはどこ行った？」

「知らない」

　子翠の行き先は聞いていない。

「そんくらい聞いとけよ」

　聞いても教えてもらえたかどうかはわからない。それよりも、今はあの田んぼのほうが気になった。

「なんだよ、外ばっか見てさ」

「あの建物はなにかわかるか？　倉庫か？」

「ん？」

　猫猫は村の外にある建物をさす。いくつかあるもののうち一番立派なものだ。

「里さと長おさの倉庫じゃねえか。あそこらへんの田んぼは里長のものだって聞いたし」

「倉庫か」

「うん。でも、あんまり使われてないんだよな、あれ」

　間抜けに前歯が抜けた口を開けて、響迂が言った。

「鼠ねずみが入るから、床が高い倉庫が別にあってそこに貯蔵してる。今は、あそこは使われてないんじゃね？」

「でも、そのまま置いてあるんだな」

「里長はけちだから、取り壊す金がもったいないんじゃないかな」

　ふーんと、猫猫は生返事をした。

（ん？）

　猫猫は窓から離れると、さっき読み終えた本を乱雑にめくり始めた。

（確か、この辺に……）

　ぺらぺらめくり、やたら補足の紙が貼り付けられた頁ページを探し当てた。

　ごくりと唾つばを飲み込む。

　これだけたくさんの本があれば、猫猫がおとなしくなると翠苓も子翠も思っただろう。しかし、残念ながら猫猫の中の好奇心はそんなものじゃすまない。

　ぞくぞくと身体の奥からわき出る感情を抑えきれない。ただ、この部屋で本を読んでいるだけということがもどかしくて仕方ない。

「ど、どうしたんだ？　なんかすごい顔してっぞ」

　響迂が猫猫の顔をのぞき込む。

　いけない、いつもの癖が出始めている。そして、そうなると理性ではわかっていても、抑えようがない。たとえ、それが愚かすぎる選択と言われようとも。

　そうでなければ、猫猫という生き物ではない。

「あそこに行きたいのか？」

　だけど、外には見張りがいる。窓から降りようにも三階だし、目立つことこの上ない。降りること自体は敷布シーツを破いて梯子はしごにするなり、やろうと思えば壁伝いになんとか飛び降りることができよう。でも、表通りに面しているのですぐ見つかって捕まるだろう。

「行ける？」

　特に期待もせずに聞いてみた。

　すると、響迂はにやりと笑う。

「できねえこともねえよ」

「……どうやって？」

　猫猫が目を丸くしながら聞いた。その反応が気に入ったのか、響迂はぱたぱたと隣の部屋に行く。子翠が使っている寝室だった。

「おい、手伝え」

　なにを手伝うのかと思ったら、なにやら箪たん笥すを押している。よくわからないまま一緒に押してみると、ずずずっという音とともに少しずつずれていく。すると、箪笥の裏から扉が見えた。

「ここな、本当は隣の部屋とつながってんだよ。んでもって、俺の部屋、隣な」

　部屋を仕切る際、こうやって大きな箪笥を置いてごまかすらしい。確かにこれなら、部屋を好きなように分けることができる。

「隣にも箪笥があるんじゃないのか？」

「もうどけてあるから大丈夫だよ。姉ちゃんを驚かせようと思ってたんだけど、こっちが邪魔でさ」

　と、響迂はがちゃりと扉を開ける。まさか、箪笥を両側からどける者がいるとは思わないのだろう、鍵はかかっていなかった。

　響迂の部屋は、猫猫たちの寝室と同じ間取りをしていた。寝台の上には、たくさん紙や筆が散らかっている。狐きつねの面のときも思ったが、この餓が鬼きは見かけによらず絵を描くのが好きらしい。

「ほらこっちこっち」

　響迂が指さすのは、部屋の出口ではなかった。寝室は隣の部屋と同じ構造だが、居間の構造が少し違った。猫猫たちの部屋は飾り窓があるのに対し、こちらは大きな扉があり外は露台バルコニーになっていた。

　露台はそのまま隣の部屋、そのまた隣の部屋につながっている。一応、部屋ごとに仕切られているが、すり抜けられそうな格子が入っているだけだ。

「このまま一番端っこに行ったら、すぐ下に離れにつながる渡り廊下の屋根が見えるんだ。そこに飛び降りたらすぐ出られる」

　離れは宿の裏側にあるので、気を付けていれば人に見つかることはないだろう。

「詳しいな」

「へへ。俺だけ勉強なんてやってらんないだろ」

　つまり、日常的に脱走を繰り返しているようだ。宿暮らしの割に、この里に詳しいようだし滞在も長いのだろう。湯とう治じ場ばということもあり、病を治すために長期滞在することは珍しくもない。ただ、響迂を見る限り、病弱には見えなかった。

　別に追及することでもなかろうと、猫猫は格子の隙すき間まをすり抜ける。自分が貧相な体型で助かったと思った。

　その猫猫のあとを響迂もついてくる。なんでついてくるんだ、という目で見ると、

「せっかくだから付き合ってやるよ」

　と、上から目線で返された。

（まあ、いいか）

　そうやって、猫猫は無事脱走できたのだった。




　宿から出たらそのあとは簡単だった。里に入るときと違い、門番は簡単に外に出してくれた。入るときはもう暗かったからかもしれない。田んぼで切り開かれているので人の気配を感じ、昼間はそうそう獣がやってくることもなかろう。

「なあ、なにするんだ？」

「ちょっと確かめたいことがある」

　そう言って、猫猫は例の場所の前に立っていた。まだ穂が実り切らない田んぼの一区画、その前にいる。

　響迂はその稲穂をちぎっている。

「ここだけ栄養が悪いのかな？」

「たぶん、違う」

　猫猫は、その田んぼの前の倉庫を見た。漆しっ喰くいの壁に大きな窓がついている。格子もなにもついていない簡素な窓で、今は綺麗に閉められていた。猫猫は近くに落ちていた枝を拾うと、窓の端っこと残された稲の端っこをつなげる。稲の幅が少し広いくらいだろう。

「この稲は、夜もずっと光を浴びていたってことだよ」

「ん？　どういうことだ？」

　植物を育てる際、その周りの環境の変化で育ちが狂うことがよくある。猫猫が以前、青あお薔そう薇びを作る際、狂い咲きを起こしたように、この稲も外的要因で狂わされていた。

　普通、光をたくさん浴びたほうが草花の育ちはよくなるものだと思われる。しかし、逆に育ちが悪くなることもある。この稲の場合、夜も明るい光を浴び続けたことで、稲穂が出てくるのが遅くなったと考えられる。夜眠らない花はな街まちの周りでは、たまに起こることだ。

「ずっと明るいままだから、育たなかった？」

「推測だけどな」

　でも、窓の位置と幅を考えると、間違いなさそうだ。窓には格子もないので、暑い夏場はずっと窓を開けて作業していたのだろう。

　しかし、もう使われていないはずの倉庫が、なぜ夜中に明あか々あかと灯あかりをつけていたのかという疑問が残る。

　それについては……。

「ここ、鼠ねずみが出るんだよな」

「うん、出るよ。罠わなを仕掛けても仕掛けても、いくらでも出てくるんだ」

「つまり取り放題と」

　翠苓が言っていたことを思い出す。まだ、新しい薬は人体実験をしていないと。それは、他の動物では試してきたということで、それになにを使うかといえば手に入りやすい小動物をまず思い浮かべる。そして、今日与えられた書物には、鼠を元にした実験結果がいくつも書き込まれていた。

　その本自体も、翠苓が持ち運びできる量ではない。この里のどこかから持ってきたと考えるのが妥当だろう。

　猫猫は倉庫の周りをぐるっと回る。窓のほかに扉が一つだけあるが、そこには鍵がかかっている。

「ちょっとどいて」

　響迂がどこからか針金を取り出すと、鍵穴にかちゃかちゃ入れる。簡素な造りの扉は、すぐさま開いた。

（ろくでもない餓が鬼きだ）

　だが、助かったと猫猫は倉庫の中に入る。中は二つの部屋に分かれていた。猫猫は、とりあえず窓がある部屋へ向かう。

　すると……。

　予想の範はん疇ちゅうのものと、それを超えるものがそこにあった。範疇のものは、籠かごに入れられた鼠ねずみと大量の書き散らかした紙、そして、怪しげな獣の骨や、乾燥させた草、そして、なにかの肝きもらしきものが並んでいた。独特の臭においがこもっている。

　棚に小さな瓶びんがいくつも並んでいる。紙が貼り付けてあり、日付と、含まれている材料と分量が書かれていた。響迂が面白そうにそれを見ている。

　それをじっと見て観察したい衝動に駆られたが、それよりも度胆を抜くものがぬけぬけとこの場にあった。

　それは金属の筒のようなものだった。ばらばらにされていて、一つ一つ見ただけでは、これがなにかわからない。しかし、猫猫はそれに見覚えがあった。

　先日、壬氏を狙ねらった刺し客かくたちが所持していた飛フェイ発ファ、それだった。

（なんで、こんなものが……）

　それがここにあることでいろんなことが収束していく。しかし、考えをまとめる時間はなかった。がちゃっという音が外から聞こえた。

　猫猫は響迂の口を押さえて、部屋の隅に隠れる。

「……あら？　誰かいるのかしら？」

　ゆったりとした女の声が聞こえた。かつかつと足音が聞こえる。

「誰か、扉を閉め忘れたの？」

「いえ、そんなことはないはずです」

　返事をするのは男の声だ。だが、足音は二つどころじゃない。

「でも開いていたわ。戸締まりをしたのは誰かしら？」

　ゆっくりと柔らかな口調で、女は言う。しかし、その声になぜか猫猫は怖おじ気けが走った。そして、それを感じているのは、猫猫だけではないらしい。

　腕の中にいる響迂が震えているのに気付いた。そっと、押さえていた口から手を離す。

「……べぇ」

「？」

「やべえ。あの人だ……」

　響迂が顔を歪ゆがめていた。

　足音が近づいてくる。独特の臭いが充満した部屋に、これまた変わった香の匂いが混じる。衣きぬ擦ずれの音は左右を見渡しているようだが、猫猫の視点では足元しか見えない。

　女の足が六本と男の足が四本。

　いや、男の足は二本かもしれない。男物の服を着ているが、その服には見覚えがあった。朝、翠苓が着ていた服と同じだった。

「問題がありましたカ？」

　女の一人がたずねる。独特の訛なまりがある喋しゃべりだ。聞き覚えがあった。

　全身が震え、脂汗が流れる中、それを確認した。紗ヴェールに隠れた目が見えた。そこにある髪は紗に隠されているものの、その目の色は隠しようがない。空色の、異国人の瞳をしていた。

「なんでもありません。気のせいだったみたい」

　女が後ろを向き、部屋を出ていこうとした。猫猫はほっとしながら、小さく息を吐こうとした。

　だが。

　護衛らしき男の腰にその女の手が伸びた。

「!?」

　その瞬間、ぱさりと猫猫の髪が落ちた。壁に刀が突き刺さり、びぃぃんと刀身が揺れている。一瞬のことでまったくわからなかった。ただ、気が付けば帳カーテンを避けて、年とし嵩かさのいった女が猫猫を見下ろしていた。美しいが、それも老いには勝ちようがない。派手な化粧と派手な衣装の五十がらみの女だった。

　女は、派手な髪飾りと衣を身に着けていた。その薬指と小指の爪つめは二寸ほどに伸ばされ、鼈べっ甲こうの護指ネイルキャップがついている。赤い紅をひいた唇がたおやかに歪ゆがみ、その目はうずくまった貧相な娘を蔑さげすんでいた。

「ただ、鼠ねずみがいたみたい」

　本当に鼠でも見るような顔だった。

「翠苓」

「はい」

　翠苓が一歩前に出ると、女は持っていた団扇うちわをそのまま翠苓に叩きつけた。

（!?）

「鼠くらいちゃんと管理しなさい」

「申し訳ありません」

　顔を伏せながら、翠苓が言う。

「あら？　この子どもは、見たことあるわね」

「……神シェン美メイさま、ご、ごめんな、さ……」

　響迂は震えたままだった。絞り出すように伝えるのがやっとだった。

「子シ螂ロウさまの御子息です」

　答えたのは、顔を押さえて震えている翠苓だった。

　女は「ふうん」と生返事をして、もう一人の女のほうを向く。娘といってもいい年頃だった。神美と呼ばれた女と似たような派手な化粧をしている。

「お母さま、子どもの悪戯いたずらのようです。早く行きましょう」

　普段のあどけない口調は微み塵じんもなかった。村娘のような服を脱ぎ捨て、華美な衣装を着ている。髪は高く結い上げられ、異国の鳥の羽根飾りがゆらゆら揺れている。

（……やっぱりそういうことだったのか）

　猫猫は、あえて追及しなかった。最初、翠苓との関係を言及したときに聞こうとしてやめていた。

　知ったところでどうなるという思いがあったが、やはりもう少し慎重になるべきだったらしい。

（とんだ狸たぬきだ）

「ふふふ、そうね。では、せっかくなので連れていきましょうか？」

　神美という女が言う。年齢によりかげりを帯びた容よう貌ぼうだが、昔はどれほど美しかっただろうか。

　猫猫は神美の笑顔に心臓を鷲わし掴づかみされるようだった。

「いいわよね、楼ロウ蘭ラン」

　神美は、子シ翠スイに向かってそう言った。










十五話　砦とりで







　温泉郷を出て、馬車で揺られること半日、猫猫は砦のような場所に連れてこられた。その一室に今、通されている。

「ここに連れてくるつもりはなかった」

　そう言ったのは翠スイ苓レイだった。その頬は赤く腫はれている。物静かで芯のある人間だと思っていたが、今の彼女の顔は浮かない。元々明るい性格でもないが、さらにどんよりとしている。

　その理由について、猫猫はあの温泉郷の倉庫でのやり取りを見て理解していた。

　忍び込んだ倉庫の中で、猫猫は神シェン美メイという中年の女に見つかった。そして、その女は子翠のことを楼蘭と呼んだ。

（やっぱり、そうだったか）

　薄々感じていたことだった。むしろ、気付かなかったほうがおかしい。猫猫は一度、楼蘭妃に会っている。四夫人とその侍じ女じょたちに特別授業を行ったときだ。

　楼蘭妃は派手な装いで、無表情のまま授業を聞いていた。そのとき、質問をしたのは楽しそうな玉ギョク葉ヨウ妃と勉強熱心な梨リ花ファ妃だけで、里樹リーシュ妃はのぼせて質問どころではなかったと覚えている。楼蘭妃は質問もなにもなく、声らしき声はほとんど聞こえなかった。

　高貴なかたが猫猫のような下女に声をかけることなどないのが普通なので、さして気にしていなかったが、そういうことだったかと今さら思った。

　子翠、いや楼蘭の育ちのよさは持ち物や些さ細さいな言動でわかった。皇こう太たい后ごうから隠れたり、里樹妃と風呂場で出会ったとき、違う妃きさきの元へ行ったのも、自分が楼蘭とばれないためだろう。猫猫の場合、毛マオ毛マオを捕まえていた際、まったく気付かなかったので、避けようとしなかったということだ。

（とんだ役者だ）

　普段の楼蘭は、虫好きの変わり者なところ以外、本当に普通の娘だった。小シャオ蘭ランと点心おやつをつつき、噂話に花を咲かせる。

　そんな彼女は、まるで狸たぬきのようだった。化かされたかと思った。そう、実感した。




「鞭むち打うちにしましょう」

　猫猫を見つけた神美は朗ほがらかな声でそう言った。まるで、茶会を庭で開きましょうと言うかのように。

「ええっと、百回も叩けば十分かしら？　くくりつける柱を準備なさい」

「神美さま」

　翠苓が訴えるように声を上げたときだった。神美の手が動いた。その手には団扇うちわがあり、その骨が翠苓の頬をもう一度叩いた。翠苓は一歩下がると、無表情のままうつむいた。その顔色は悪く、かすかに手が震えているのが見えた。蛇へびに怯おびえたときのように小刻みに呼吸をしている。

（これはいかん）

　全身から汗が噴き出てくる。抱えていた響キョウ迂ウが震える理由がわかった。この女は危ない。いわゆる高貴なお人なのだが、その中でも、あまり付き合いたくない人種のほうだ。

　そして、猫猫はその人にとって虫けらに等しい人間だ。勝手にこちらに忍び込み、いかにも怪しげな会合を見てしまった。折せっ檻かんと称して始末されるのがおちだろう。

「さあて、この子はどうしよう。すこうし躾しつけが必要なのかしら」

　怯える響迂が猫猫にしがみついてくる。

「お母さま」

　冷たい鈴が鳴るような声が響いた。派手な簪かんざしを揺らし、楼蘭が前に出る。

「以前、おっしゃっていたではないですか？　新しい薬くす師しが欲しいと」

　そう言って猫猫を見る楼蘭。その目はどこかがらんどうで、陶器人形を思わせた。

　神美は一瞬眉まゆを歪ゆがめたが、そのまま団扇で口を隠して猫猫を見る。

「薬くす師しには見えないけど」

「ええ、でもこう見えて年齢は三み十そ路じを越えているのです。日々、己が薬を試すうちに人より齢をとりにくくなったと」

　そう言って楼蘭は猫猫の左手を取る。袖をめくり、腕に巻かれた包帯を見せた。

「どの薬かはわかりません。ただ、そのどれかが不老の妙薬につながるものかと。前の男のように失敗し、死なぬようならば」

　淡々と、楼蘭は述べる。

（不老の妙薬？　前の男？）

　楼蘭の言に、神美は残念そうにまつ毛を伏せる。

「そうなの。なら仕方ないわ」

　神美はひれを翻ひるがえすと、後ろで見ていた異国の特使を見る。

「姶アイ良ラさま、お話の続きをしましょうか」

『さま』と敬称をつけているが、その態度はどこか上から接するようだった。頭から紗ヴェールを被った異国の特使は、神美のあとに続く。ただ、どちらも気位の高そうな女同士、どこかぎすぎすした感じに見えた。

　なにはともあれ、ほっと息をつこうとしたら、神美が足を止めた。

「ここではまともな仕事もできないでしょう。その薬師も一緒に、砦とりでへ戻りましょうか」

　神美がにいっと赤い紅を塗った唇を歪ゆがめて言った。




　そして、今に至る。

　この物置が、前の薬師が使っていたという部屋だ。確かにごちゃごちゃしているが、それらしい材料はそろっており、行こう李りの中には大量の書も入っている。

　猫猫は翠苓を見た。

「異母姉妹ですか？」

　質問というより確認だった。

「私を姉として扱うのは、あいつだけだよ」

　やはりというほかない。楼蘭は子シ昌ショウの一人娘と聞いたことがある。あれだけ恐ろしい奥方がいれば、腹を痛めていない子を同等には扱えないのだろう。それどころか翠苓は、存在まで許されていないようだ。

「神美さまは私が憎くて仕方ないようだ」

　赤く腫はれた頬を撫なでながら、翠苓が言った。

　ふと、猫猫はあることに気が付いた。

「一つ、聞いていいですか？」

「なんだ？」

「もしかして、子翠という名前は元々あなたの名前ではないのでしょうか？」

　楼蘭は子翠という名前を気に入っているようだった。ありきたりな名前であるとはいえ、子一族の『子』に翠苓の『翠』、単純すぎる偽名だ。もっとも、呼び名だけなら『子翠』ではなく『紫翠』、もしくは『仔翠』とあてはめたかもしれない。字は違えど、呼ぶだけなら同じだ。

「その通りだよ。だが、後こう宮きゅうから戻ってきた神美さまは私の存在が疎うとましくて仕方なかったらしい。名前に一族をあらわす文字があることすら嫌がった」

　神美は、幼い翠苓を母とともに屋敷から追い出し、使用人のようにこき使った。そしてその名前すら奪い取り、生まれた自分の子の幼名として扱った。まるで、あてつけのように。

　同じ男の娘でも、一方は蝶よ、花よと育てられ帝みかどの花として献上され、もう一方は、宮中で事件を起こし暗躍する。

　相手が子昌の手先なら壬ジン氏シの命を狙ねらった理由もわかる。後宮のあり方について、互いに意見が分かれていることは猫猫ですら何度か耳にしていた。

　だけど、それでも腑ふに落ちない面があった。

　そっと猫猫は髪にささった簪かんざしを手に取る。子翠、いや楼蘭が価値があると言った簪だ。それをほいほい与えられる人物。そして、あの若さで後宮外にも大きな影響を及ぼす者。

　それが壬氏だ。

　ただの宦かん官がんではない、いや宦官ですらない。

「……」

　じっと簪を見ながら、猫猫の動きが止まった。

「どうした？」

　翠苓が猫猫を見る。

「宦官として入ったとき、どうやって調べられましたか？」

「いきなりなにを」

　少し恥ずかしいのか、うつむきながら翠苓が答える。

「触診だ。下履きの上から触られる。上は脱がなくていい」

　だから、翠苓は入り込めた。ないことを前提としているので、女が宦官として入り込むなど考えもしないだろう。ただの男が宦官として潜り込むよりたやすい。

「去勢していない男が入るには？」

「三人の官に触診される。部署はどれも違う者たちだ。賄わい賂ろは難しいだろう」

　三人とも賄賂が通じなければ、男を後宮の中に入れたとして、鞭むち打うちどころでは済まないだろう。小遣い稼ぎには危険リスクが大きいので、応じるわけがない。

　ならば壬氏はどうやって入ったのか。

「後宮内に出入り自由の男子……」

　それは帝みかどか、もしくはその縁者だけだ。

（いや、年齢が違う。けれど）

　壬氏を見ていて思うことは、見た目よりずっと幼いのだ。子どもとまではいかないが、どこか青くさい印象がある。後宮の他の女にょ官かんに同意を求めようにも、十中八九否定されるだろうが。

「……」

「なにを黙っている？」

「いえ、別に」

（よし、今はその件については置いておこう）

　そういえば、避暑地での一件で、壬氏がなにやら大切な話をしようとしていた気がしたが、もしかしたら、そのことだったのかもしれない。あれは、立派すぎる牛ご黄おうがあったのがいけなかったのだ。牛黄は人を狂わせる。なんと恐ろしい。

　それよりも現状を考えることが先決だ。

　温泉郷から馬車で半日ほど揺られた。幌ほろの隙すき間まから見えた太陽の位置で、北に向かっていることはわかった。途中で道が白くなり、雪が降っていた。

（北、それも高地か）

　そんな場所に猫猫はいる。

　そして、神美は『砦とりで』と言っていた。確かに高い城壁に囲まれており、背後に崖があった。城というより砦には違いなかろう。

（あの雅そうな人が砦に？）

　そんな場所に足を踏み入れるようには見えない。もちろん、それは猫猫の偏見であり、高貴な女たちがどれだけしたたかなのか、それなりにわかっているつもりだ。でも、こういう場所にいるものではなかろう。

　まるで、戦の最中のように。

（!?）

　あの倉庫内にあった飛フェイ発ファを思い出す。そして、姶アイ良ラと呼ばれた異国の特使は本来、あんな隠れ里のような場所に現れるわけがない。

（そういうことか）

　以前から、特使たちが誰かと密談しているという話があった。それが子の一族の者だったとしたら。

　最新型の飛発が、その流れに入ってきたら。

　そして、それを生産するためにああして分解していたとしたら。

「戦でも起こす気ですか？」

　部屋を出ていこうとする翠苓に聞いた。

「それは私が決めることではない。ただ、楼蘭さまがああ言った手前、調薬の真似事はしておいてくれ」

「その点ならご安心を。言われなくてもします」

「ならいい。食事はちゃんと出す。厠かわやはここと続きの部屋にある。くれぐれも神美さまのご機嫌を損ねないように」

（くれぐれもねえ）

　損ねたらどうなることやら、どんな折せっ檻かんが待っているかわからない。

　振り返らないまま、翠苓は部屋を出ていった。

（さてどうするか？）

　猫猫は首を回しながら、部屋を確認する。

　入口は鍵がかかっている。窓には格子があり、外は真っ白な雪景色だった。逃げるなとさえ言わなかった理由は逃げられない状況だからか、それとも逃げるならうまく逃げろということか。

　扉を開くと、そこには狭い通路があり、その先に厠があった。普通は屋外、もしくは一階にあるものだがここは三階だ。処分の手間を考えると不都合だろう。しかし、利便性より逃走経路を塞ふさぐことを優先したようだ。

（前にいた薬くす師し……）

　そいつを幽閉でもしていたのだろうか。服薬によって死んだという薬師。

　ふむ、つながりそうでつながらない。猫猫は腕を抱えて、とりあえずそれを一旦、放置することにした。それよりも、今はもっと大切なことがある。

　そうだ、これだ。

　猫猫は頬を緩ませながら、積まれた行こう李りの蓋ふたを開けた。そこには大量の書籍が入っている。壁に沿って置かれた薬棚も気になるが、とりあえずこちらが先だ。

「おっ、おおっ！」

　思わず声が漏れた。そこには猫猫にとって宝に等しいものがぎっしり詰め込まれている。

　猫猫はふひ、ふひひひひっと笑いながらその中身を漁あさりまくった。




　食事は毎回、翠苓が持ってきてくれた。少し冷えているが、一汁一菜がそろった食事は悪くない。ただ、乾きものが多く、どことなく携帯食に近い。

　猫猫は寝台の上にあぐらをかく。部屋の中にある本は一通り目を通した。たぶん、五日くらい経った気がするがよく覚えていない。肘ひじを立てて顎あごを支える仕草は行儀が悪いが、今ここで咎とがめる者はいない。

（戦とは大きく出たものだ）

　猫猫は、ちらりと窓の外を眺める。一面真っ白な雪景色だ。季節としては、作物の収穫が終わり、農閑期に入る頃だろう。いつだったか、戦は農民が暇な時期に起こると聞いたことがある。

　窓の外を見る限り、ここは高台にあり後ろは山だ。砦とりでとしての立地条件は悪くなかろう。

　指先で卓子テーブルの上に地図を思い描く。ここは北部、子し北ほく州であるとして、砦があるような場所は国くに境ざかいの近くだろうか。

　猫猫は髪をかきむしりながら、寝台に倒れ込んだ。

　都の北側部分に半円を思い浮かべる。船で十日、それから歩きで温泉郷に向かい、さらに半日馬車に乗る。その範囲で山がある場所は──。

（こんなことならちゃんと勉強しておくんだった）

　官女になるために受ける試験の中に、地理の問題があった気がする。参考書を開くだけで毎度寝ていたので覚えているわけがない。そのたびに、壬氏の侍じ女じょの水スイ蓮レンに小突かれていた。

（あのいびりすら今ではなつかしい）

　そんなとき、廊下から甲高い声が聞こえてきた。聞き覚えのある声だ。

　なんだ、と猫猫は寝台から降り、廊下に面する扉に耳をつける。

「坊ちゃま、そっちで遊んではいけません！」

「ええっー、いいだろー。こっちまだ探検してねえんだから」

　甲高い声の主は、響キョウ迂ウだった。ほかの子どもの声も後ろから聞こえる。猫猫を連れていくついでにと、響迂もまたこちらにやってきた。それに翠苓が渋った顔をしていたのを覚えている。

（ほかにも子どもがいるのか）

「なにやってるのー、おやつなくなっちゃうよー」

「わあってるよ、かってに俺の食うんじゃねえぞ」

　子どもがいると知って猫猫は、壁にもたれかかり大きく息を吐いた。

　いくら城じょう塞さいめいた造りの城であろうと、籠ろう城じょうしようと、結果は目に見えている。

　現帝は、猫猫が思う限り、比較的慈悲深い君である。しかし、それでも越せない線はある。以前、上級妃の暗殺未遂事件で実行犯とされた女にょ官かんは、絞こう首しゅ刑けいになった。その親類は肉刑に処せられている。

　帝みかどとして権力を保つためにも、そういう処置をせざるをえない。

　もし、これだけの規模で騒ぎを起こしたなら、どうなるだろう。

　一族郎党、皆、生きていられないだろう。それが子どもであろうと赤あか子ごであろうと関係なく。

　それを覚悟に、子どももまたここへ連れてこられたのだろうか。

　猫猫はもう一度息を吐いた。膝ひざを抱えて、頭を膝小僧にのせる。

　他人と割り切ってしまえばいいのに。

　そんなことを考えている暇なんてないのに。

　ずんと心が重くて仕方なかった。










十六話　羅ラ半ハン







　その日の昼過ぎ、壬ジン氏シの執務室にやってきたのは、小柄な狐きつね目め男、羅半だった。部屋には壬氏のほか、高ガオ順シュンと馬バ閃センがいて、いつにもまして多い書類整理に手間取っていた。

「そういうことか」

「はい、あくまで予測ですが」

　羅半は優れた男だった。変わり者だが一つの能力に特化しているのは、羅の一族の特徴だろうか。

　ここ数年の物流と金の動きを調べた上で、子シの一族が不穏なことを企んでいるのがわかった。

　羅半が地図に示した場所は、今は使われなくなった砦とりでの位置だった。

　たとえ王母の時代からの臣下とはいえ、なんの断りもなく、放棄された砦を拡張していたらそれは謀む反ほん以外の何物でもない。

　壬氏は頭を抱えたくなったが、すでに眉み間けんに深いしわを刻んだ親子がいるのでやめておこう。

　それより、その対処について考えなければと思っていたときだった。

　からん、と小さく鳴子が鳴った。足音が近づいてくるとともに、遠慮なく扉が開かれた。

「なにをやっているのだね？」

　そう問いかけるのは、片眼鏡モノクルをかけた狐軍師だった。

「義父ちち上」

　先ほどまで堂々としていた小男羅半の顔が歪ゆがむ。机上の地図を畳み、唇をひくつかせる。

「羅半、そうそう貴きかたのところへ行くものではない。変な誤解が生まれるよ」

　そう言いつつ、羅漢は執務室に置いてある長椅子カウチに座る。以前、羅漢がこちらに入り浸っていたとき運び込まれたものだ。いまだに撤去してもらえず、とりあえず置いたままになっている。

「ただでさえ、男とも女ともわからない御方であるのだから」

　そこには明確な悪意が込められていた。壬氏の隣に控えている馬閃が、噛かみつかんばかりに前に出ようとするのを高順が手で制している。

　羅漢が怒る理由はわかっている。後こう宮きゅうにいながら、まんまと猫猫がさらわれた。それで後宮に突撃してくる男だ、むしろ壬氏の元にやってくるのが遅かったほうだといえる。

　嫌味ならいくらでも聞こう。それが壬氏の責任だ。ただ、相手がそれだけの理由でここまで来るとは思えない。

　羅半はすごすごと下がり、いつのまにか高順の後ろに立っていた。この青年にも、苦手なものがあるらしい。こそこそと高順になにか言っているようだ。馬閃が、なんだこいつという目で見ている。

　高順はなにやら使いの官を呼んでいる。片眼鏡モノクルの軍師は、それには興味ないらしく、長椅子カウチでふんぞり返りながら冷めた目を壬氏に向けていた。

「軍師殿の言いたいことはわかります。私のふがいなさが問題なのでしょう」

　壬氏とてわかっている。たとえ抜け穴のことが今回初めてわかったとしても、それを知る者が誰もいなかったとしても、それを使われ、逃亡されたとあらば壬氏の責任にほかならない。

「そうだね。その通りだ。もっと早く迅速に、吾わが娘を救出してもらいたいのだ」

　それができればどんなに楽だろうか。今、ここで壬氏は明らかに羅漢の敵になっている。この男を敵に回すな、その宮廷内の暗黙の了解が頭をめぐる。

　だが、ここで壬氏を敵だと認定しても仕方ないことだと、この軍師もわかっているはずだ。敵は壬氏ではなく、子昌のはずだ。

　ここで軍師が来た理由について、壬氏は考える。この男の最優先は、謀む反ほん人を捕らえるなどといったことではない。可愛い娘を助け出すことが一番だ。そして、このなにを考えているかわからない頭で、その一番てっとり早い方法を模索して、こちらに来たということだろうか。

　下官が茶を入れて、執務室に入ってきたが、その面子と緊迫した空気に尻込みする。さっさと茶を置き、そそくさと退散する。

　熱い茶に誰も手をつけず冷めていく。空気もついでに落ち着けばよいものだが、そうはいかない。

「半端な姿で、半端なままの仕事をする。それで、何事もうまくいくと思っているのだろうか？」

　なにが半端なのか、それは壬氏にはわかる。軍師にはお見通しなのだ、壬氏が本当はどんな人間かということを。

　本来の自分の立場に自信を持つことができず、それから逃げ出すために用意した地位にあぐらをかいているのだと。

　片眼鏡モノクルの奥の目が細くなる。壬氏を追い詰めることで、少しでも気を晴らそうというのか。馬閃は羅漢に食いつかんばかりの目をしていて、それを父である高順が押しとどめている。羅半は、居心地の悪そうな顔をして、執務室の調度を眺めていた。

　周りの音が遠くなり、代わりに軍師の声のみが明瞭に聞こえる。

「半端な宦官カマ野郎のままでなにができるというんだ？」

　そこにはなんの配慮もない、悪態があった。

　壬氏は、それに対しどう答えるべきか、間があく。

　そして、口を開こうとしたときだった。

「悪かったねえ。おまえがそんなふうに思っているとは思わなかったよ」

　落ち着いた声が響いた。気付けば、入口に姿勢の悪い老人が立っていた。その後ろに、荒々しく息を吐く宦かん官がんがいる。籠かごがあり、それに老人を乗せて走ってきたらしい。

　老人こと羅ルォ門メンは、自分を乗せて走ってきた宦官たちに頭を下げると、片足を引きずりながら執務室に入った。

「私だって好きで宦官になったわけじゃないんだけどね」

　しゅんと小さくなる羅門に対し、羅漢は慌あわてて手を振った。

「お、叔父貴！　違う、違うんだ。叔父貴のことを言ったわけじゃないんだよ！」

「そうかい？　私は半端な宦官だし、しかもまともに歩けないし、今もこうして贅ぜい沢たくにも籠に乗せてもらってきたよ。それに、猫猫のことをちゃんと見てなかったのなら、私にも責任があるんじゃないかい？」

　老婆のような姿をした宦官は、その穏やかな顔で狐軍師を見る。片眼鏡モノクルをかけた軍師の眉まゆが間抜けなくらい下がっていく。

「……間に合ってよかった」

　後ろでそうつぶやいたのは、羅半だった。さっき、高順になにやら言っていたのは、羅門を呼び出すことだったようだ。

　それにしても、羅漢に羅半に羅門、実にややこしい。

　さっきまでこの場の主として偉そうにしていた羅漢は、まるで母親のご機嫌をとる息子のような態度だ。思わずふきだしそうになるが、それをこらえないといけない。後ろを見ると、高順が眉み間けんに深くしわを刻んでいた。おそらく笑いをこらえているのだろう。

　馬閃だけは、わけがわからず顔に疑問符を浮かべて、叔父甥おいのやり取りを見ている。

「おまえは頭にくると、そうやって攻撃的になる。でも、相手のことを考えて行動することも大切だよ」

「わかっているよ、叔父貴。それくらい。さっきのは売り言葉に買い言葉で、そんなこと言うつもりはこれっぽっちもなかったさ」

　いや、壬氏はなにも言葉を売っていないが、一応黙っておく。空気は読まねばなるまい。

「それならいいんだけど。じゃあ、ここに来た本題を、ちゃんと礼をもって相手に伝えるべきじゃないのかね」

「……」

　小さな老人にぽんぽんと肩を叩かれて、羅漢が壬氏のほうに向き直った。

　そして、壬氏の目の前に立つと、かがんで膝ひざをつき、拱きょう手しゅした。相手を敬った挨あい拶さつだ。

「お願いに参りました。逆賊子昌を討つべく、軍を動かしてもらいたいと」

　羅漢は太たい尉い、すなわち軍事長官の位置にある。その者が、軍を動かしたいと願い出る。それはどういうことか。

「子の一族は、数年前より新型の飛フェイ発ファを生産している模様。反逆の証拠は出そろっています」

　羅半が付け加えるように、先ほど見せてきた資料をあらためて机上に広げる。

　加えて壬氏の暗殺未遂、楼蘭の後宮からの逃亡がある。

「膿うみは早めに出し切るべきです」

　その言葉に羅門は心を痛めた顔をする。心優しき医官には、たとえ反逆とはいえ戦ごとは快く思えないだろう。

　そして、羅漢がそれを壬氏に申し出ることはなにを意味するのか。

　さっきまで、なぜ宦かん官がん野郎と壬氏をあおってきたのか、理由がわかる。

　国として、子の一族を討てということは、禁軍、すなわち帝みかど直ちょっ轄かつの軍を動かすことになる。そして、それを指揮するのは太尉である羅漢ではなく、この国の頂に立つ御方だ。

　しかし、主上はおいそれと都を出るわけにはいかない。

　その場合、代理を立てることになる。

「いつまでも仮かり初そめの姿で欺あざむき続けるつもりでしょうか？」

　羅漢が片眼鏡モノクル越しに壬氏を見る。いや、壬氏という皮を被った華か瑞ずい月げつという男を見ている。

　瑞月はごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。

　いつか来ると思っていた。それが今来ただけに過ぎない。

　覚悟を決めるときが来たようだ。










十七話　蟇たい盆ぼん







「薬はまだなのかしら？」

　猫マオ猫マオが押し込められた部屋から出られるのは日に一度だけだ。見張りをつけられ、こうして神シェン美メイの部屋に連れてこられる。

　砦とりでの中とは思えぬ贅ぜいを尽くした部屋だった。床は毛足の長い異国の毛もう氈せんが敷かれ、その上に同じく異国の調度が並んでいる。茶も花と蜜みつの匂いが漂う。

　神美は安楽椅子にゆったり座り、その左手を侍じ女じょに任せ、爪つめを磨かせていた。足元では若い男がひざまずき、神美の足を揉もんでいる。部屋には香がふんだんに焚たかれていた。背後には大きな寝台があり、女たちがくすくすと笑いながら転がっている。酒の匂いも漂う。

　なんとも言えない淫いん靡びな雰囲気が漂っていた。

　猫猫はくんと鼻を鳴らす。

（なにか混ぜ物してるな）

　麝じゃ香こうを元にして、いくつか他の匂いが混じっている。あの寝台に転がっている女たちが妙にだらりとしているのは、酒によるものかそうでないのか判断がつかない。

　神美の後ろには楼ロウ蘭ランがいて、点心おやつを食はんでいる。その髪を翠スイ苓レイがすいていた。

　あの仲良さそうな姉妹がここでは主人と侍じ従じゅうにしか見えない。

「まだ少し時間がかかりそうです」

「あら、そう」

　神美はそう言うと、団扇うちわを振って猫猫に出ていくように言った。




　深く息を吐きながら部屋の外に出ると、見覚えのある顔がこちらを見ていた。

「おい、薬屋」

　生意気な口調は響キョウ迂ウだった。後ろにお目付け役らしき侍女と年少の子どもが四人いる。猫猫は特に名前を言わなかったし、紹介もされなかったので、響迂は猫猫を薬屋と呼んでいる。

「なんでしょうか？」

　なんだ糞くそ餓が鬼きと返せない立場なので、そんな物言いで返す。猫猫だって保身がある。後ろのいかつい見張りとお目付け役の侍じ女じょを前に、砕けた物言いはできない。

「うわ、気持ち悪っ！」

（うん、殴りたい）

　よし、二人きりになったらこめかみを拳こぶしで挟んでぐりぐりしてやろうとひそかに誓う。残念ながらそんな余裕はできそうにないけれど。

「御用がないのなら、部屋に戻りたいのですが」

　置かれた立場は不愉快だが、やっていること自体は嫌いじゃない。多少、古い薬が多いものの、それ以外は医局の薬棚と遜そん色しょくないものである。なにより、資料が大量にあるのが嬉しい。前にここにいた薬師というのはどれだけ腕がよかったのだろうか。

「なあ、中にほかに女の人いなかったか？」

「いましたね」

（いたにはいたが）

　あまり子どもに見せるような雰囲気ではない、あれはただれている。

　もっとも猫猫が響迂の年齢の頃には、犬猫の交尾より男女のそれを見慣れていて、顔を赤らめるなどする恥じらいはとうになくなっていたが、それとこれとは別の話だ。

「なあ、俺の母さまがいるんだけどさあ、元気そうだった？　仕事で忙しいらしいんだよ」

「……どのかたかわからないので、なんとも言えません」

「そっか」

　少ししゅんとしおれた顔で響迂が言った。

　とても、口に出しづらい。あの中のそれらしき人物がまともには見えなかった。

「仕方ないよな、母さまは仕事が忙しいから。やっぱ村で待っていればよかったのかな」

（そういうことか）

　誰の考えかわからないが、そのほうが賢明だろう。母親に会わせないために温泉郷に預けたのは、それとも母親自身がやったことなのか。

「では、私はこれで」

「あっ、おい」

　響迂は猫猫になにか言おうとして、ちらりと周りを見てやめる。言いたいことがあるけど、それを口にする場所ではないようだ。

「では」

「ああ」

　猫猫は部屋に戻った。




　数日、これといった変化のない日が続いた。ただ、気になったのは部屋の外から子どもの声がよく聞こえるようになったことである。

（響迂たちか）

　こちらに近づくたびに、侍じ女じょたちにたしなめられて連れ戻されている。あまりこっちには近づいてほしくないようだ。

（わかる気もする）

　猫猫の部屋には、実験に使う小動物が運び込まれている。掃除はまめにしているが、それでも衛生面でよいとはいえない。

（なんか、くさいんだよな）

　鼠ねずみの臭においもあるだろうが、それとは別に腐敗臭がするときがある。家畜の糞ふんのような臭いや、卵が腐ったような臭いだ。

　神美の部屋に行く途中、階段のところからよく漂ってくるので、階下でなにかやっているのかもしれない。温泉郷でばらばらになった飛フェイ発ファを見つけたのを思い出す。もしかすると、こちらでもその研究が行われているのかもしれない。

（爆発とか起きなきゃいいけど）

　しかし、今はそんな心配をしている暇はない。

　前任の薬くす師しが残した資料を見ると、不老の薬を作る際に蘇よみがえりの薬の実験を多くしていたことがわかる。両者は遠いとは言えないが近いとも言いがたい。だが翠苓はこれを元に蘇ったのだから、実験が無駄とは言いがたい。

　肝心の不老については、美容液や身体の内部の浄化といった基本的なことしか載っていない。もちろん、その通りだ。

（万能の薬なんてない）

　同じように、人は衰えを遅らせることができるが、それを止める術すべはない。確実な方法は、毎日規則正しい生活をし、栄養のある食事をし、適度に運動する。それが一番だ。しかし、神美が求めるのは、一杯飲み干すだけで十歳若返るような、そんな即効性のある薬だろう。

（あるわけない）

　猫猫とてそうわかっているが、猫猫自身の薬師としての矜きょう持じもあるわけで、それでなにもしないというわけにはいかないのである。

「おまえらも大変だなあ」

　猫猫は鼠ねずみに向かって言った。いや、薬の実験体として用意された鼠だが、餌えさを貰もらっているのでそこらの鼠よりまるまると太っている。一匹ずつ分けておかないと、すぐ増えてしまうので、繁殖用に雄雌を一対だけ一緒にして、あとは別にしておく。

（気が遠くなるなあ）

　不老ということは鼠一匹の寿命が終わるまで見守らなくてはいけない。残された資料を見る限り、鼠は普通に育てていて大体三年、個体差があるものの最長で四年生きたものがあったらしい。

（そんなに長くいるつもりはない）

　けれど、いそいそと丸い鼠に与える餌を作り始める猫猫。

　そんな中、外で声がする。見張りの交代時間らしい。かつかつと足音が響く。

（そろそろ食事の時間かな）

　大体、朝あさ餉げと夕ゆう餉げは見張りが交代したあとにやってくる。

　猫猫は持っていたすり鉢を置いて、大きく伸びをして腕を回す。すると、こつんとなにか音がした。

（はて？）

　すると、入口の扉になにか落ちているのがわかった。近づいて拾うと紙切れのようだ。扉の隙すき間まから押し込まれて落ちたものらしい。

　拾って広げてみる。

『逃げろ。見張りはおびき寄せる』

　拙つたない字で書いてあった。子どもの字のようで、その中に針金が丸めてあった。

（響迂か？）

　猫猫が人質だとわかっているのか、それともこの砦とりでにいること自体危ないのか、どちらの思惑なのかわからない。ただ、餓が鬼きなりに猫猫のことを考えてのことだろう。

　残念だが、こんな細い針金ではこの扉を開けることはできまい。なにより、そんな道具ならもっとこの部屋にたくさんある。

　そして、その作戦もまた、子どもの浅知恵に過ぎなかった。

「はなせ！　はなせ！」

　扉の向こうから、響迂の声が聞こえる。

　見張りをどうにかしようとした結果、失敗したことが目に見えてわかった。




「どういうつもりだろうか」

　響迂は床に正座させられていた。暴れたためか、服装が少し乱れている。

　見張りたちに呼ばれて来たのは、翠苓だった。猫猫を逃がそうとしたと報告があり、慌あわてて来たのだ。そして、猫猫もまた部屋から出された。

「なんのことかな？」

　素知らぬふりをする響迂。

　それに対し、翠苓は冷めた目で見ている。ちらりと猫猫のほうに視線を向けた。

「おまえが仕向けたことか？」

「なんのことでしょうか？」

　猫猫はそっと持っていた紙切れを握りつぶす。

「そうだよ、俺はいつも通り遊んでただけだよ。ちょっとそこの見張りたちがさぼってないか見ていただけじゃないか」

　響迂のその様子に反省はない。これは猫猫もしらを切り通したほうがよさそうだ。なんとなく翠苓もそれを求めているように見える。

　ただ、引き下がらないのは見張りだった。猫猫が来てからいつも部屋の外を見張っている男だ。

「それじゃあ俺の勘違いだって言うのかよ」

　その言葉を無視し、翠苓は響迂をじっと見る。

「本当になにもないのなら、今後、そんな真似はするな」

「わかったよ」

　見張りは納得がいかない顔をしていたが、それで丸く収まるのなら多少強引にでも丸め込むものである。

（これにて終わり）

　には、ならなかった。

「あら、なにかしら？」

　ぞくりと全身に鳥肌が立った。

　かつかつと音がする。木靴でも履いているのだろうか、その音が回かい廊ろうに響く。

　それが近づくにつれ、翠苓の顔色が悪くなる。翠苓だけじゃない、見張りも響迂も青ざめている。

　さっさと翠苓が事を片付けようとした理由がわかった。

　やってきたのは、神シェン美メイだった。その髪はしっとりとして軽く結わえられている。化粧はしているが、いつもより薄めで頬が紅潮しているようだった。湯ゆ浴あみを終えたあとなのだろうか。後ろには楼蘭と二人の侍じ女じょがいた。

　響迂の目が一瞬、きらきらした。その口がなにか動いたように見えたが、声を発することはなかった。後ろの侍女のどちらかが、響迂の母なのだろうか。

「いえ、大したことではありません」

「どんなことなのかしら？　薬くす師しが部屋の外にいることも気になるのだけど」

　神美に下手な言い訳など通じないらしい。諦めた翠苓がぽつりと話し出す。

「響迂がこちらの部屋の前で遊んでいたようです。見張りの邪魔をしたらしく、それで念のため中の薬師にも事情を聴いていただけです」

「あら？　悪いことをしたの？」

　神美の視線が響迂へと移る。響迂の目が泳ぐ。

「駄目よお、悪いことをしちゃいけないわ、躾しつけをしないといけなくなるもの」

　そう言って響迂の前に立つ。その指先には、尖とがった翡ひ翠すいの護指ネイルキャップがついていて、響迂の柔らかい頬をつつくように触れる。

「お尻をすこうしぶったほうがいいかしらねえ」

「神美さま、それは……」

　翠苓が口を出したが、途中で止まる。

「あら？　なに？」

「響迂はまだ幼い子どもです。それに大したことはしておりません……」

　翠苓は、語尾を小さくしながら言った。

　響迂の視線は楼蘭、翠苓そして、神美の後ろの侍女を見ていた。侍女はどこか目が虚うつろだった。

　神美は首を傾かしげる。

「ということは、そんな些さ細さいなことで大騒ぎした者がいるというのね」

　視線が見張りのほうに向く。

「そんなわけありません」

「あらそうなの。でも、あなたが悪いみたいだし。とりあえず、躾をしないと」

　団扇うちわで隠された口がいびつに歪ゆがんでいると猫猫は思った。この女は他人をいたぶることで快感を得る性癖でもあるのだろう。

「とりあえず、水みず牢ろうの中で反省でもしてもらおうかしら？」

「そんな！」

（おいおい）

　水牢というのがどういうものかよくわからないが、この寒さの中、水をはった場所に放置するものだろうか。

（理不尽だ）

　理由なんてどうでもいいのだろう。ただ、相手を苦しめるだけでそれが楽しいのだろう。

　付き合いたくない。同時にこんな人間に対して苛いら々いらした。

　だからだろう、気が付けば口にしていた。

「くそばばあ」

　漏れるような小さな声だった。でも、その場にいた神美にはしっかり聞こえていたようだ。この中で一番年とし嵩かさのいった女は、神美にほかならない。

　気が付けば猫猫の身体は横に吹っ飛んでいた。耳とこめかみが痛い。痛みをこらえて目を開けると、顔を真っ赤にした神美が団扇うちわを振り上げていた。

（うん、莫ば迦かだな）

　猫猫は、さらに莫迦なことを言う。

「私がその子どもに頼みました」

　憤ふん怒ぬと言っていい。神美は、まるで修羅のような顔だった。その視線だけで、気が小さい者は失禁してしまうだろう。だが、猫猫はその手の鬼婆には慣れている。

　問題は、その相手が手加減を知らぬことである。今度は猫猫の肩に団扇が振り下ろされる。

「今度の薬くす師しはろくでもないようね」

　肩を押さえる猫猫に対し、言い放つ神美。一呼吸いれたものの、まだ怒りは収まらない。

「なら仕方ないから、少し反省を促しましょう。こいつを水牢へ」

（うん、これは困った）

　しかし、自業自得だろう。身から出た錆さびだ。見張りや響迂の心配などせず、おとなしくしていればよかった。

　だが、猫猫みたいな莫迦はもう一人いた。

「神美さま、それではまた薬師がいなくなります」

「あら？」

　翠苓の言葉に、神美は顔を歪ゆがめてみせた。翠苓はどうにかなにかを言おうと一歩前に出た。だがその瞬間、団扇が彼女の肩を叩いた。

「勝手に動いては駄目よ」

「……申し訳ございません。ですが」

　もう一度、団扇が振り下ろされる。今度は額に落ち、皮膚を削って赤い血が流れた。神美は、翠苓の髪を鷲わし掴づかみにすると、顔を近づけた。そして、なにをするかと思いきや、流れる血をぺろりと舐なめとった。

（……）

「いくら高貴な血が流れていようと、一度汚れた血が混じったらおしまいよね」

　神美は血が混じった唾つばを懐紙で包むと、それを翠苓の頭に投げつけた。

「もう使えないわね、これ」

　そう言うと、持っていた団扇うちわを捨てた。すかさず侍じ女じょが新しい団扇を差し出す。いつも持ち歩いているのだろうか。それだけ頻繁に、折せっ檻かんをしているのだろうか。

　翠苓は額の血を手ぬぐいで拭くと、そのまま立つ。立ったまま動かず、ただ目線だけを猫猫に向けていた。

（責任感がある人かもしれない）

　彼女なりに猫猫には責任を持つつもりなのだろう。こうして砦とりでに来たのは好奇心に負けた猫猫にも原因があるが、それでもかばおうという意思は届いた。

　だが、これは相手が悪すぎる。

　対して、楼蘭は表情を崩さぬまま、母の後ろに付き従っている。

「お母さま」

　楼蘭が新しい団扇を弄もてあそぶ神美に言った。

「どうしたの？」

「せっかくですので、私、あれを使いたいです。ここ最近、使われてないでしょう」

（あれ？）

　ものすごく意味深な言い方だ。

「ああ、蟇たい盆ぼんのことね？」

　その言葉に翠苓が震えあがる。

（たいぼん？）

　なんか聞いたことがある。なんだっただろうか。

「やはり規模が小さいのよね。それでも、一人なら十分使えるものだわ。一度、試したら効果てきめんだったもの」

　そう言って神美がちらりと翠苓を見た。

　翠苓の顔がさらに青ざめる。手の甲が白くなるまでぎゅっと拳こぶしを結んでいる。

「なら、今日はそれでいきましょうか？」

　そう神美は微笑ほほえむと、護衛二人に目配せをした。護衛は猫猫を片腕ずつ持ち、そのまま引きずるように連れていく。




　連れてこられた先は、砦の地下だった。かつかつと石作りの階段を下りると湿った空気が漂う。扉は木製で、中を見ると幅が二間（三メートル半）ほどの円形になっている。床が二尺（六十センチ）ほど下になっており、そこにそれ以外のなにかはない。猫猫をその中へ押し込み、護衛は明かりを壁に取り付ける。

　天井は高く、窓ははるか上に一つだけあった。

「悪く思うなよ。神美さまの命令だ」

　そこにはいくらかの同情が含まれていた。

　そして、大きな箱を一つ持ってくる。護衛はそれを見て、いかにも嫌な表情で牢ろうの中に入れる。蓋ふたをずらすと、すぐさま扉を閉めた。

　その中になにかが蠢うごめいていた。箱の中を這はいずり回り、外へ出ようとする。

（ああ、そうか）

　蟇たい盆ぼんという名前は聞いたことがあった。古代の狂王が作った処刑方法だった。

　大きな穴をあけ、そこに罪人を入れる。その中には、今、箱の中で蠢いているものがあるのだ。

　猫猫は震えた。全身に鳥肌が立ってたまらなかった。なぜ、翠苓があれほど蛇へびに恐怖していたか理由がわかった。

　蠢くものが箱の中から鎌首を上げる。ちろりと赤い舌が伸びている。つぶらな目が見え、にょろにょろとした細長い紐ひものような身体が見える。かさかさと小さな虫が這い出て、げこりと鳴く蛙かえるがいる。

「……ふふ」

　思わず声が出た。

　目が潤み、猫猫は満面の笑みを浮かべていた。久方ぶりに見ると、なんと愛らしいものたちだろうか。

　猫猫は笑いながら、頭の簪かんざしと懐に詰めていた笄こうがいを手にした。

　箱の中からは、無数の蛇と毒虫が這い出ていた。










十八話　飛フェイ発ファ







（これは役に立った）

　笄こうがいの先には魚の切り身のようなものが突き刺さっている。以前、子シ翠スイにつけてもらった頭飾りは二つに分割できるようになっていて、その一方は錐きりのようにとがっており、ちょうどいい串となった。

　猫猫はじゅわじゅわと脂が落ちるのを見てごくんと喉のどを鳴らした。

（塩があればよかったのに。贅ぜい沢たくを言えば醤ひしおかな）

　まんべんなく焼きあがったところで、はふはふとその身を頬張る。骨っぽいが贅沢は言えない。

　味わいは鶏肉に似ている。だけど、魚油を使った火なので、風味は魚だ。冬眠前のそれは、存分に栄養をたくわえており、てらりと唇に脂がつく。

　もぐもぐと咀そ嚼しゃくしていると、外がなんだか騒がしい気がした。でも、猫猫としては火が消える前に焼いてしまいたかったので、また新しくさばいては、串に刺して焼く。

「ああ、塩が欲しい」

　思わずつぶやいたときだった。

　唖あ然ぜんとした様子の男が目の前にいた。

「……なにやってんだ？」

「食事です。塩とかありませんか」

　間抜けにもほどがある返事だったろう。

「あるわけねえだろ！」

　男は猫猫の周りを見て、「うっ！」と口に手を当てる。吐き気をなんとか抑えているようだ。誰だったろう、こいつと思っていたら、よく見るとさっき悶もん着ちゃくしていた見張りだったことに気が付く。

　なんでそんな男がここにいるのだろうか。

「なに食ってる」

「蛇へびです」
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「……魚ということにしておいてくれ」

　なかなか切り返しの面白い見張りだなと猫猫は思った。そして、とりあえず焼けた分だけを全部口に入れて飲み込んだ。

「ここは拷ごう問もん部屋って聞いたんだが」

「人によっては地獄でしょうね」

　猫猫にとっては宝の山だが、他人から見たら足を踏み入れたくない場所だろう。

　狭い牢ろうの中には、百を超える蛇へびと毒虫がいた。その一部は切り刻まれ、首を落としている。残りは寒い牢の中、鈍い動きで蠢うごめいている。

（ふざけてるな）

　冬に蛇を使うからこうなる。もう冬眠していてもおかしくないので動きは鈍い。これなら、蛇を捕まえるのに慣れた猫猫はすぐさま首を落とせる。毒虫だって動きは鈍くなる。大体、蛇と一緒に入れておいたら食べられてしまうだろう。莫ば迦かな蛙かえるは毒虫を欲張って飲み込んで、その毒でひっくり返っていた。

　笄こうがいを錐きりに、壬氏から貰もらった簪かんざしを小刀代わりに、まず危険な毒蛇を殺した。この季節に蛇を捕まえるのは難儀したのだろう、箱の中の蛇のほとんどは毒性のない無害な蛇だった。虫や蛙も毒があるものは半分だった。

　毒を試したいという欲望も少なからずあったが、今はそんな場合じゃない。毒蛇を殺したのち、今度はよく知らない蛇を殺した。無害な蛇だけ放置した。

　蛇だって好きで人を襲うことはないし、なにより動きが鈍っている。

　それでも狭い牢内で身体にまとわりつかれるのが嫌なので、猫猫は蛇が入っていた箱の上に乗り、その周りに灰を撒まいた。いつも懐に薬を入れるのが猫猫の癖だ。本当なら煙草たばこがいいが、その代わりに臭においのきつい薬草を焼いてはこの周りに撒いた。火は明かりを拝借した。

　信じられないという目で、見張りが見ている。

「俺、来た意味あったのかよ……」

「ところで、なんの御用ですか？」

　猫猫の質問に見張りはむすっとする。

「翠苓さん……あとあの餓が鬼きに頼まれたんだよ。あんたがここに閉じ込められる代わりに、俺たちはお咎とがめがなかった。餓鬼がどうしてもおまえさんを助けろって言って、これやるからってさ」

　見張りが持っていたのは翡ひ翠すいの玉飾りだった。見返りとしては十分だろう。

「それにしても」

　自分がこんな場所にいたら発狂していたと、見張りは青白い顔をしている。

「もうこんな場所、やってられねえ。翠苓さんに言われて、さっさと逃げ出すついでだったよ。なんか危なげなこと始めるみたいだしな」

　そう言う見張りの男の懐は妙に膨ふくらんでいる。この際、火事場泥棒をしてしまおうというのだろう。

　牢ろうの外を見てみると、男が昏こん倒とうしていた。この男がやったらしい。

「あんたも早く逃げたほうがいい。狼煙のろしが上がっていた」

「狼煙？」

「ああ、都から討伐軍が来る合図だ。だから、外じゃあ大騒ぎしてる」

　だから、楽々入り込めたと見張りは言う。

「とても、助かりました」

　猫猫は素直に礼を言った。ここに閉じ込められたままだと大変だった。

「そうか、俺はこれでな。あと、お節介ついでに言っとくけどな、ここの反対側にある地下の階段には気をつけろよ。あそこはいろいろあぶねえことやってて、人もよく通るから。逃げるなら避けて通って、厩うまやで馬でも盗みな」

「あぶないこと？」

「火薬を製造してるらしい。ひでえ臭においがするからすぐわかる」

　猫猫の目がきらんと光る。

「ありがとうございます。いってきます」

「おい！　話聞いてるのか！」

　騒ぐ男を後しり目めに猫猫は地下へ向かった。




　猫猫は地下へと続く階段を一歩一歩下りていく。冷たい石壁づたいに、奥から作業音が響くのがわかる。

　猫猫はそっと奥をのぞき込む。

　薄汚れた数十名の男たちが、もろ肌を脱いで作業をしていた。独特の臭においが鼻をつく。硫黄ゆわの燃えた臭いより、家畜の糞ふんが発酵した臭いがした。

　時折漂ってきた悪臭の正体はこれだろう。

　なにか山積みの黒い塊かたまりが見える。

（家畜の糞？）

　いや、それにしては小さい。鼠ねずみくらいの小動物の糞のようだ。獣の糞には硝しょう石せきの材料になるものが含まれていると聞く。

　これを材料として利用しているのだろう。

　地下は想像以上に暖かかった。できた火薬を乾かすために室温を上げているのだろう。それゆえに、恐ろしい。

　一応、火鉢を遠ざけ、火の粉がかからないように帳カーテンをぐるっと巻いていたが、それでも燃え移ったらどうなるだろうか。

　その危険性を知ってこの環境にいるのだろうか。

　大体、こんな空気の悪いところにずっといれば、そのうち悪い空気の吸いすぎで中毒症状が起きるだろう。

　環境は劣悪といえた。

　出来上がった火薬は別の出口から運び出されていく。

　見ていると、後ろから足音が聞こえた。猫猫は近くの棚の後ろに隠れる。心臓がばくばくと大きな音を立てる。

　その音で、周りが猫猫に気付かないか不安になりながら、やってきた人間を見た。

「……」

　猫猫は呆ぼう然ぜんとなって、通り過ぎる者を見る。

　神妙な面持ちで歩いているのは、子翠だった。いや、母親と同じく豪ごう奢しゃな衣装を着た彼女は、楼蘭と言ったほうが正しいのかもしれない。薄暗い地下の排はい泄せつ物ぶつの臭いにまみれたこの空間には不似合いな存在だった。

「ろうら……」

　猫猫が声をかけようとした。

　しかし、彼女にその声は聞こえず、その目になにか強いものを宿しながら地下の中央へと歩みを進める。

　周りで作業していた男たちが、楼蘭に気付いてざわつき始めた。男たちの一人が、おずおずと前に出る。この場を取り仕切っている男らしい。

「おじょうさ……」

「今すぐここを離れなさい」

　凛りんとした声が地下の中に響き渡る。

　なにがなにやらわからないと、男たちが互いに顔を見合わせる。

「もうすぐこの砦とりでは落ちるでしょう。その前に、あなたたちは早くここから逃げ出しなさい」

　そう言って、楼蘭は懐から大きな袋を取り出すと投げ捨てた。中から、銀がこぼれ出す。男たちはそれに目がくらみ、我先にと拾い始める。

　あらかた拾い終わったのを確認して、楼蘭は持っていた灯を上に掲げると、そのまま思い切り振り投げた。

（本気ですか？）

　灯は放物線を描き、乾燥させていた火薬へと落ちていった。

「頑張って逃げてね」

　楼蘭は以前のあどけない笑みを浮かべて言った。

　猫猫はすかさず耳を押さえ、その場でうずくまった。手のひらを越えて鼓膜に響き渡る轟ごう音おん。慌あわてて逃げ出す男たちに猫猫は何度か蹴けられ、踏みつけられてしまった。

　爆発はどんどん広がり、木炭、獣の糞ふんへと燃え移る。

（早く逃げなくちゃ）

　すると、横で派手にこけた者がいた。

　綺麗な布地が何度も踏みつけられて汚れていく。猫猫はその転んだ主の手を引っ張った。

「あれ？　なんで猫猫ここにいるの？　牢ろう屋やは？」

　髪をざんばらにした楼蘭がきょとんとした顔をした。いや、そこにいたのは楼蘭ではなく子シ翠スイに見えた。そんなあどけない顔をしていた。

「こっちだって聞きたいけど」

　呆あきれた顔でそう言うと、楼蘭は猫猫の頬を撫なで、右耳に手を伸ばした。

「どこか怪我けがはない？」

「見張りが助けてくれた。蛇へびは美味しくいただいた」

　わざわざ蟇たい盆ぼんを指定したのは、楼蘭なりの計らいだとわかった。久しぶりの蛇は悪くなかった。

「えっと、意味わかんないから、それ。いや、得意だとは思っていたけど」

　虫を好んで食べる娘がなにを言うかと猫猫は思う。そんなことより、今はすぐにここから出ないといけない。

「……早く行くよ」

　猫猫は楼蘭の口に袖を当てさせ、地下をなんとか這はい出る。早く砦とりでの外に出ようと楼蘭を引っ張る。

　しかし、楼蘭は階段に足をかけ、上へと進もうとする。

「火が回ってくるよ」

「いいの。私は上に行かないといけないから」

　ぼろぼろの裳スカートを引きずりながら楼蘭は階段を上る。

　煙はどんどん上がってくる。鼻がおかしくなりそうな悪臭が目にしみる。火が回らなくても煙で中毒症状を起こし死んでしまうだろう。

「ついてくるの？」

　莫ば迦かだなと猫猫は思う。

「まあね」

　この状況だったら、猫猫が逃げ出すのは簡単だろう。先ほど逃げていった男たちは、我先にと砦とりでの出口へと向かっていった。

「お母さまに知られたら、怖いわ。あの人のことだから、残っていても、なんでこうなったのか責任追及するでしょうね。鞭むち打うちで済めばいいほうよ」

　自分の母親について語りながら、楼蘭は伏し目がちになっていった。

「楼蘭は大切に育てられているように見えたけど」

　前に楼蘭は言った。髪結いも按摩マッサージもうまくやらないと鞭でぶたれると。でも、楼蘭の立場ならそんなことはされないはずだ。

「お母さまね、私の顔もろくに覚えてないの」

　物ごころつく頃には、紅をつけられ、おしろいをはたかれた。人形のように母のために笑い、母のために憂うれえた。まるで面を被っていたようだという。

　姉の存在は十になる前に知った。母が特にきつく当たる下女が死んで、その子どもを父が引き取ったときだった。髪を振り乱し、父に詰め寄る母を見て、地獄を見ているようだと思った。

「姉さまはずっと母さまにいじめられていたの」

　きっとその母も神シェン美メイにいびられ続けて死んだのだと理解した。

　そして、姉がいびられる理由を知った。

「親子二代で私を愚ぐ弄ろうするのかって。その娘もなにをやるかわからない売ばい女ただって。おかしいよ、あれだけ綺麗に着飾っているのに、泥より汚い言葉がどんどん出るんだよ」

「……翠スイ苓レイはもしかして」

　猫猫は思い出した。翠苓の血を舐なめたときに神美が言った台詞せりふを。

「後宮で噂を聞いたことなかった？　先帝の最初の犠牲者で、産んだ子どもと引き離された女にょ官かん。それが姉さまのおばあさまなの」

　そして、一人さびしく後宮で死んでいった女官。晩年は怪談話を集めることが唯一の楽しみだったという。

「前に怪談話で皆が窒ちっ息そくしかけたことあったじゃない？　あれって、もしかして、そのおばあさまの仕し業わざかもね。母さまがさんざんひどいことをしてきたから、娘の私はすごく憎かったと思うの」

　ふふっと、笑う楼蘭。

「幽霊なんているかわからないよ」

　そんなものいるかもいないかもわからない。少なくとも猫猫の中ではいない。

　楼蘭は「猫猫らしい」と言って破顔する。

「姉さまと仲良くなりたくて、私、何度も下女の姿で姉さまのところに行ったんだ。そのときさあ、母さまは私に気付かなくて、下働きさせるんだよ」

　だがうまくやれるわけもなく、何度も団扇うちわで叩かれた。叩かれたけど、姉に会いに行った。そのたびに折せっ檻かんを受けて、でも神美は、楼蘭に気付いてくれなかった。

　そこにいたのはただの下女であり、可愛くてなんでもいうことを聞くお人形じゃなかった。

「母さまが父さまと結婚した理由はね、ただ、私を作りたかっただけなの。父さまは、隠れ里の血が入っていて、王母と同じ流れが入っているからだって」

　猫猫は狐きつねの面を思い出す。緑色の狸たぬきのような隈くま取どりをした面を楼蘭は作った。楼蘭もまた、王母と同じ色彩の世界を持っているのかもしれない。

「おまえが新しい王母になればいいって、ずっと母さまは言っていた」

　そう言って、楼蘭は三階にある部屋の前で止まる。

　今、ここで楼蘭と別れてしまったら、彼女の意図がわからないままで終わってしまう。

　それを確かめたかった。

「ねえ……」

　猫猫は、一瞬止まり、なんて言おうか迷った。彼女は楼蘭なのか、子翠なのかわからなくなっていた。ただ、猫猫の中で彼女がどんな人物なのか、それはもう固まっていた。

　なのでこの名で呼ぶことにした。

「子翠」

「なに？」

　扉の取っ手に手をかけたまま、子翠が微笑ほほえむ。

「後宮で堕だ胎たい剤ざいの材料が出回っていたの、子翠も持っていた？」

　子翠は笑ったままだ。

「自分で使うために」

　子翠の表情は変わらない。そのまま、扉を開ける。

「猫猫はほんと鋭いなあ。呼んだ甲か斐いがあるよ」

　猫猫は、以前子翠が話した怪談を思い出した。鈴の音で鳴く虫の話。前に子翠が後宮で捕まえていた虫だ。その虫のことは前の薬くす師しが残した書の中に詳しく書かれてあった。音色が美しく、籠かごに入れて飼うのだと。だが、秋になるとその虫は共食いをする。雌めすが雄を食らうのだ、子を産むために。

　怪談話はそれについて語っていたのだろう。なぜ、あの場で子翠がそんな話をしたのか今ならわかる。

（自分のことを話していたのか）

　子を孕はらめばその父親を食らう。

　籠を後宮、雌雄の虫は皇帝と妃きさきと当てはめる。不敬極まりないことだが、それがしっくりときた。

　そして、それを子翠は恐れていたのだろう。彼女が虫を捕まえた場所の近くには、鬼灯ほおずきにおしろい花といった堕だ胎たい剤ざいの材料がたくさんあった。

　部屋の中に入ると大きな寝台があり、そこに子どもたちが眠っていた。響キョウ迂ウもいて、一人寝台から落ちていた。

（寝相悪いな）

　眠っているところ悪いが起こして外に出さないといけない。猫猫は寝台に近づいた。

「……どういうことだ？」

　異変に気が付いた。子どもの口から唾だ液えきがこぼれていた。子どもの手は敷布シーツを掴つかんでなにかにすがっているようにも見えた。

　その肌は冷たかった。猫猫は子どもの手を取ると脈をとった。

「息はないわ」

　寝台の横の卓子テーブルに水差しと人数分の杯コップがあった。

　子翠は寝台に近づき、慈愛に満ちた目で子どもたちを撫なでていく。

　猫猫は目を吊り上げると右手を大きく上げた。今にも振り下ろしたいのを我慢する。

「毒を飲ませたの？」

「薬よ……」

　猫猫は震える手のひらをぎゅっと握り、拳こぶしに変える。

「これだけ派手なことをやってしまえば、一族郎党皆殺し。目に見えているでしょ」

　たとえ幼い子どもでも、その中に含まれる。親のした仕打ちがわからず、そのまま絞首台へと上げられるのだ。

「甘い果実水ジュースに混ぜて飲ませたの。暖かい部屋で、みんなで楽しく絵巻物を見たあとに。ぐずった子もいたかしら。母親と眠りたかったみたいだけど残念ね。あなたたちのお母さまは、私のお母さまと仲良しだったもの。響迂は遅れてきたけど、猫猫を助け出そうとしていたからなのね」

　口の端に歪ゆがんだ笑みを見せる子翠。

「あの子、わかっていたのかもしれないわ。唇を噛みしめて、でも果実水ジュースを残らずすべて飲み干した。本当は、ここに連れてきたくなかった」

「私をここに連れてきたのは？」

　子翠は目を細める。答えならわかっているでしょ、と言わんばかりの目だった。

「もっと違う方法で連れてきたかったんだけど、うまくいかないよね」

（そういうことか）

　猫猫は右手を下ろした。

　外でずずっと重い音がしたが、それ以上に子翠の表情から目が離せなかった。

「母さまは、昔はあんな人じゃなかったっていうけど、どうなのかしら？　私には生まれたときからあんな女だったのに。姉さまを見つけるたびにいじめて、若い侍じ女じょもいじめて、親類の女たちに酒と男だん娼しょう遊びを教えたりして。お父さまはなにも言わないの、逆らえないの。ただお母さまが許してくれるのを待っていたのよ」

　彼女の母親、神シェン美メイは狂っていた。見ればわかった。

「子が生まれたら、夫を食い物にしてしまう。まるで虫だわ。虫のほうがずっといい、子に命をつなぐためにやるのだもの」

　子翠は母になることを嫌った。堕だ胎たい剤ざいを自分で作り、飲み続けるほどに。

　その一番の理由を聞いた気がした。

　世の母親が皆、神美と同じじゃない。でも、子翠にとって母親は神美一人だった。

「猫猫のこと、少し調べさせてもらったの。生い立ちがなんか姉さまに似てるんだね」

　元医官に育てられたこと、父親が高官であること。

「私には父も母もいない。いるのは養父ひとりだけだ」

「っふふ、姉さまも似たようなこと言ってた。そだね、そうだよね。姉さまはいつも私の姉さまじゃないって言ってたの」

　子翠はなにを言いたいのだろうか。

「そうね、きっとあの人は私の姉さまじゃないわ。お父さまは狸たぬきだから、帝みかどの血筋を手元に置くことで、後々なにかやらかそうとでも思ったんじゃないかしら」

　姉ではない、すなわち、子シの一族とは関係ないと声にしていた。

（嘘をつけ）

　子翠と翠苓はよく似ている。特に今の無表情の顔は本当によく似ている。

　子翠は姉を慕っている。

　なのに、姉であることを否定する。

「この子たちが虫であれば、冬を越せたのにね」

　と、もう一度子どもたちを撫なでる。

（虫であれば）

　猫猫はわかった。

　彼女がなんのために猫猫を連れてきたのか。

　猫猫はなにも言わず子翠を見る。

　子翠の目にうっすら涙が溜たまっていた。

　猫猫が手を伸ばそうとすると、子翠はかぶりを振った。

（逃げてしまえばいい）

　猫猫は思う。

　でも、そのあとどうすればいいのか猫猫にはわからない。

　自分に政治のことはわからない。そんなもの興味ない。薬のことをたくさん勉強して、研究して、いろんな薬を作りたいだけだ。

　それだけでいい。

　それだけでよかったはずだ。

　他人のことなんてどうでもいい。自分が一番大切だ。ここに連れてこられてどんな目にあったと思っている。

　でも、猫猫は手を伸ばす。

　それを、子翠は否定する。

「私には私の役目があるの。それは止めないで」

「……なにか意味がある？」

　彼女が向かう先になにがあるのかわからない。でも、結末は容易に想像できる。

「意地だよ、私の」

「そんなもの、捨ててしまえばいい」

　その答えに、子翠は悪戯いたずらっぽく笑みを浮かべる。

「ねえ、猫猫。あなたは目の前に未知の毒があって、飲む機会が一度しかないと言われたら、どうする？」

「飲み干す」

　即答した。それ以外にどんな道があるというのだ。

「でしょ」

　子翠はそう言うと、笑顔で立ち上がった。

　まるで、買い物にでも行ってくるような軽い足取りで部屋を出ようとする。

（行ってしまう）

　ここでどうすればいいのかわからない。だが、なにをすればいいのかわからない。

　精いっぱい言葉を探すがうまくいかず、ただ手を伸ばして子翠の手を握っていた。

「……せめて、願掛けくらいさせて」

「願掛け？　猫猫らしくないなあ」

「たまにはいいでしょ、たまには」

　猫猫はそっと自分の頭から簪かんざしを引き抜いた。それをそっと子翠の襟にさす。

「髪じゃないんだ」

「それ以上つけたら、華美すぎるよ」

　子翠の頭には大量の簪がささっている。魔を払うといわれる簪だが、これだけ多いと逆に呼び込みそうだ。

「いつか返して。それ貰もらい物だから」

「無理言わないで。売り払っちゃうわよ」

「なら、それでもいい」

　この簪は地味な割に珍しい作りをしている。この簪をくれた奴は粘着質だから、元の主に似て恨うらみがましくめぐりめぐって戻ってくるかもしれない。

「煤すすがついてるよ」

　猫猫は寝台の傍かたわらにあった鏡を見せる。

「本当だ、狸たぬきみたいだ」

　子翠は笑う。笑って、猫猫を見た。

「あとは、頼んだから」

　猫猫に背を向ける。

　ぱたんと扉を閉めた。

　足音がどんどん小さくなっていく。

　猫猫はいつのまにか上を向いていた。ただ上を向いていた。

　それからしばらくして、次第に大きくなる轟ごう音おんとともに建物が揺れた。










十九話　行軍







　時は少し前にさかのぼる。

　壬ジン氏シは馬車に揺られながら、苦手な相手と向かい合っていた。

　馬車というが、馬を十頭つなげたそれは、車というより移動式住居に近い。床に獣の毛皮が敷き詰められ、中央に円卓テーブルが置かれている。

　いつもにやにや笑いのはずの御仁、羅ラ漢カンは、今は苛いら立だたしげな顔で地図を睨にらんでいた。その後ろでは、彼の養子が羅漢と壬氏の顔色を窺うかがいながら懐の請求書を出し入れしていた。

　羅ラ半ハンという男は、今まで会った中で緑ろく青しょう館かんのやり手婆ばばあに次ぐ守しゅ銭せん奴どだが、今回は立ち会ってくれて助かったと壬氏は心底思った。

　いつ殴られても仕方ない状況だった。一応、宦かん官がんの羅ルォ門メンの計らいで羅漢の癇かん癪しゃくはだいぶ落ち着いたものの、まだ収まったとはいえない。

　後ろに控えている高ガオ順シュンも腰にはいた刀をいつでも引き抜けるよう準備している。

　壬氏に手を上げるということは、そういうことであるが、今の羅漢はそんなもの関係なく壬氏に馬乗りになって殴りたいと思っているだろう。

　それだけ焦っているのだ。

　ただ、それをおさめる役として羅半は役に立ってくれる。

「義父ちち上、たとえばの話ですが、皇族に手を上げた場合、その非は当人のみで終わるのでしょうか？」

　そんな遠回しな言葉で羅漢を止めた。

　壬氏に手を上げることは、家の断絶を意味する。羅漢の娘である猫猫とてその対象にあたる。羅漢は壬氏が何者か知っている。彼の目にかかれば、人などそうそう欺あざむけるものではない。だから、軍を出せと申し出たのだ。

　羅半も、もしかしたらと思ったがやはり気付いていたらしい。

　どうしてかと、羅半にたずねてみたら、羅の一族らしい答えが返ってきた。

「背丈と体重、胸寸、胴寸等がすべて同じ数字ですから。そんな人間、そうそういません」

　羅半もまた、およそ他人には理解できないものの見え方をしているのだとわかった。

「大変、麗うるわしく、女性でないのが残念です」

　そう付け加えられて、壬氏は鳥肌が立った。見た目や雰囲気は従兄弟いとこともあって猫猫に似ているが、残念ながら壬氏にそんな趣味はない。

　だが、有能なことは承知しており、こうして文官でありながら特別に補佐としてやってきてもらった。

　今日の壬氏は、壬氏という名前の宦かん官がんではなかった。束ねた髪には銀の簪かんざしをさしている。いつもの黒い官服ではなく、厚手の綿入れに紫紺の甲かっ冑ちゅうを身に着けている。

「雌し雄ゆうのどちらかもはっきりしない生き物に、国の雌雄を決することはできようか」

　それが、羅漢の言だった。

　そして、いつまでも宦官の皮を被っていくには、潮時でもあった。

　壬氏たちは行軍していた。そして、同時進行で作戦の練り直しをしていた。

「本当に大丈夫だろうか」

「問題ありません」

　それに答えるのは羅半だった。

　広げられた地図は、山地を背にした砦とりでの周辺図だ。

　長らく使われていなかった砦で、その地図はずいぶん古いものだが、そこに駐ちゅう屯とんしたことのある古参の武官たちを集め、改めて編集した。

　背後に山があり、平野を前に位置している。

　その上、羅半の予想だと銃火器の類たぐいが作られている可能性があるという。

　あの地方は木材が多い。森林資源として喉のどから手が出るほど欲しい土地柄だが、代々子シの一族が守っていた。

　近場には温泉が湧わき出ている。そこで硫黄ゆわをとることも可能だという。

「硝しょう石せきはどうなる？」

　火薬を作るのに、もう一つ必要な素材だ。

「温泉があるためでしょうか。小動物が越冬しやすく、近場には巨大な洞どう窟くつがあるそうです」

　洞窟には大量の蝙蝠こうもりの糞ふんが堆積しているという。動物の排はい泄せつ物ぶつを材料に、硝石をとりだすことは可能らしい。

　壬氏は唸うなる。火器を使うとすれば、飛発じゅうの類たぐいじゃないだろう。城壁から敵をまとめて狙ねらう武器を配置する。

　砲を使われると少々厄やっ介かいだ。

　壬氏が考えつくことなら、羅漢はすでにわかっている。

　今、広げている地図も、彼には碁盤にしか見えていないだろう。

　羅漢の指は砦の後方の崖をさしていた。

「砲を使わせず制圧するのは、理論上可能です」

　羅半がはっきり言う。

「だそうだ、算盤そろばん頭がそう言ってる」

　羅漢が養子の頭をぽんぽん叩く。

　砲に使う火薬は、とても湿しっ気けやすい。常時、砲のそばに置いておくだけの火薬があるとしても、普段は湿気ないように武器庫に保管しているだろう。

　砦とりでは高地にあり、雪がよく降る地形である。斥せっ候こうの話によると、今こ宵よいもしんしんと雪が降り積もっているらしい。

　普通に進軍すれば的になりに行くようなものだ。

　なので羅漢は、砲を使えないようにまず火薬の保管庫を落とすのがいいと言い出した。そして、そのやり方が突飛だった。突飛だが実現可能だというのが、この男の恐ろしいところだ。

「これなら大変経済的なやり方かと思います」

　羅半が推し進めるのは『経済的』という言葉につられてではなかろうか。短期間にこの小男の性格は十分すぎるくらいわかった気がする。

「さっさと制圧して、猫猫を助け出さねば。爸パ爸パが助けてやるからな！」

『爸爸』という言葉に苦笑いを浮かべそうになったが、そういうわけにはいかない。

　壬氏はぐっと唇を噛みながら、小柄な娘を思い出した。

　質として取られたのか、それとも別の理由か。もしくは、自分の意思でついていったのかわからない。

　ただ、敵中にいるのであれば、すぐさま助け出してやりたい。

　ぎゅっと壬氏が拳こぶしを握る。

「それでいこう」

「お待ちください」

　壬氏の決断に口をはさむのは高順だった。

「問題があります」

　高順は、眉み間けんにしわを寄せ、膝ひざをついて提言する。

「なにが問題なのだ？」

　壬氏のほかに、羅漢も羅半も首を傾かしげている。

「お忘れでしょうか、今回の行軍について」

　率いる軍勢は、砦の規模を考えれば十分すぎる人数といえる。羅漢の立てた計画がうまくいけば、こちらの被害はほぼないと考えているのだが。

「禁軍が奇襲ですか？」

　んぐっ、と壬氏は一瞬つまった。

　ゆっくりとその手で頭の簪かんざしに触れる。麒き麟りんをかたどった皇族の印に。

　宦かん官がんでいる時間が長かったせいか、時折自分の立場を忘れそうになる。今の壬氏は壬氏ではない。己の立場を考えれば、それにふさわしい堂々たる態度で制圧せねばならない。

　わかっているが、口に出たのは違う言葉だった。

「太たい尉いの意見に賛同する」

「……わかりました」

　高順は、おとなしく引き下がった。

　その目線は、後ろの男へと向けられていた。

　ぎらぎらした眼まな差ざしが壬氏の首の裏を突き刺すようだった。

「それはよかった。しゃれこうべで盃さかずきを作る趣味はないのでね」

　そう言って羅漢はふっと鼻を鳴らし、幕の外へと出る。そして、ゆっくりとはいえ進む馬車から飛び降りる。着地の瞬間、ごきっと羅漢の体が歪ゆがんだ気がしたが、大丈夫だろうか。

　羅半は算盤そろばんをはじきながら、計算に間違いがないか確かめている。

「……さま」

　壬氏の本当の名を呼んだのは、高順だった。

　その眉み間けんには、深いしわが寄っている。

「今後、あの娘との接し方を変えねばなりませぬよ」

　子どもをあやすような口調で高順は言った。

「わかっている」

　壬氏は大きく息を吐いた。大気が冷えている、息が白くなる。

　ぶるりと身体を震わせると、頭まですっぽりと被れる白い外がい套とうを羽織った。




　〇●〇




　轟ごう音おんが響いたのは夜半過ぎのことだった。

　子シ昌ショウはなにごとか、と起き上がると枕元に置いた刀をはいた。

　寝台に入ったものの、眠れなかった。狸たぬきおやじと宮廷で言われようとも、眠れぬ夜を過ごせぬくらいの繊細さは残っている。

　眠れるわけがない。

　ここ十数年、眠ろうとしても眠れなかった。

　轟音に驚いたのか、隣の部屋で響いていた嬌きょう声せいが静まった。盛りのついた女たちの声がざわめきへと変わる。

　壁一枚隔てたところで、吾わが妻つまが酒をあおっているのだろう。見世物とばかりに、一族の女たちにみだらな格好をさせ、金で買った男たちと楽しんでいる。それが、娘楼ロウ蘭ランが生まれてからの妻の日課だった。

　わざわざ子昌が気付く場所で享楽にふけるのだ。

　一緒にいる女たちは最初は戸惑っていたが、今はその遊びを楽しんでいた。すでに子を産み、妻としての役割を果たした者ばかり引き入れ、貞淑な妻が落ちるのを楽しんでいた。

　そんな女じゃなかった。

　子昌は、露台バルコニーに出ると外を眺める。

　敵襲かと思った。軍、おそらく禁軍の灯はまだ遠い。高地にあるこの砦とりでは、その数里先も見渡せる。仮眠をとるだけの余裕はあるはずだ。

　んっ、と子昌は風に妙な臭においが混じっていることに気が付いた。

　硫黄ゆわの臭いだろうか。

　地下で火薬を作らせている。それが爆発したのだろうか。

　やはり、とぎゅっと襟を握りしめる。

　どうにかしなくては、そう思っていても動けない。情けない話だ。力が入らない。

　女帝のおぼえめでたき人、帝みかどの頭が上がらない御仁、狡こう猾かつな狸爺じじい。

　宮廷でそう呼ばれている子昌と、今の子昌はまったく別人だろう。自分でさえそう思うのだから、仕方ない。

　四よ十そ路じを過ぎたあたりから急激に出てきた腹をかかえ、一歩一歩前へと進む。状況を確認するために外に出るには、妻のいる部屋を通る必要がある。それが、とてつもなく苦痛だった。

　先帝より賜たまわった女にょ性しょう、いや、二十年を経てようやく返してもらった婚約者は、後こう宮きゅうにいる間にとげを持つようになった。

　彼女がようやく子昌の元へ帰ったとき、すでに子昌には妻がいて、子がいた。それが翠スイ苓レイだった。

　妻を持つつもりはなかった。相手とてそんな気もなかっただろう。相手は後宮で生まれた子だった。不義の子として追い出された子、しかし、その実父は先帝にほかならない。

　先帝の願いだった。二十年ほど前、急激に気が弱り始めた先帝に頼まれたのだ。

『吾子を頼む』と。

　妻は、とげだけでなく毒を持つようになった。

　早く対処せねば。

　自分に言い聞かせ、ようやく部屋の扉を開けた。男だん娼しょうは驚き、女たちは多少残っていた羞しゅう恥ち心しんのためか慌あわてて上掛けを羽織る。

　妻だけは煙管キセルをふかし、長椅子カウチに横たわっていた。その鋭い目には蔑さげすみの色がありありと浮かんでいる。

「なんなの今の音？」

　妻は、紫炎を吹きながら気だるい口調で言った。

　今確かめるところだ、と言おうとしたそのときだった。

　がたんと廊下側の扉が大きく開かれた。

　そこには、煤すすだらけの格好をした楼蘭が立っていた。

「なんですか、そのはしたない格好は？」

「お母さま方には言われたくありません」

　楼蘭はきっぱりと言い捨て、上掛けを奪い合う女たちを見る。

「子どもたちを放置し、快楽に身を投じるあなた方にだけは」

　楼蘭のその言葉に、ようやく自分の子どものことを思い出した女が部屋を飛び出そうとする。しかし、楼蘭はその女の頬を引っぱたいた。横に崩れる女に、事態の重さを知って逃げる男娼たち。

　これは私の娘だろうか、子昌は首を傾かしげたくなった。楼蘭という娘は、従順な子だと思っていた。母に言われた通りの衣を身に着け振る舞う人形のような子だと思っていた。

　楼蘭は、そのままずかずかと部屋の奥へと入り、並んだ棚の引き戸を開ける。一番、大きな引き戸を開けたとき、その狭い空間に若い女が閉じ込められていることに気が付いた。

「姉さま、ごめん。ちょっと遅くなった」

　震える女は手足を縛られ、折せっ檻かんを受けていた。楼蘭によく似た顔。もう一人の娘、翠苓だった。

　楼蘭は翠苓を解放し、背中をさする。慣れた様子から、これも一度や二度でないのかと、子昌は自分の至らなさに落胆した。

　そして、楼蘭は父親である子昌を見る。

「お父さま」

　楼蘭はにっこりと笑う。

「最後くらい責任を持ってください」

　なんの責任を、と聞き返す間もなかった。

「お父さまは狐きつねの里の狸たぬきおやじです。最後まで化かしていきましょう」

　また違う轟ごう音おんが響いたかと思うと、今度は砦とりで全体が揺れた。壁につかまり、身を支えると、なにが起きたのかとまた露台バルコニーに出る。

　雪の粉が散っているのが見えた。砦の東側が真っ白になってなにも見えない。なにが起きたのか、最初わからなかった。

　そして、雪煙が少しおさまったところで気が付いた。そこにあったはずの建物が、雪に埋まっていた。確か、武器庫があったはずだ。

　しかし、雪がなだれ込み、その半分を埋めている。

　唖あ然ぜんとする子昌に、楼蘭が話しかける。

「勝てぬ相手とわかっていたはずです。責任を持ってください」

　母さまは、私が見届けますから、と。

　娘は少し焦げた髪を揺らしながら、堂々たる態度で己の母の前に立った。

　責任を持て、娘のその一言に子昌はぐっと拳こぶしを握った。










二十話　奇襲作戦







　とんでもねえことやらかすな、と李リ白ハクは思った。

　目の前では、突然の侵入者にうまく対応できない子シ昌ショウの私兵たちがうろたえていた。慌あわてて槍やりを構えたところで、万全の準備ができている李白たちの敵ではなかった。

　李白が今ここにいるのは、逆賊である子シの一族を捕らえるためだった。都の北六十里の場所だ。すでに放棄されたはずの砦とりでが手入れされ、兵がいるということはそういうことだろう。主君に仇あだなすに等しい。

　大きな砦だが、これだけで反乱を企てるというのは実に愚かしい。

　子の一族の長、子昌は宮廷でもかなり大きな顔をしていた人物だった。前の上級妃を追い出し、自分の娘をその座につけるほど皇帝にとって頭が上がらない人物なのだが。

　李白は、棍こんを振りながら首を傾かしげた。

　欲にくらんだのか、それとも気が狂ったのかわからない。

　ただ、追い詰められたとはいえ、ここで都から消えてこんな場所に立てこもろうとするなど、逆賊として扱ってくれと言っているようなものじゃないだろうか。

　宮廷でも狸たぬきおやじと言われる人物がそんな莫ば迦かなことをするものかね、と。

　しかし、李白は武官だ。物事を深読みするのは他の奴らに任せて、仕事を済ます。

　棍を敵兵の足にかけ、そのままなぎ倒す。李白の後ろでは白い外がい套とうを羽織った部下たちが倒れた兵を縛り上げていく。李白も同じ白い外套を着ていたが、邪魔なので脱ぎ捨てたばかりだ。

　白い外套は返り血を浴びると目立つ。本来、戦にふさわしくない装束だが──。

　雪の白には溶け込む色だ。紛れ込むには、ちょうどいい。そして、月の出ない夜となればなおのこと目立たない。

　李白たちは、松明たいまつも持たぬまま進軍した。部隊は、砦に向かう途中二手に分かれた。雪に慣れており、かつ腕自慢の者を集めた先行の歩兵部隊と残りの部隊だ。二つは数里離れて行動する。

　結果、どうなるかといえば、砦の見張りは夜になり後方の部隊が持つ灯あかりに気をとられ、先に近づいている部隊に気付かない。敵の到着がまだ先だと誤認する。

　そうなると、李白たちにも一つ問題がある。数里前からなにもない平原を歩くのだ。星でも出ているならともかく、方向感覚は狂うのが普通だ。

　李白は、いったん敵を捕縛し終えたところでふっと息を吐く。その際、襟からなにかが落ちた。

「よく考えつくもんだ」

　李白は雪の上に落ちた魚の形を模した木の彫り物を拾う。

　これによって、李白たちは砦とりでの位置を把握したのだ。

　彫り物の中には、磁じ石せきが入っている。これを水みず桶おけに浮かべることで方角がわかる。船乗りが使う道具だ。

　表面には、不思議と光る粉がこすり付けられており、暗闇でもどちらの方角か見ることができた。夜に光る茸きのこが原料らしい。

　そして、その奇襲もまた、もう一つおまけがついている。

　李白は呆あきれた顔で、崖の上からなだれ込んだ雪を見て思った。

「どういう頭してんだよ、この作戦考えた奴は」

　この砦が放棄された理由の一つに以下のことがあげられる。

　温泉地が近い場所には地震が多いと聞く。数十年前に大きな地震があり、その際、周辺の地形が変わったらしい。

　山の斜面が崩れ、それから冬に雪崩なだれが起こるようになった。規模こそ小さく、そう頻繁に起こるものではないが、場所が悪かった。

　建物の真上に落ちてくるものだから、老朽化が進み、ちょうど軍を縮小しようという動きに乗っかったのだった。

　その雪崩を今回、人工的に引き起こしたという。今年は例年よりも寒く、雪も深いことを踏まえてだ。

　先行部隊のうち、雪山に慣れた人間数名が連れていかれた。大量の火槍を持って、どこへ行くかと思えばそういうことだろう。

　李白はざくざくと踏みつぶされて汚れた雪の上を歩く。そして、ふと砦の中に入る人物を見つける。

　白い外がい套とうに長い黒髪がよく映える。男にそんな言葉が浮かぶとは思わなんだと李白は、こんな状況で苦笑いを浮かべた。

　本来、戦場にいるはずがない男だった。端正な顔は、後こう宮きゅうという花園の庭師でありながら、花の一つと数えられる。

　しかし、実際は『花』ではなく『華』だった。

　半分結った髪に銀の簪かんざしがささっている。その意匠を見てひれ伏さないわけにいかなかった。

　茘リーという国において、三つの刀の頭上にあるもの。この国で、『華』とつく名を持つ御方は二人しかいない。そのおひとりである。

　本来、この場にいるべきではない。夜間の行軍、それも音を立てぬよう数里歩いてきた。体力がある者を集めてきた部隊だが、疲労の色は見てわかる。

　しかし、天女のようなたおやかな面の主は、それに似合わぬ柳りゅう葉よう刀とうを握っている。紫紺の鎧よろいに身を包んで、その存在を周りに示している。

　宦かん官がん壬ジン氏シ、それが男の立場だったはずだ。皇帝のおぼえめでたい若き宦官、ときに不届きな噂まで流れるほどの美形。

　指揮をとると前に出たとき、何人がぽかんと口を開けたままにしただろう。あからさまに顔色を悪くする官もいた。男にも女にももてる、かの主あるじは、ときに男にまで言い寄られていたのである。

　李白も呆あっ気けにとられた一人だった。先日より、壬氏の側近である高ガオ順シュンという男にいろいろ頼みごとをされていた。今回も、自分の部下や同僚の中から寒さに強く体力がある者を集めろと言われたが、こういうことだった。

　すでに壬氏という名前ではないが、李白は『華』の名を呼べない。文書として表記されても名を直接呼べるのはごく一部の者だけだ。

　壬氏は、砦とりでの中に入る。李白はそれに遅れをとらぬようついていく。高順は傍かたわらにいないが、代わりに若い武官がしっかり後ろにくっついている。

　李白もそのあとについていった。




　砦の中は異臭がたちこめていた。腐った卵のような臭においが鼻につく。何事かと思っていたら、地下へと雪の塊かたまりを運ぶ男たちがいた。

　もしかして、地下で火事かなにかが起きたのだろうか。李白は、慌あわてて雪を運ぶ男を捕まえて問いただすと、その通りだった。爆発が起きたという。

「は、早く片付けないと、お、奥さまが……」

　震えながら男は李白から目をそらした。

　李白は、男を解放する。

　顔色が悪いのは煙に酔ったのか、それとも奥さまとやらが怖いのだろうか。

　しかし、砦の兵が思った以上に少ないのはそんな誤算があったのかもしれない。

　李白は袖で口元を押さえながら、先頭に立つ壬氏の後ろで膝ひざをついた。

「進言か？」

　向こうから言ってくれるとありがたい、と李白は思う。

「許す」

「では、お言葉に甘えて」

　こういうときにはいつもまともな語学を習っていればよかったと後悔する。

「この煙では、長居は無用だと思います。中の人間もすぐさま出てきましょう」

「わかっている」

　当たり前のことを言ったか、と李白は反省した。

「しかし、中に逃げられない者がいるかもしれない」

「それでは、皆に探させますので、外へ」

「そういうわけにはいかない」

　壬氏の言葉に、李白は顔を歪ゆがめそうになった。顔を伏せていてよかったと思う。

　李白としては、壬氏に怪我けがをされてはたまらない。早く外へ出ていって、安全な場所で見学でもしていてもらいたい。

　しかし、体面上禁軍である以上、壬氏が前面に出る必要もある。奇襲めいた行動をしただけに、そこのところは譲れないのかもしれない。

　こうして堂々と表に顔を出すということは、宦かん官がん壬氏を捨てることを示す。

　そうなると宮廷内の調和は一気に崩れる。すでに一角であった子シの一族はこの有様だ。捕らえた敵兵の中に、そいつらは混ざっているだろう。捕らえたはいいが、その罪は確定している。帝みかどに仇あだなす者は、一族郎党皆殺しが基本だ。それに今きん上じょうの温情がどれだけかかるかによるが、期待は薄かろう。

「漢太尉の娘がここに捕らわれている」

「それは……」

　漢というのはありふれた名字だ。しかし、その名字でその役職を持つ人間はこの国に一人しかいない。つまり変人軍師のことだ。李白はここへ突入する前に言われた。あの男に娘がいることも驚きだし、なぜ捕まっているのかも謎だがこれだけは言える。

「それを見捨てられるか？」

　見捨てられない。

「新しい政敵が生まれますね」

　思わず口が滑った。

　壬氏の硬い表情の中に少しだけなにかがにじんでいる気がした。

「ああ、そうだな」

　なにか切り裂かれそうな、つらそうな表情をにじませながら、壬氏は前に進む。

　李白は立ち上がると、がしがしと頭をかきむしった。こうなると、自分のすることはさっさと仕事を終らせてしまうことだった。




　〇●〇




　轟ごう音おんとともにやってきたのは大きな雪の流れだった。それが雪崩なだれというものであると猫マオ猫マオは知識では知っていた。

　背後の崖がけの上から滝のように雪が流れていた。雪の流れはすぐに止まり、猫猫のいる場所まで降ってくることはなかったが、倉庫と思おぼしきものがあった場所は雪煙で見えなくなっていた。

　猫猫は露台バルコニーからその光景を眺める。

　地下の爆発でほとんどの作業者は逃げ出し、残りは消火に当たっている。その上、雪崩なだれとくれば、他の人員を割かねばならない。外壁から兵たちが飛び出し、その状況に唖あ然ぜんとしているのが見えた。

　そして、その状況を逃さない者たちがいた。

　手薄になった外壁から白いなにかが入ってきた。

　保護色になって遠目ではよく見えない。だが、慌あわてた兵たちが対たい峙じし、赤いものを散らすのが見えた。

　真っ白な雪の上に、血が飛び散る。

　白いなにかは侵入者だった。白い外がい套とうを脱ぎ捨てると、兵装があらわになる。

（制圧に来たのか）

　上級妃が後こう宮きゅうから逃亡したとなると、反逆に等しい。その上、実家はこんな砦とりでに立てこもっているとなると言い訳のしようがない。

（ここにいて大丈夫だろうか）

　遠いかがり火に照らされた侵入者たちを見て、猫猫は止まった。どうしてそれがわかるのか、自分でもよくわからない。ただ、その姿は目に焼き付いてしまう。

　戦場など似つかわしくない天女のようなかたがいたような気がした。高貴な色の鎧よろいを身に着け、勇ましき武人の姿でそこにいる。
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　まさか、自分を助けに来てくれたのだろうか。

（そんなわけない、そんな暇はない）

　きっと見間違いだろう。

　それらしき影はすぐ見えなくなる。続々と侵入者たちは砦の中に入っていく。

　すぐに誰かやってくる。そのとき、猫猫がどんな扱いをされるか問題だ。

　火薬が爆発したせいか、硫黄ゆわの臭いが漂う。中毒にならぬよう着物の袖で口を押さえる。

（逃げてしまえばいいのに）

　これでは子翠のことを言えない。

　莫ば迦かだろ、莫迦と思いながらその場にとどまっている。

　足音がどんどん近づいてくる。まさかその場で仕留められたりしないだろうか、と思いつつ心臓をばくばくさせて待つ。

（話が通じる奴ならいいな）

　その瞬間だった。乱暴に扉が蹴り破られた。紫紺の鎧を着けた武人が壊れた扉の前に立っていた。

「……」

「……」

　互いに無言だった。しばしの沈黙ののち、先に口を開いたのは猫猫のほうだった。

「すみません。保護していただけますか？　壬氏さま」

「怪我けがしているのか？」

　紫紺の武人こと壬氏が言った。猫猫の服に血がついていることからだろう。

「問題ありません。返り血です」

「問題あるだろ！」

「蛇へびの血ですので」

　壬氏の顔が呆あきれて歪ゆがむ。なんだかこの表情は落ち着くと思った。見慣れたその反応に懐かしさを覚える。猫猫もふっと口元が緩んだ。

「おい、それは……」

　壬氏が近づき、なにか言おうとした。

　だが、後ろから他の足音が近づいてくることに気付き、壬氏の表情が変わる。そこにいるのはたおやかな天女のごとき宦かん官がんでも、どこか子どもじみた主人でもなかった。

「東とう宮ぐう」

　いかつい男が部屋に入ってくる。

（東宮か）

「今は東宮ではない」

　壬氏が否定する。

「皇子みこが生まれた」

　玉ギョク葉ヨウ妃は無事、お子を産んだということか。しかも男おの子こだ。

　それに。

（これがこいつの正体か）

　後宮内を宦かん官がんでもない男が歩き回るなど大罪だ。それが許されるとすれば、帝みかどより命めいを受けた者か、その血縁の者かのどちらかだ。

「壬氏さま、老けていますね」

　小声で言ったのに、ちらっと壬氏がこちらを見た。どこかむっとしている。

「李白はいるか？」

　壬氏が近くにいた武官に言った。すぐさま見慣れた駄だ犬けんのような男がやってくる。

「あとは任せた」

　そう言って、壬氏はその場をあとにした。

　李白は首を傾かしげ、腕を組み、眉み間けんにしわを寄せながら近づいてきた。

「つかぬことを伺う。宮廷で働いている猫猫という娘に似ている気がするのだが」

「本人ですから」

　李白は間抜けな質問をするが、いつもの官服ではなく鎧よろいを着込んでいた。手には棍こんを持っている。

「なんでここにいる？」

「さらわれたようです」

　李白の首の角度がさらに傾き、ほぼ真横に曲がっている。

「なあ、おまえの父ちゃんって……」

「たぶん、大体想像の通りなので、あれの名前を出すのはやめてください。あのおっさんとかでわかりますので」

　猫猫の要望にこたえて李白はそれ以上言うのはやめてくれたが、あからさまにおののく姿勢になり、それから、妙に納得した顔でぽんっと拳こぶしで手のひらを叩いた。

　なにを思って納得したのか、よくわからないがどことなく不愉快である。

　李白が猫猫をさして、「こいつだ、こいつ」と言うと、部下は怪け訝げんそうな顔をしながら懐から笛を取り出して吹いた。

「いやあ、悪い悪い、おまえがそう言うならそうなんだろうな。それにしてもきったねえ格好だな。血まみれだけど怪我けがしてるのか？」

「返り血です」

　相変わらず失礼な奴だが、心配そうにのぞき込んでくる。怪我は神シェン美メイに団扇うちわで殴られた痕あとくらいだ。どこか憎めない性格をしている武官もまた返り血を浴びているのか、近づくと鉄くさかった。

「怪我とかやめてくれよ。あのおっさん、まともに運動もできねえくせについてくるとか言って、案の定動けなくなったぜ」

　李白は、本当に『あのおっさん』と言っている。

　この奇襲作戦を考えたのもおそらくあのおっさんだろう。雪崩なだれが起きたのも、あのおっさんがなにかしたに違いないと猫猫は思った。

　李白は緊張感はないが、真面目に仕事をしている。

「なんだ？　子どもが寝てるのか？」

　どすどすと近づく李白を、猫猫は両手を広げて制止する。

「息をしていません。毒をあおったようです」

　猫猫の言葉に李白は顔を歪ゆがめる。

　むごい光景だと思っているのだろう。しかし、ここで生きながらえても、絞首台に上るしか道は残されていない。

　上級妃の暗殺未遂ですら、当人は縛り首、一族は財産を奪われて大なり小なり刑に処せられている。

　今回はその比ではない。

　女だろうが子どもだろうが関係ない、皆、処刑されることだろう。

　痛ましげな顔を見せる李白に、猫猫はあることを確認したかった。

「処刑された者たちは、うち捨てられるのでしょうか？」

「それはないだろう。専用の墓地に入れられる。ただ、火葬になる」

「せめて、母親と一緒に弔とむらうことはできないでしょうか？」

　猫猫の言葉に、李白はなんとも言いがたい顔をした。頭をがしがしとかきむしり、唸うなっている。

「俺にはよくわからん。そういうのは俺の仕事じゃない」

　しかし、李白は近づくと子どもの一人を抱えた。上掛けをはぎ取り、それを半分に切り裂くと、おくるみのように子どもを包くるんだ。

「まるで寝てるみたいだな。まとめていけるかなと思ったが、けっこう重いな」

　李白はそう言うと、次の子どもを上掛けの残りで包む。同じように敷布シーツを切り裂き、次々包んでいく。

　最後の子どもの分の布地が足りないかと思ったら、扉の前で見張りをしている部下の外がい套とうをはぎ取ってきた。

「おい、あと二人、誰か呼んでこい」

　それだけ言うと、子どもを両脇に抱える。

「李白さま？」

「一緒に弔とむらうことはできねえけど、ここに放置するのもあれだろ。こそっと墓地の近くに埋めてやるくらいならできる」

　にかっと白い歯を見せながら李白は笑う。

「罪に問われませんか？」

「わからん。だが、そんときはおまえがなんとかしてくれ」

「なんとかと言われましても」

　猫猫がむうっと両手を組んでいると、李白がなにかひらめいた顔をした。

「おっ、一ついい手があるぞ！」

　李白はそう言うと、にいっと唇を歪ゆがめる。

「なんでしょうか？」

「おまえが爸パ爸パとでも呼んだら、あのおっさんはなんでもいうこと聞いてくれるんじゃないのか？」

　その言葉に猫猫がどんな反応をしたか、言うまでもなかった。

「……すまん、今のはなしだ」

　李白はすぐさま視線をそらして謝罪した。

　そんな顔をしていたらしい。










二十一話　事の始まり







　耳が痛くなるような笛の音が聞こえた。

　壬ジン氏シは緊張の糸が少しだけ緩んだ気がした。笛は、命令が終わったら吹くようにしており、異常があれば短く数回、問題がなければ長く一回と決めていた。

　李リ白ハクが猫猫を無事、砦とりでの外に出したのだろう。

　壬氏は長い回かい廊ろうを抜ける。あらかじめ見ていた見取り図を思い出すと、この先にあるのは大広間と執務室、それから居住空間だ。

　壬氏の後ろには、馬バ閃センがいた。本来、高ガオ順シュンがいるべき位置だが、高順には高順の仕事がある。父親の仕事を代わりに引き受けたとき、馬閃はいつも右肩が上がる癖を出す。

「あまり、気を張るな」

　壬氏は馬閃だけに聞こえる声で言った。

　馬閃の後ろにはさらに二人、武官がついている。

「では、私を先に進ませてください」

　馬閃の言いたいことはわかる。配置として、壬氏の前と後ろを護衛に固めてもらいたいのだろう。

　壬氏はふっと笑い、重い扉を押そうとするが、ふと嫌な予感がした。

　皆に扉の前から避けるように言う。

　そして扉を開けると、その瞬間身体を壁に隠した。

　その刹せつ那な、耳が痛くなる音とともに弾丸が壬氏の横を通過する。

「これは!?」

　馬閃が顔を歪ゆがめる。

「想定の範囲内だ」

　火薬を生成しているのなら、飛フェイ発ファくらい用意しているはずだ。外は天候が悪く、なおかつ点火に手間取る飛発は使う場所が限られる。砦とりで内でもある程度の広さの場所でなければ使えない。

　壬氏の思惑通りだった。広間には慌あわてて玉を詰め直す男たちがいた。

「行くぞ！」

　壬氏の掛け声とともに、中にいる飛発を抱えた男たちが慌てて抜刀するがもう遅い。元々、飛発は数名交代で使用する武器だ。初手で失敗して、弾を込め直す時間はない。

　広間にいたのは五名ほどで、皆、上等の着物を着ている。その中に見覚えのある顔があった。冷たい石畳の大部屋に独特の火薬の臭においが充満している。

「子シ昌ショウはどこにいる？」

　ここにいるのは皆、子一族の者だろう。負け戦に残る部下はおらず、飛フェイ発ファを出したのも最後のあがきに見えた。

「言う気はないのか？」

「しっ、知らない！　私たちは、そんなつもりはなかった」

　男たちの一人が口にした。唾つばを飛ばしながら必死の形相で壬氏を見るが、飛び掛からんばかりの勢いだったため、すぐさま馬閃に押さえ込まれる。

「私たちは騙だまされていただけだ」

　床に顔を押さえ付けられながらも喋しゃべり続ける。

「抜け抜けと！」

　苛いら立だたしげに馬閃がさらに顔を押さえ付ける。

「おまえたちが国の金を横領し、この砦に使い込んだ証拠は残っている！　それに、こうして武器を構えた、それだけでどうなるかわかっているはずだ！」

　馬閃がそのまま男の首に抜き身の刀を添える。口の端に唾だ液えきの泡をつけた男は、顔を引きつらせていた。

「し、知らない！　これは、国のためだと言われた。私たちは、ただ国のために……」

　ずんっと床に刀が落ちた。石床と刀がぶつかり火花が散る。男はそのまま白目をむいて、なにも喋しゃべらなくなった。床に濡れたしみが広がっていく。

　他の男たちは、そんなぶざまな姿をさらしたくないのか黙っていたが、目には恐怖しか浮かんでいなかった。

　そんな目で自分を見るな、とは言えない。

　いかに憐あわれみを乞う顔をしたところで、自分には覆くつがえせない決定が下っている。

　せめて壬氏にできることは、相手の感情の矛ほこ先さきとしてその視線を受け止めるくらいだった。

「お優しいことですな、どうせ処刑台に上るなら一思いに仕留めてくれればよいものを」

　かつかつという足音とともに、声が近づいてきた。

　馬閃や臣下たちが身構える。

　ゆったりとした動きの太った男、子昌がやってきた。その手には、飛フェイ発ファを持っている。

　壬氏は、古ふる狸だぬきと言われるその男を見る。

「ずいぶんと悠長な物言いだな、子昌」

　壬氏は懐から書を取り出す。帝みかどより印をいただいたその書状には、子一族を捕らえる旨が書かれていた。

　子昌はゆったりとした動きのまま、飛発を構えた。

「耄もう碌ろくしたか？」

　臣下の一人が小声で言った。

　子昌は火種を持っていない。だから使えるわけがないと踏んだようだが。

　壬氏はとっさに馬閃ともう一人、臣下の手を引っ張った。そして、床に這はいつくばる。

　発砲音がした。弾は壁に当たって弾けると、運の悪いことに転がされていた一族の男の足に当たった。悲鳴が広間に響く。

「情けないな。おまえとて、試し打ちで獣を撃っていたではないか」

　子昌は、叫び声の主に言った。

「早く人で試したいとうずうずしていたのに、残念だな」

　なんの感情もこもっていない声だと壬氏は思った。まるで、棒読みの台詞せりふを吐くようだと感じたのは気のせいだろうか。

「ふむ、これで終わりか。もう少し時間があればな」

　と、子昌は持っていた飛フェイ発ファを投げ捨てた。そして、壬氏を見ると一瞬だけ顔を緩めた。

　なにが言いたいのだ。

　それを問い詰めることはできなかった。

　できたとしても、この男は話さなかっただろうが。

「行け！」

　床に倒れ込んだまま、馬閃が命令を下す。

　血しぶきが舞う。

　ふくよかな子昌の胴体に三本の剣が続けざまに差し込まれた。

　子昌は叫び声も上げず、ただ上を向いた。口から赤い泡があふれ出し、目が血走っていた。しかし、倒れることもなく、上を向いたまま大きく両手を広げた。

　笑い声、それとも呪じゅ詛そだろうか。

　天井になにがあるわけでもなく、それともそのさらに上を見ていたのだろうか。ただ、観劇しているような、子昌という男の舞台を見ているような気分になった。

　壬氏にはわからない。

　その答えを残さないまま、子昌は息絶えた。

　あっけないといえばあっけない、そんな最期だった。




　広間を通過した回かい廊ろうにいたのは薄着の女たちと派手な男たちだった。

　女たちは、誰が奥にいるのかぺらぺらと喋しゃべり、命乞いをした。男たちは、女たちは子一族の者だが自分らは違うと言い張った。

　助かりたいという気持ちはわかるが、他人を売る醜い姿に壬氏は顔を背そむけ、捕縛を臣下にまかせた。

　元上級妃楼ロウ蘭ランとその母神シェン美メイは一番奥の部屋にいるという。

「誰もいないじゃないか」

　壬氏よりも先に入ったのは馬閃だった。

　中には大きな寝台が一つと長椅子カウチがいくつも並んでいた。脱ぎ散らかされた衣服に、漂う香の匂い、転がった酒と煙管キセル。どんな行為が行われていたのか、目まの当たりにせずとも予想がついた。馬閃が怒りとは別の感情で顔を赤くしている。

　頭がくらくらする香りに壬氏は香炉を思わず投げ捨てた。

　香炉から乾いた草のようなものがこぼれる。ここに薬屋の娘がいたら、どんな作用があるか教えてくれただろう。

「どこへ行った？」

　つながっている部屋にも露台バルコニーにも人はいない。

「外へ飛び降りたのか？」

　周りが露台へ行く中、壬氏は首をひねった。

　入ってきた部屋と続きの隣の部屋、構造上、同じ広さのはずだが妙な違和感がある。

　奥にある部屋のほうが狭い気がする。壬氏は両方の部屋を行き来する。奥の部屋は入口が一か所しかなく、露台の反対側は壁になっている。

　家具が少ないぶん、広く感じられるが、壁から露台までの距離は幾分短い。

　壬氏は最初に入った部屋に戻ると、壁の前にある箪たん笥すを見た。ちょうど隣の部屋との広さの違いが箪笥の幅になっている。

「……」

　壬氏は箪笥を開ける。派手な衣服が並ぶ中、その奥に手を伸ばす。頑丈な作りに見える箪笥だが、その奥の裏板は妙に薄い気がした。少し力を入れて押してみると、裏板が上にずれることに気が付いた。

　壬氏は箪笥の中に入ると、四つん這ばいになりその奥へと顔を出す。本来、壁があるはずのそこに空間が広がっていた。

　隠し通路があった。

　そして、薄明りが見えた。

「ばああん」

　茶目っ気の交じった声が聞こえた。

　壬氏の目の前に銃口が突き付けられていた。奥へと続く隠し通路に楼蘭がいた。壬氏の知る飛フェイ発ファに比べ、ややこしい形の銃を手にしている。先ほど子昌が撃った飛発に似ているが、それよりももっと小さく、狭い場所でも持ち運びができた。火薬だけでなく新型まで製造していたとなれば、これは驚きだ。

「便宜上、壬氏さまと呼ばせていただきます」

　楼蘭は壬氏に銃口を向けたまま言った。

　楼蘭の姿は煤すすにまみれ、髪が焦げていた。手に持った燭しょく台だいの火が喋しゃべるたびに揺らめく。

「ついてきていただけないでしょうか？」

「断ると言ったら？」

「だから、脅しているのです」

　堂々とした物言いに壬氏はいっそすがすがしささえ感じた。

　壬氏は新型飛フェイ発ファを見る。その構造から従来のものと違う箇所を確認しつつも、両手を上げてみせる。

「了解した」

　それだけ言うと、楼蘭についていくことにした。




　壬氏の見ていた見取り図には隠し通路は描かれていなかった。隠しというだけに図に描いてしまったら意味がないからだろう。もしくは、子昌が新たに改築したのかもしれない。

　細い通路なので楼蘭は後ろ向きに歩きながら壬氏に銃口を向けていた。壬氏を前に進ませたほうが楽だろうが、すれ違う際、飛発を取られることを警戒したのだろう。

「本当におとなしくついてきてくれるのですね」

「ついてこいと言ったのは、おまえのはずだが」

　壬氏が素っ気なく答えると、楼蘭はくすっと笑ってみせる。不思議なことに、後こう宮きゅうにいたときよりずっと人間味あふれる表情だと思った。

「私からこれを奪うくらい簡単なことではないでしょうか？」

「……」

　確実とはいえないが、おそらく無力化することができると壬氏は思っていた。

　それを言わず、ただ沈黙で返した。

　狭い通路は空気が薄いのか、燭しょく台だいの火が消えかかっていた。そして、消え入る寸前に、隠し部屋にたどり着いた。

　中は、ちゃんと空気穴があるのか、消え入ったと思った蝋ろう燭そくの火が息を吹き返した。

　ゆらめく炎に照らし出されたのは、楼蘭のほか二人の女だった。一人は楼蘭とよく似た顔立ちの娘、顔には青い痣あざができている。

「翠スイ苓レイ姉さま、ひどいことはもうされていませんか？」

　女は首を小刻みに振った。翠苓、確か死体から蘇よみがえった官女の名だ。そして、その顔は以前、後宮で見た新人宦かん官がんだった。

　そしてもう一人の中年の女を見る。派手な装いに派手な化粧をしていると壬氏は思った。年甲斐もないその姿は、後宮にいた頃の楼蘭の姿を思い出す。

　部屋には椅子が二脚と机が一つあるのみだ。

「楼蘭、その男は……」

「はい、お母さま。貴方あなたの望みを叶えるためについてきてもらいました」

　楼蘭の母、神美は眦まなじりをきつく上げて壬氏を睨にらむ。

「ずっと憎んでいたのでしょう、この御姿を。誰かに似ているからでしょうか、それとも、自分よりずっと美しいことに嫉妬していたのでしょうか」

「楼蘭！」

　神美は娘を怒鳴りつける。しかし、楼蘭は身じろぎもせず、代わりに翠苓が震えた。話に聞いていたのと、翠苓の印象がまったく違うことに壬氏は驚いた。

「冗談がすぎました。さて、お母さまの本望を遂げる前に一つ余興をいたしましょうか」

　楼蘭は燭台を机に置き、飛フェイ発ファを自分の衣の帯に挟んだ。

　そして、朗々と物語を紡いだ。




　楼蘭の話は、先帝の時代に起きたことを述べていた。

　暗愚な皇帝は、母親の傀かい儡らいとなり政まつりごとを行う。堂々と先帝を莫ば迦かにした物言いなのに、腹が立たないのは、それが事実だと壬氏は知っていたからだ。

　父と言われた男を恐ろしいと思ったことはない。ただ、その後ろに立つ女帝が恐ろしかった。

　壬氏は、古い記憶を思い出す。女帝の最期がどうだったか、よく思い出せない。ただ、あとを追うように先帝が身み罷まかられたことだけは覚えていた。

　女帝は女に興味を見せぬ息子にしびれを切らして、後宮にどんどん美女を送り込んだ。そして、あるとき、北のとある一族の娘を差し出すように族長に言った。表向きは息子の上級妃に取り立てたいと言った。

「……なにを言っているの、楼蘭？」

　娘の不可解な話に母である神美が問うた。彼女の知る昔話と少し違いがある。

　楼蘭は、くすりと笑い、袖を口に当てた。

「初耳でしたか、お母さま。病の床に臥ふせていたお爺じいさまが、呪じゅ詛そのように漏らしていたというのに」

　妃きさきにすることで、高官の娘を質にとることは歴史上珍しくない事例だ。

「後宮がこれだけ大きくなった理由をご存じですか？」

　楼蘭は壬氏に問いかけるように言った。

「おまえの父親が女帝をそそのかしたと話に聞く」

　それが宮廷内の一般的な見解だ。子昌という男は、気難しいことで有名な女帝に取り入った。元は、子の一族の傍流に過ぎない男だが、その聡明さと、とある血筋が流れていることから跡継ぎがいなかった本家に養子に入り、『子昌』という名を貰もらった。そして、その本家が神美の家だった。

　すなわち、神美は下か賜しされる前から子昌と婚約していた。

「ええ、新しい公共事業として後宮の拡大を提言したそうです」

　うまい言い方だと壬氏は思う。後宮の縮小が議題に上ると、いつもそれではぐらかされていた。

「奴ど隷れい交易に代わる事業として」

　楼蘭の言葉に、壬氏は目を見開いた。

　神美は、わけがわからないと同じく目を見開いている。

　翠苓は、無表情のままだった。

　楼蘭は壬氏に向かってにっこりと笑う。そして、神美を見る。

「お母さまは本当になにも知らないようですね。お爺さまがなにをやって女帝に目をつけられたのか。そしてその監視のために娘を後宮に差し出す羽目になったことを」

　当時、奴隷制は健在だった。宮廷にも官かん奴ぬ婢ひがいた。

　しかし、楼蘭は奴隷交易と言った。

　茘リーにおける奴婢の扱いは、基本、妓ぎ楼ろうの遊女たちと似ている。自分の売値に相当する働きをするか、もしくは年季が明けると賤せん民みんから良民になる。

　しかし、それは国内に限ったことであり、他国へ奴ぬ婢ひを輸出することは禁じられていた。

「奴ど隷れいとは儲かるものらしく、禁じられていても手を出す者はあとを絶たない。特に当時は、若い娘が高く売れたそうです」

　娘を質にとられた子シの一族は、奴隷交易を縮小せざるをえない。それでも、なくならない奴隷の流出に後宮という場所を借りたという。若い娘だけでなく、男も入れた。奴隷となる際、去勢して売り飛ばすことも少なからずあったためだ。

　他国へ売り飛ばされるはずの若い娘たちを集めて一時的に保護する場所として、後宮を提案した。それは女帝の思惑と一致した。政を行う為政者として、同時に息子のことを思う母として、一石二鳥の策に見えたらしい。

　娘を売る親たちも罪悪感がある。後宮女にょ官かんとして働けるのであれば、奴隷として売るよりそちらを選ぶだろう。

　二年間の奉公期間に、なにかしら技術もしくは教育を受けさせればその後、奴隷に落ちる可能性も減る。なにより、後宮で務めたということ自体が一種の特権として扱われる。

　残念ながら肥大しすぎたため、教育云々の件はうまくいったとは言いがたかった。

「もちろん、女帝の思惑が一つでないと同時に、お父さまの考えも一つではなかったのですよ」

　女帝の信頼を得ることにより、子の一族の信用を取り戻す、そして、それでも駄目なときは──。

「お母さまも難儀ですよね。こんなになるくらいなら最初から逃げ出していればよかったのに。せっかくお父さまが作ってくれたものを」

　楼蘭が抜け出した後宮の抜け穴のことを言っているのだろうか。

　そのために、抜け穴を作っていたのかと、壬氏は納得した。

　神美の顔が曇る。

「自分の持っている地位を捨てて逃げようという男は信用できませんでしたか」

「楼蘭、おまえは……」

　神美が顔に深いしわを刻みながら娘を見る。その表情に怯おびえるのは楼蘭ではなく翠苓だった。

　神美は、それに気付いたのか汚物でも見るような目で翠苓へと視線を移す。

「あんな男など信用できるわけがないだろう。父さまが倒れてすぐに家督を継ぎ、その後、この女の母親など娶めとった男を！」

　翠苓が震えたまま、神美を見る。

　楼蘭はくすくす笑いながら、翠苓に近づいた。異母姉の手を取り、その衣の襟に手をかけて、首からぶら下げたものを引っ張り出す。

　壬氏が持つ銀ぎん簪かんによく似た細工が紐ひもの先にぶら下がっていた。壬氏の持つものが麒き麟りんをかたどっているのに対し、翠苓のものは鳥の形をしている。それが鳳ほう凰おうであると、知る者はわかるだろう。

　麒き麟りんと同様、鳳凰を身に着けられる者は限られる。

「先帝は、罪悪感をお持ちだったようですね。後宮から追い出した赤あか子ごのことが心配で、たびたび父さまの手引きで顔を出していたそうですよ」

　追い出された医官と赤子をひそかに匿かくまっていたのは子昌だったという。

　そして赤子が育ち、適齢期になった頃、子昌が家督を継いだ。

「一度は否定したけれど、自分の娘だと理解していたみたいですね。こう言ったようで」

　娘を娶めとってくれないか、と。

　女帝の信頼も厚く、自分のことに親身になってくれる子昌は、先帝にとって理想の婿むこだったのだろう。

　どんな願いも叶えるから、と頼み込まれ、どう断ることができようか。

　女帝に目をつけられていた先代当主は病床に臥ふし、子の一族の長は信頼の厚い子昌に代わった。

　神美を質として置いておく必要はない。

　そして、後宮の花をどうするかについて最大の決定権があるのは帝みかどであった。自分の娘を娶り、その間に子が生まれ、その子どもには子翠と『子』のつく名前を与えた。それが今の翠苓だ。

「こうして、お母さまは下か賜しされたのですよ」

　先帝は愚かな男だった。それが、自分の娘にどんな影響を与えるのかさえよくわかっていなかった。しばらくして翠苓の母は病死し、翠苓は後宮の元医官の元に引き取られた。

　元医官はその後、その腕を買われてこの砦とりでで不老の薬を作るよう言われるが、それはまた別の話だ。

　その頃、先帝は床に臥せるようになり、十数年後、身み罷まかられるまでなんの沙汰もなかった。翠苓は名とたった一つの銀細工を与えられただけで、先帝の孫とも知られず、楼蘭が生まれたあとは妾めかけの子としか扱われなかった。

　そして、その本当の名すら妹が生まれたあとに奪われた。

「う、嘘よ。でたらめを言わないで！」

　突き付けられた現実に、神美は後ずさった。

　翠苓にとっても衝撃的な話だったろうが、それほど動揺は見られない。ただ、不安げに神美を見ている。元々、知っていたのかもしれない。

「でたらめですか？　ずっとお父さまはお母さまのためにやってきたのに。破滅しかない最期のためにやったのに？」

　楼蘭は笑いながら、己の母に近づく。

「こうして、ここに壬氏さまがいる理由もわからないのですか？」

　楼蘭は蔑さげすむような目で母を見ると、壬氏へと視線を移した。

「お父さまの最期はいかがでしたか？」

「……笑いながら逝いったよ」

　その笑いがどんなものか意味がわからなかった。壬氏には子昌の思惑がまったくわからなかった。

　しかし、楼蘭の話を聞くとなにか違った見方ができる。

　最初から、子の一族の反乱について考え違いをしていたのではないかとさえ思う。

「……あの男は、ただ自分の権力が欲しかっただけ。私を娶めとったのも、きっと当主としての座を誇示したかっただけでしょう」

　神美の顔が歪ゆがむ。

　対して、楼蘭は微笑ほほえむ。

「でも、結局一族内でお父さまよりも幅をきかせていたのは、お母さまではなかったのでしょうか？　お母さまに媚こびを売る一族の者たちがどんな奴らだったか、お母さまはご存じでしたか？」

　賄わい賂ろや横領を繰り返す愚かな者たちは、神美にごまをすった。神美にさえ気に入られれば、当主たる子昌はなにも言わない。所しょ詮せんは養子として入った男だ、宮廷における権力に比べ、一族内の力はそれほどでもなかった。

　神美は、自分に苦い提言をする者をどんどん一族から追い出した。結果、膿うみはどんどんたまっていった。

　ここでいびつな認識の誤差が表れる。

　後宮の拡張と国庫の横領、その二つがどういう意図で行われていたのか。前者と後者は分けて扱うべきだった。すべて子の一族とまとめて扱うのではなく。

　楼蘭は壬氏の顔を見てにこりと笑う。壬氏が自分の言いたいことに気が付いたとわかったのだろう。

　現帝になって奴ど隷れい制が廃止された。今も水面下で残るが、それでも比較的円滑に進められたのは子昌と女帝が行っていた後宮事業のおかげである。

　壬氏もまた、後宮を縮小するにあたりそれに代わる事業がないか模索していた。その点についても、子の一族の関連で妨害されていた件があった。

「お父さまは狸たぬき、狸と言われてましたけど、狸って本当は臆病な生き物なのです。自分が本当は弱くて小さなことを知っているからこそ、懸命に相手を化かそうとするんです」

　化かそうとする、その言葉に合点がいった。

　笑いながら死んでいった子昌、それがなにを意味するか。臆病な狸に最後まで騙だまされたということだ。

「ちゃんとお父さまは敵役を演じきれましたか？」

　はかなげに笑う楼蘭。

　その一言で壬氏は子昌の目的がようやく理解できた。子昌はこの国の腐敗を一手に集める必要悪として存在していた。報われない、そんな役回りだった。

　ぐっと拳こぶしを結ぶ。爪つめが手のひらに食い込み血がにじむ。

「それが本当だという証拠はあるのか」

「宮廷内に巣食う膿うみはこれでだいぶ処分できたでしょう」

「うまくいく確証はあったのか」

「うまくいかなければそのまま国を取ってしまえばいいのです。それで傾くような国であれば、いっそないほうがいい」

　投げやりにも聞こえる口調で楼蘭が言った。

「お、おまえはそんなことをずっとやっていたのか！」

　神美が声を震わせる。

「あの男と一緒にずっと私を騙だましていたのか！」

「騙すもなにも、私はお母さまの言う通りやってきただけです。こんな国など滅びてしまえばよいと言ったではないですか。逆らう同族を追い出し、甘言にのる阿あ呆ほうどもばかりを囲った。そんな輩やからばかりの烏う合ごうの衆で、官軍に勝てるほど力を持てると思っていたのですか？」

　娘の冷たい言葉に神美は目を吊り上げた。そして、楼蘭に飛びかかる。護指ネイルキャップのついた指が楼蘭の頬をかすり、二本の赤い線が走る。

「そのためにこれを作らせたのではないか」

　神美の手には、飛フェイ発ファが握られていた。

「お母さまの手に余ります。返してください」

「うるさい！」

　くくくっと楼蘭が笑う。あざけるように笑う。

「なにがおかしい？」

「だってお母さま、まるで小物だもの」

　その一言とともに、神美の顔が歪ゆがんだ。持っていた飛発を撃った。

　壬氏は身体を伏せた。

　耳が痛くなるような音とともに、なにかが飛び散った。

「私は悪い娘ですね。お父さまの意図を汲んだら、こんな真似できるわけないのに」

　楼蘭の顔には飛び散った血がついていた。

　彼女の前には、真っ赤に染まった神美がいた。その手には暴発した飛発がかろうじて残っていた。

「新型は構造が複雑なんです。それは試作品ですから」

　最初から壬氏を脅すために持っていただけだった。もしかしたら、中に詰め物をしていたのかもしれない。

「壬氏さまはこれを奪おうとか思わなかったのですか？　隙すきを見ればいくらでも奪えたでしょうに」

「伝えたいことがあったのだろう」

「ふふっ、顔だけの莫ば迦かなら本当によかったのに」

　失礼なことを言って笑いながら、楼蘭は血に染まった神美から飛フェイ発ファを取ると、投げ捨てた。そして、ゆっくり寝かせると、震えるその手をぎゅっと握った。

「お父さまが死んだんですよ、涙の一つくらいこぼしてください。ずっとお母さまを待ち続けていたんですよ。涙をこぼしてくれたら、私はあんなことを言わなかった」

　先帝に頼まれるまで、妾めかけの一人も囲わず、ずっと独り身を貫いていた。莫迦なくらい純情な男は、幼い頃に決められた婚約者にべたぼれだった。

「……」

　神美は話さない、話せない。暴発のせいで彼女の顔は飛び散った金属片を受けていた。美しかったはずの顔は見る影もなく、ただ赤く濡れていた。

　その様子を翠苓がただ震えながら見ている。

「もっと違う方法はなかったのか？」

　壬氏は立ち上がり楼蘭にたずねる。

「あったかもしれません。でも、皆のやりたいことをすべて叶えるのは難しいんです。私たちはそれほど賢くないのです」

　神美は、ただ憎かった。自分を虚こ仮けにし続けた国を滅ぼしたかった。

　子昌は、神美のためにずっと動いていた。それが裏目になろうとも、彼女のことを思っていた。そして、同時に国のことも見捨てられない忠臣だった。そのために悪役を何十年も演じ続け、まっとうするほどに。

　翠苓がなにを考えているかはわからない。母の、そして祖母の無念を晴らすためだったのだろうか。ただ、虚うつろな目線の先に映った息絶え絶えの神美を見て安あん堵どしているように見えるのは気のせいだろうか。

　最後に楼蘭といえば──。

「贅ぜい沢たくを言うようですが、二つ、願いを聞いていただけませんか？」

「なんだ？」

「ありがとうございます」

　本来、聞いてもらえないことだとわかっているのか、楼蘭は深々と頭を下げる。

　そして、懐からなにか紙を取り出した。それを壬氏に渡す。

　壬氏はそれに目を通した。そこには、壬氏にとって思いがけないことが書かれていた。

「!?」

「本当はこれをねたに、命乞いをするつもりだったんですけど、うまくいきませんね。そこに書いてあるのは今後、この国に起こりうることです。これが起こる際、子の一族がいれば、障害となり国は滅びるやもしれません」

　その紙には、今回の反乱以上に大きな事件について予測されていた。

　楼蘭は己の母を撫なでる。神美の息は絶えようとしていた。

「一族でまともな思考の者はとうに名を捨てております。姉もまた同じようなものです。その者たちは一度死んだものとみて見逃してはいただけぬでしょうか？」

「……努力する」

「では、一度死んだ者は見逃してくれるのですね」

　確認するように楼蘭が言った。

　翠苓は、先帝と縁のある者である以上、無む下げにできない。

「ありがとうございます」

　楼蘭はもう一度頭を下げると、神美の手を持った。そこには捻ねじ曲がった護指ネイルキャップがひしゃげた指にかろうじてくっついていた。

　それを楼蘭は自分の指につけた。

　同時に、壬氏は気配を察した。

　ようやく壬氏がいないことに気が付いた馬閃たちが、隠し通路を見つけたようだ。それを楼蘭は気付いているだろうか。

「では、もう一つの願いを」

　楼蘭の手が壬氏へと伸びる。長い爪飾りをつけた手が伸びる。

　楼蘭がゆっくり動いているように見えた。

　避けようと思えば避けられただろう。しかし、壬氏は動かずそのまま、受け入れた。

　いびつな護指ネイルキャップの先が壬氏の頬に突き刺さると、そのまま皮膚と肉を削り取った。

　飛び散った血が目にかかる。片目を閉じたまま、壬氏は楼蘭を見る。

「ありがとうございます」

　楼蘭は三度目の礼を言った。死を免れることができぬ母のために、その憎い顔を傷つける。今さらなんの意味があろうかと思われるその行為が、楼蘭のその後を決定する。

「私も父さま以上の役者になれるかしら？」

　おどけた口調のまま楼蘭は神美を見た。

「お母さま、これが私にできる精いっぱいなんです」

　楼蘭は微笑ほほえんだまま、反対側の扉を開けた。

　白い雪が舞う。そこは、砦とりでの屋上だった。

　袖を振るい、くるりくるりと楼蘭が舞う。黒い髪を揺らし、舞いながら粉雪を浴びる。

　狭い通路には案の定、隙すきを窺うかがっていた馬閃たちがいた。馬閃は目を怒らせていた。なにが起きたかと飛び出す。

　楼蘭はそれを確認すると、自分の指についた爪を高らかに掲げる。薄い月明かりでも血が付着しているとわかるだろう。白い雪に反射して、赤く返り血を浴びた楼蘭は浮かび上がって見えた。

　そして、その後ろには顔に傷を受けた壬氏がいる。

「あはははははは！」

　楼蘭は突然高笑いを上げた。雪の中、その声が大きく響く。

　狂ったように、それでいて、その目だけは理性をたたえていた。

　馬閃たちの表情が怒りへと変わる。

　神美の目にはもう光はなかった。自業自得、そうとしか言えない最期。

　翠苓が震えながらその手を伸ばす。だが、楼蘭には届かない。

　壬氏は彼女に渡された書を握りながら、その行く末を最後まで見守るしかなかった。

　雪の中、袖を振り、髪が舞う。

　笑い声とともに発砲音が鳴り響く。それを袖に、頬にかすめながら、楼蘭は舞い続ける。

　壬氏は確信した。これは、彼女の舞台なのだと。そして、自分も周りにいる皆もすべてそれを引き立てるための脇役に過ぎない。

　後宮、国という舞台で、それを翻ほん弄ろうする一人の悪女、それが彼女の役割なのだろう。父である子昌が狸たぬきなら、楼蘭は狐きつねなのかもしれない。

　国を傾ける悪女は、女め狐ぎつねだと相場は決まっている。

　楼蘭は舞いながら軽やかに移動する。深い雪が積もった上でどうしてそんなに軽やかに舞えるのかわからない。足をとられた武官たちは、追いかけるより飛フェイ発ファを撃つことに徹している。

　止めればよかっただろうか。

　いや、できなかった。

　世紀の悪女の一世一代の舞台を壊すことなどできない。目をそらすこともできなかった。

　何度目の発射だろうか。

　ずんっという音とともに、楼蘭の動きが止まった。火薬の、鼻をつまみたくなるような独特の臭においが漂う。

　楼蘭の胸にその弾が当たった。ふらりと、楼蘭が後ずさる。その顔に苦痛が広がる。

「捕まえろ！」

　馬閃が部下をけしかける。

　壬氏はただ、それを疎うとましく思った。やっていることは間違いじゃない。でも、楽しみにしていた物語の最後を読み終える前に、終わりをばらされた気分だった。

　楼蘭は歪ゆがんだ顔を笑みへと戻す。

　そして、消えた──。

　いや、消えたように見えた。

　後ろに倒れ込んだ。その先にはなにもない。砦とりでの屋上、そこから飛び降りた。

　それが、楼蘭を見た最後だった。




　ひたすら身体が重かった。

　ここ数日の疲労がようやく今になって全部やってきたようだ。

　砦を出てすぐ、後発の部隊と合流し応急処置に頬を縫ってもらった。縫われているのは壬氏のほうなのに、なぜ周りにいる皆が痛々しい顔をするのかわからなかった。もしかして、麻ま酔すいもせずにやったからかもしれない。

　すぐに眠れというのは、ようやく合流した高順だった。壬氏は後発部隊にいることになっていたので、自然と高順は残らざるをえなかった。

　そういえば、ここ数日、まともに寝ていないと今さら気が付いた。

「あの娘はどうした？」

「無事ですので眠ってください」

　そんなに眠そうな顔をしているのか、と壬氏は思ったがそんな気になれなかった。言うことを聞かない壬氏にしびれを切らしたのか、高順はそっと奥の馬車を指さした。

「あまり近づかないほうがいいと思います」

　高順の言葉を無視し、馬車へと入ると、そこには煤すすまみれで血がところどころこびりついた貧相な娘が横たわっていた。

　毛皮が何枚も敷かれた上に眠っている。赤あか子ごのように背を丸めた姿は普段よりもずっと小さく見えた。

　周りには白い布を巻き付けたなにかがあった。

「死んだ子シ一族の子どもたちです」

　高順が言った。

「なぜ、そんなところで眠っている？」

「どうしてもと頼み込まれたら、なにも言えないでしょう」

　この娘、猫マオ猫マオは妙に頑固なところがある。

　なにか思惑があってのことだろうか。

「ずいぶん、ひどい姿だな」

「貴方あなた様もですよ」

　悲痛な面持ちで高順は壬氏を見る。帰るなり高順が馬閃を殴り飛ばしていたのを思い出すと心が痛い。壬氏が傷ついたことで、部下が罰を受けるのはわかっていたことだ。それなのに、あの女め狐ぎつねの要望を受け入れてしまった。

「俺のことはいい。それにしても、軍師殿に見せなくて正解だな」

　話によると、馬車から飛び降りた際、着地に失敗し、ぎっくり腰になったという。自分では一歩も動けない状態らしい。

　壬氏は馬車に上がる。

「外で待ってろ」

　高順はその場で、ゆっくり頷うなずいた。

　壬氏は、猫猫の顔をのぞき込んだ。顔に血がこびりついている。左耳が腫はれており、軟なん膏こうを塗りたくられていた。

　壬氏が関わらなければ、猫猫はこんな目にあっていなかったかもしれない。そう考えると心が痛くなった。

　耳のほか、顔に傷らしいものはない。だが、首に青い痣あざのようなものが見えた。

　これも誰かに殴られたのだろうか。血はどこを怪我けがしたのだろうか。

　壬氏はゆっくり手を伸ばした。

　そして──。

「なにをやっているのでしょうか？　壬氏さま」

　小こ蠅ばえをうっとうしく追い払うような目で、猫猫が見ていた。










二十二話　狐きつねにつままれた







　目を覚ますと目の前に麗うるわしき貴人がいた。なぜか猫猫にのしかかるような姿勢で襟に手をかけていた。

「こ、これは」

　猫猫が半眼で見返すと、壬氏はしどろもどろの口調で両手をばたばたさせた。普段ならもう少し睨にらみ続けるところだが、猫猫は壬氏の顔にさらしが巻かれていることに気付く。

「……壬氏さま、それはどうしたのですか？」

　猫猫は襟を正しながら聞いた。

「大したことない、かすり傷だ」

　隠すように手で遮さえぎった。猫猫はむすっとなる。

「見せてください」

「見せるほどのものじゃない」

　そんなふうにされると気になるものである。ずずっと前に進んで壬氏に詰め寄る。壬氏は後ろへ下がっていく。

　壬氏を壁際に追いやり、ゆっくり手を伸ばした。

「……」

　至宝ともいうべき顔、その右頬に斜めに傷が走っていた。表皮だけでなく肉も裂き、それを糸で縫われていた。

　雑な縫い方だ、早く処置し直したほうがいい。できればこの場で縫い直したい。でも、猫猫の手は度重なる疲労で震えていた。

「前線に出たのですか」

「俺だけ安全なところで見物ともいかんだろう」

「見物していればよろしいじゃないですか。そういう立場なんですから」

　猫猫は少し苛いら立だたしげに言った。

「わざわざ危ないところに行かないでください。壬氏さまが怪我けがをされると周りが迷惑するんですよ」

　猫猫の言葉に壬氏は、頭をかきながら苦笑いを浮かべた。

「ああ、馬バ閃センに申し訳ないことをした。高ガオ順シュンの拳げん骨こつはあれでけっこう利く」

　そう言って、さらしを不器用にまた巻き付け始める。猫猫は壬氏からさらしを奪う。

「怪我をするつもりはなかったんだが」

「誰だってそうでしょう」

「妙なお願いを聞いてしまったからな」

　壬氏はまつ毛を伏せた。黒曜の瞳には、憂いがあふれていた。

「……おまえは、楼ロウ蘭ランと仲がよかったのか？」

　壬氏がふと猫猫に聞いた。

「比較的」

「友人だったのか？」

「よくわかりません」

　本当によくわからなかった。

　おそらくそれに近い関係だったと思う。少なくとも猫猫はそう感じていた。だが、相手はどうなのかよくわからない。小シャオ蘭ランと楼蘭、いや子シ翠スイとつるんで話すのは悪くなかった。

「本当によくわからない人だったので」

「……俺にもな」

　壬氏の顔がさらに悲痛になる。

「わからないままで終わってしまった」

　その言葉の意味がわからない猫猫ではなかった。

「そうですか」

　わかっていたことだ。あのとき、部屋を出ていくとき子翠は猫猫にあることを託した。そして、覚悟を決めて出ていった。

　猫猫にできるのは、彼女が託したことをまっとうするだけだが──。

「壬氏さま、お休みになられてはどうですか？」

「ああ、すごく眠い」

　壬氏の顔色は悪かった。おそらく、捕まっていた猫猫よりずっと体調が悪いだろう。目の下にくまがうっすら見え、唇が渇いて艶つやがなかった。

　さっさと自分の馬車に戻って眠るべきだろうに、壬氏はあろうことか猫猫が眠っていた毛皮の上に横になった。

　猫猫はあからさまに顔を歪ゆがめた。

「壬氏さま、ここで眠らないでください」

「なぜだ、疲れた」

「なぜだと言われても」

　猫猫は周りを見る。馬車の中には五つのおくるみがある。子の一族の子どもたちだ。

「ここは忌いむ場所です」

「……それはわかる」

「なら──」

　言い終わる前に手首を掴つかまれ、引っ張られた。掴んできた手はとても冷たかった。

　重ねられた毛皮の上に向かい合うように横になった。

「なら、なんでおまえはここにいる？」

「私とて、子どもくらい憐あわれみます」

　あらかじめ考えておいた口上を言った。

「そうだろうかな。俺はちと不思議だったんだが」

　壬氏が横になったまま、少し顔を傾ける。

「おまえ、薬の師に死体には触れるなと言われてたんじゃなかったのか？」

（覚えてやがったか！）

　猫猫は思わず顔をぐぐっとしかめそうになった。

「そんなおまえが長い間、こういう場にいるとは思えんのだがな」

　妙なところで勘が働く。

　猫猫はじっと見つめてくる双そう眸ぼうからどう逃れようか頭を働かせる。

　そんな感じで固まっている間に壬氏の手が伸びていた。猫猫の襟を掴むと、めくった。

「おまえこそどうしたんだ、それは」

　壬氏が眉み間けんにしわを寄せて言った。

　めくってむき出しになった肌には、青い痣あざがあった。神シェン美メイに団扇おうぎで叩かれた痕あとだ。

　多少の恥じらいはあるが、猫猫は淡々と事を進めることにした。

「ろくでもない人がいまして」

「……襲われたのか」

　冷たい声が聞こえる。

「女性です」

　ちゃんと付け加える。

　この男は、いちいち他人の貞操について干渉するのである。

　痣あざをなぞるように指を滑らされ、思わずびくっとはねた。

「傷は残らないんだろうな」

「これくらいすぐ引きます」

　触れる指先の感触に居心地の悪さを感じ、後ろへ下がるがその分、壬氏の手が伸びる。猫猫はたまらなくなり身体を起こすと、襟を整えた。

「傷は残すな」

「その言葉、そのままお返ししてもよろしいでしょうか？」

　猫猫の言葉に壬氏は破顔する。

「俺は男だ、問題ない」

「壬氏さまはそれを凌りょう駕がしております」

「そんなもの知るか」

「では私も知りません。傷一つで価値がなくなるようなら、それまでのことです」

「おまえは、さっきさんざん俺に言っていたじゃないか」

　壬氏は寝転がったまま、猫猫の手首を離さない。さっきまで妙に冷たかった手が、少し温かくなってきた。

「俺は、傷一つで価値がなくなるような男か？」

　問いかける壬氏。猫猫の手首を掴つかむ手に力がこもる。

「顔だけのはりぼてか？」

　その問いかけに、猫猫は自然と首を横に振っていた。

「むしろもう少し傷があってもいいかもしれません」

　猫猫は、つい本音を漏らした。

　壬氏は美しすぎる。見ている者を乱してしまう。周りは壬氏の見た目ばかりに目をやりすぎている。彼の本質は見た目ほど華美ではなく、もっと実直なものだと猫猫は思う。

　そして、それがわかるのは彼の周りにいるごく少数の人間だけだ。

　猫猫は、ふっと息を吐くと、ほんのり唇をほころばせる。

「前より、男前になったではありませんか」

　その瞬間、壬氏がぎゅっと唇を結ぶのがわかった。なにかそわそわしたように周りを見ると、目をつぶったり開けたり、首を振ったりしていた。

「どうしたんですか？」

　猫猫が問いかけると、壬氏は空いた手で首の後ろをかいた。

「……周りの状況的に、我慢しようと思ったんだが」

「我慢ですか、眠いなら早くここか……」

　早くここから出ていっておやすみくださいと追い出そうとした。

　しかし、寝るのを我慢しているのか、と思っていたら、もう一度手首を引っ張られた。

　壬氏と向き合うように座り込み、両手の二の腕を押さえ込むように掴つかまれた。

「さっきの傷を見るとき、平常心でいけるつもりだったんだが」

　居心地の悪い顔のまま、少しずつ猫猫に近づいてくる。温かい息が猫猫の顔にかかる。

「案外というか、思った以上にいけたようだ」

「はっ？」

　ふと思い返してみる。こういう状況は前にもあったのではなかろうか。そして、今の体勢はなかなかきわどくないだろうか。馬車の柱に背中を預け、逃げようがない。

「壬氏さま、お眠りになられたほうがよろしいのでは？」

「まだ、大丈夫だ」

　目をくぼませてなにを言うのだろうか、この男は。

「壬氏さま、傷口を縫い直します。痛み止めを処方しますので」

「あと四半時さんじゅっぷんくらいなら我慢できる」

「なにが四半時なのでしょうか」

　猫猫の質問を壬氏は無視する。疲れすぎているのか、その目は野良犬のようだ。

（これはいかん）

　身をよじろうにも、相手の力のほうが強い。

　じりじりと壬氏の顔が近づき、鼻が触れそうになったときだった。

　がたっと、音がした。

　壬氏がはねるようにびっくりした。

「な、なんだ一体」

　音がしたのは、あの子どもたちを寝かせた場所である。

「!?」

　猫猫はこれ幸いに壬氏を押しのけると、音のするほうへと近づいた。

　おくるみに包くるまった子どもたちの手首を一人ずつ掴む。

（違う、違う）

　猫猫が三人目の子どもに触れたときだった。

「……っ」

　小さな口がかすかに動いた。

　脈が、弱いながらどくんどくんと打っていた。

『この子たちが虫であれば、冬を越せたのにね』

　子翠の言葉を思い出す。

　鈴の音で鳴く虫は、雄を雌めすが食い殺し、その後自分も死んでしまう。子だけが冬を越して生き残る。

　子翠は自分の一族を虫にたとえていた。

　そして、子翠は猫猫にもう一つ手がかりを与えていた。

　時に、異国では秘術の薬として使用される。

　人を一度殺し、もう一度蘇よみがえらせる薬として。

　人を一度殺すには毒を使う、しかし、その毒は時間とともに薄まっていく。無毒化されたとき、一度死んだ人間は蘇ることもあるという。

　蘇りの薬、その知識を翠苓が教えてくれたわけだ。これも、子翠の計らいだろうか。

「生きているのか？」

　後ろに壬氏がいる。

　しかし、猫猫にはそれにかまっている暇はない。子どもの身体をさすり、どうにかして蘇そ生せいを成功させるほうが大切だった。

　そのために猫猫は、子翠に連れてこられた。

　蘇った子どもを壬氏がどうするかわからない。だが、言い訳をする暇はない。

「壬氏さま、お湯、お湯を用意してください。あと温かいものを！　服でも食べ物でもなんでも」

「……一度死んだ者か」

　くくくっと壬氏が笑っている。

「やられたな。狐きつねにつままれたようだ」

「壬氏さま！」

　なにかぶつぶつ言っているが猫猫の知ったことではない。目を吊り上げながら、叫んだ。

「ああ、わかった」

　なんだか少し明るい声で壬氏が言った気がした。その表情は、先ほどよりずいぶん緩やかに見えるが、それでいて少し残念そうだった。

　猫猫はとにかく次々息を吹き返そうとする子どもを蘇らせることに必死になった。毛布と湯ゆ桶おけを持ってきた壬氏が去り際、耳元でささやいた。

「続きはまたでいいか」

「あー、はいはい」

　忙しい猫猫は深く考えずそれだけ返すと、子どもの世話に没頭した。










終　話







　都はその日、大騒ぎだった。現帝がようやく后きさきをとることになり、それとともに東とう宮ぐうのお披露目があったからだ。新年のにぎわいも合わせ、花はな街まちまでそのめでたい空気が漂い、年若い禿かむろたちがそわそわしている。

　后の名は玉ギョク葉ヨウ、そして東宮はその御子である。

　出産は無事終わった。

　それは、めでたいと同時に、猫猫が用無しになったことも示している。

　ゆえに、住み慣れた古巣の薬屋で薬草をすりつぶしていた。

「おい、そばかす、点心おやつくれ」

　声変わりもしていない少年が、扉を開けて入ってくる。名を趙チョウ迂ウという。前歯の抜けた間抜けな面をした餓が鬼きだ。

　古い名は捨てた。似たような韻を踏んだのは、当人が前の名をかすかに覚えているための苦肉の策だった。

　腕白さが見た目に表れているが、ようやく元気よく動き回れるようになったのは数日前のことだった。

　それまでずっとぼんやり寝たきりだったのに、こうして動き回れるようになったのは若さゆえか、それとも運がよかったのか。

　あのあと、子どもたちは五人とも蘇よみがえった。猫猫は四苦八苦しながら、その息を整えるのに必死だった。別の場所に連れていかれていた翠スイ苓レイを呼び出し、子どもたちの蘇そ生せいに尽力した。

　実験はまだ途中だと言っていた。本当ならもっとちゃんとした効果を見てからやりたかったのだろうが、急きょ、子どもたちに薬を飲ませることになった。

　それゆえ、いくらか弊害があった。

　五人の子どものうち、最後まで目覚めなかったのがこの趙迂だ。

　本来、親とともに絞首台に上がるはずの子どもたちは、違う名前を与えられている。他の四人の子どもたちは別のところに引き取られ、そして、趙迂だけは花街にいる。

　幸か不幸か、趙迂は記憶を失っていた。あと、半身に軽く麻ま痺ひが残るが、あの状態を考えると、正直運がよかったとしか思えない。

　最悪、目覚めないかと思ったくらいだ。

　どういう理由か知らないが生かされることになった子どもたちは、今後、元上級妃阿アー多ドゥオの元で育てられるという。ばらばらに引き取ったほうがいいという話もあったが、それはあんまりだと阿多が引き受けたらしい。

　なぜか男装をし、後こう宮きゅうにいるときよりも生き生きした阿多を見たとき、猫猫は驚いた。とてもその姿が壬氏に似ていたからだ。

（やはり、もしかして）

　いや、やめておこうと猫猫は以前思いついた妄想を頭の中に引っ込めた。

　引き取ったのは子どもたちだけでなく、翠苓もだった。さまざまなことで宮廷内を引っかき回した翠苓だったが、情状酌しゃく量りょうの余地となにより先帝の血筋であることが幸いした。監視がつくものの、命まで奪われることはない。

　趙迂は記憶がないということで、ほかの子と別に育てたほうがいいと、こちらに来た。

　なんかいろいろごちゃごちゃしたことがありそうだが、猫猫には関係ない。関係ないはずなのだが、このどうしようもない悪わる餓が鬼きがなぜかここにいる。ここがある意味、一番安全だからと言われたが、なにが安全なのかわからない。

　猫猫は薬棚を勝手に漁あさり出す餓鬼の脳天に拳げん骨こつを落とした。

「いってー!!　なにすんだよ」

「勝手に喰くうな」

　猫猫は、小姐ねえちゃんから貰もらった高級煎せん餅べいの包みを奪うと、一緒の棚に入っていた黒糖の欠片かけらを投げた。

　趙迂はそれで満足したらしく、黒糖をかじりながら薬屋を出ていった。気のいい男衆の一人が遊んでくれるのでそちらへ行くのだろう。

　子どもは適応力が高いというが、本当にその一言だ。記憶がないことをうじうじするより、綺麗な小姐に可愛がられて、男衆に遊んでもらえて、今のところそれほど不満はないらしい。やり手婆ばばあは懐がほくほくしているようで、しばらくは目尻をつりあげることはないだろう。

　猫猫は塩気の強い煎餅をぽりぽり食べながら、だらしなく床の上に転がった。潰つぶれた座布団を二つ折りにし、頭の下に置いて仰あお向むけになる。

　おやじこと羅ルォ門メンは、花街に戻らず宮廷へ出仕することになった。元々、不透明な理由で後宮を追い出されたおやじだが、その能力は優れている。帝みかども素直に返すのが惜しくなったのだろうか。

　再び、壬氏に仕えることもなく戻ってきたのはそこにも理由がある。

　一度、赤セキ羽ウが猫猫の元にやってきた。

　本業が薬屋とはいえ、花街で仕事をしていることに面食らっていた。

　なにをしに来たかといえば。

「これくらい渡しておかないと、寝覚めが悪いから」

　そう言って渡してくれたのは、粗末な紙に書かれた二通の文ふみだった。その差出人には、何度も何度も地面に書いて練習した名前があった。

　それは小シャオ蘭ランからの手紙だった。

　猫猫と子シ翠スイが同時にいなくなって、かなり寂しがっていたと赤羽は言った。表向き、二人は引き抜かれて後宮を出たということになっていたらしい。

「落ち込んでたわよ。一言くらいあってもいいのにって」

　そういう赤羽はやたら詳しく小蘭のことを話している。なんとなく見過ごせなくなり、猫猫たちに代わって彼女と一緒にいたのではないかと察せられた。

「仕事はそれほどできるわけじゃないけど、明るい性格っていろいろ得よね」

　後宮にひきとめられることはなかったが、下級妃の一人に気に入られたらしい。実家の妹の下女にと文を書いてもらったという。愛あい嬌きょうのある小蘭なら、すぐ打ち解けられるだろう。

　文は、猫猫のほか、子翠に宛てたものもあった。

　猫猫は自分宛の文を開く。

　まだ発展途上な字で、拙つたない文で、でも精いっぱい現状を伝えていた。何度か書き損じがあったけれど、紙はまだまだ贅ぜい沢たく品なので書き直すこともできず、塗りつぶしてごまかしてあった。

　最後に──。

『いつかまたあいたいな。また氷菓アイス食べたいよ』

　そう書かれてあった。

　子翠宛の文は預かったが中は見ていない。だけど、きっと最後の一文だけは同じことが書かれているだろう。

　つつっと頬に生暖かいものが流れた。ぽたりと、紙面を濡らし、文字が歪ゆがむ。

　子翠の死体は見つからなかった。飛フェイ発ファで撃たれ、砦とりでの屋上から落ちた。すぐ下の雪をいくらかき分けてもそれらしき者は見つからなかった。

　春になり雪が解けたらまたもう一度捜索するという。

　猫猫はその死体が見つからなければいいと思った。




（薬、材料取りに行かないとな）

　おやじが花街を出る前に、だいぶ薬を作り置きしておいたらしいが、もちろんそんなものとうに無くなっている。畑も荒れているだろう。

　猫猫は花街でたくさんやることがあった。

　おそらく宮廷よりもずっとたくさん。

　あれから、壬氏には会っていない。会おうと思って会える相手ではない。

　軍の指揮をとり、顔に傷を受けた男が宦かん官がんとして後宮に戻れるわけがない。

　元の、本当の姿に戻ったのだろう。

　本来の名前を猫猫は知らない。知ったとしても、それを呼ぶことはないだろう。それだけ住む世界が違うということだ。

　傷の手当ては、猫猫がいなくとも優秀な医官はたくさんいるし、おやじだっている。きっと猫猫がいたところで、なにもできることはないだろう。

　うさんくさい貧相な小娘を手もとに置いておくような真似は、宦かん官がんでなくなった壬氏には無理だ。こそこそした行動もこれからする必要はない。

　こうして、また花街の薬屋に戻るのが一番だ。

　やり手婆ばばあも、おやじがいなくなればまた売り飛ばそうなんて考えないだろう。

（ああ、眠い）

　昨晩は徹夜して薬を作っていた。どうにも、新しい薬を作るのは難しい。効用を高めようと複数調合してみると、時に毒性など生まれてしまう。

　左腕に傷をつけ、何種も試したがやはり効用はぴんとこない。

　せっかくなので耳の傷に塗りつけてみたが、それでもわからない。

　長年の蓄積のためか、相当痛覚が麻ま痺ひしているようだ。

（やっぱ、もっと切らなきゃよくわからんか）

　猫猫は左手を見て、小指をきゅっと紐ひもで縛る。起き上がると、戸棚の引き出しから小刀を取る。

（ようし）

　小刀を振り下ろそうとしたとき、

「なにをする気だ」

　麗うるわしい声が後ろから聞こえた。

「……」

　振り向くと奇妙な覆ふく面めんをつけた男が薬屋の入口にいた。後ろには、見慣れた苦労性の壮年と、揉み手に愛想笑いを浮かべるやり手婆がいた。

「お仕事は片付いたのですか？」

　猫猫は、指に巻いた紐をほどき、小刀を棚に戻す。

「たまには休んでもいいだろう？」

　やり手婆が、茶をそっと入れると、にんまり笑って「ごゆっくり」と言った。茶は上等の白茶で、菓子は軟落甘らくがんだった。三姫の客にしか出さないような高級品である。

「場所はここでいいのでしょうか」

　なぜか婆はそんなことを高ガオ順シュンに聞いていた。高順が頷うなずいたので、少し悔しそうな顔をして「ごゆっくり」と戸を閉めた。

（なにがやりたいんだか）

　とりあえず、壬氏がようやく覆面を取る。一本、傷きず痕あとが走っているのを除けば、まさに至宝ともいえる顔かんばせが露あらわになる。

　猫猫は、折り曲げた座布団を叩くと壬氏の前に置く。壬氏はどっかりその上に座り込んだ。

「お疲れのようで」

　猫猫は茶と茶菓子を壬氏の前に置いた。

　壬氏は、とりあえず湯飲みに口をつけた。

「いろいろな。人事はもとより、子シの一族の領地についてな」

　ふうっと大きく息を吐くと、眉み間けんにしわを寄せた。どこか、仕草が高順に似てきたと思うのは気のせいだろうか。

　すでに子の一族の人間は処刑されたと聞く。そのほとんどが砦とりでにいた者たちだ。

　領地は国の管かん轄かつとなる。北の大地は、森林資源が豊富なので今後、国庫は潤うことになろう。一族が間に入って取っていた税率を引き下げたとしても十分おつりが来るものだ。

　木材があれば、それを使っていろんなものが作れる。

（紙にしてくれると嬉しいな）

　紙に適した木材があるといいなと思いつつ、猫猫は微笑ほほえむ。

　これまでそういう産業が進まなかったのは子の一族の介入があったのだろうか、と考えながら、気が付けばすり鉢で薬を潰つぶしていた。

「……おい、俺をいないように扱うな」

「すみません。つい癖で」

「まあいい」

　壬氏は、干菓子をかじって茶を飲み干す。空になった湯飲みを見て、猫猫が茶をくんでこようと立ち上がろうとしたら手首を掴つかまれた。

「なんでしょうか」

　壬氏が猫猫を引っ張り、また座らせる。まじまじと顔の横を見ている。

　壬氏はじっと猫猫の耳を見ていた。叩かれた痕あとはもう残っていないはずだ。

（甘い匂いがするな）

　菓子の匂いではなく、香の匂いだ。相変わらず水スイ蓮レンは趣味がいいと、ちょっと意地悪な初老の侍じ女じょを思い出す。

「約束を果たしてもらおうか？」

（約束？）

　なんかあったっけ、と天井を見ると、壬氏が顔を歪ゆがめていた。

「忘れたとは言わさんぞ。ちゃんと氷菓アイスの材料をそろえてやったろう」

（ああ、あのときの！）

　思わず手を打ちそうになった。

　そして、その約束の内容を思い出し、また天井を向いた。

「どうした？」

「あっ、いえ、その、簪かんざしなのですが」

　猫猫は消え入りそうな声で言った。

「あげちゃいました」

「……」

　壬氏の顔が引きつる。それは怒りというよりも落胆に近い。

　これはいかんと猫猫はどう言い訳しようか考える。

「春になったら見つかるかもしれません」

「なんで春なんだ」

「見つからないかもしれません」

　見つからないほうがいい。もし見つからなければ。

「いつか巡り巡って都の露店にでも並ぶかもしれません」

「売り払ったのか！」

「いえ、売り払ってません！」

　なんだろう、難しい。なんと言えばいいのだろうか。

「子翠に……、楼蘭にあげました。いつか返してとは言ったのですが」

「そういうことか」

　ならば、と壬氏が顔を上げる。

「もう一つの約束を果たしてもらおうか」

　もう一つはなんだったろうか。確か……。

「話を最後まで聞けでしたっけ？」

「そういうことだ」

　壬氏が満足したように言う。

　なので、猫猫は正座し壬氏に向かう。

「はい、それではどうぞ」

「……」

「どうぞ」

　しかし、壬氏はなにも話さない。ただじっと猫猫を見ている。

「ないんですか？」

「いや、あるんだが。よく考えると、もう話すべきことはわかっているだろうから」

　おそらく壬氏の立場について話したかったのだろうが、もう猫猫は知っている。今さらというものだ。

「代わりに別のでも」

「別の……」

　だが、壬氏は話さない。

『……』

　二人は沈黙する。それがしばらく続く。

（なにもないのかよ）

　猫猫はさっさと薬作りに専念したいと動こうとした。

　そんなときだった。

　壬氏の顔が近づき、首に絡みついた。

「……なにをなさっているんですか？」

　ぬるいような温かいようななにかが首に触れている、いや包み込んでいる。歯が当てられ、甘く柔らかく噛かまれる。

「これで意味が分かるか？」

「人の唾だ液えきには毒がある場合もありますよ」

　獣に噛みつかれたあと綺麗に消毒しないと化か膿のうするように、人に噛まれても同じようなことが起きる場合もある。

「……」

「仕事をしたいのですが」

「おまえに多少の毒は効かないだろう」

　噛む力が強くなる。ちょっと痛くなって、壬氏の背中をとんとん叩く。それでもさらに強くなるので、思わずばしばし叩いてしまった。

　ようやく唇が猫猫の首から離れた。唾液が糸を引き、一尺ほど伸びたあとでぷつりと切れた。

「噛み殺す気ですか？」

「そうしたい気分にもなる」

　なんだこの男、と猫猫が思った途端、ぎゅっと抱きすくめられた。

「まずは続きからだ」

　そう言って壬氏がにんまりと笑った。

　正面から見た壬氏の傷は、まだ抜糸前だった。一度、縫い直されているのか、前よりも丁寧な縫い目になっていた。

（おやじが縫い直したのかな）

　そう思っているのと、いつのまにか手が壬氏の顔に伸びていた。壬氏が目を細めて、なんだかあどけない顔をする。

「おまえも毒をためているのか？」

　壬氏がそう言って猫猫の顎あごに手を伸ばしたときだった。

「そばかす！」

　ばんっと大きな音がした。

　入口とは反対側、客に薬の受け渡しをする窓が大きく開かれていた。

「見ろー！　おまえ、これ欲しがってたろ！」

　えっへんと胸を張った趙迂がいた。大きく上げた右手に蜥蜴とかげを持っている。

「おっ、でかした」

　猫猫は、がくんと首を垂れた壬氏をすり抜けて、蜥蜴を取る。それをそのまま壺つぼの中に入れた。

「あれ？　そのにいちゃん、なんで床に這はいつくばってんの？」

「仕事でお疲れなんだよ。ほら、駄賃」

　猫猫は一つ黒糖の欠片かけらを渡した。趙迂は走ってまたどこかへ行ってしまう。

「……絞首台行きにすればよかった」

　壬氏から、低く唸うなるような声がした。まるで野良犬みたいだ。

　傷のせいだろうか、壬氏の中性的な雰囲気はやや薄れ、線が太くなった気がした。

　よく見ると、戸に小さな隙すき間まがあり、そこから目玉が見える。

　猫猫ががらっと開けると、びっくりしてのけぞるやり手婆ばばあと高順を発見した。

「婆、寝床一つ用意して。香はよく眠れるやつね」

「わーったよ」

　残念そうに舌打ちをして、やり手婆が寝床の準備を始める。

　猫猫は床に這いつくばったままの壬氏を見る。

「壬氏さまお疲れのようで」

　壬氏はぽかんと猫猫を見ている。

「ゆっくりお休みください」

「わかった、休む」

（そのほうがいい）

　しかし、壬氏は動く様子はない。

「壬氏さま」

　膝ひざをつき、壬氏の肩を揺らした。

（そういえば、壬氏のままでいいのかな）

　そんなことを考えていると──。

「枕はこれを使う」

　正座した猫猫の膝に壬氏の頭がのった。

　腹に脳天をつけるようにして、背中に両手が回されている。
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「壬氏さま」

「……」

　狸たぬき寝入りかどうか知らないが無言だ。

　やり手婆ばばあがこっそり上等の掛布団と香を部屋の隅に置いて出ていった。

　猫猫はふうっと息を吐くと、すりこぎに手を伸ばした。

　ごりごりと薬をすりつぶす匂いに香が混じる中で、壬氏の寝息が聞こえる。

（足がしびれるなあ）

　そう思いながら、猫猫は新しい薬を作り始めた。




　〇●〇




　年が明けて数日、男はいまだ休むこともできなかった。都ではなにかとごたごたがあったようだが、遠く離れたこの港町には対岸の火事よりもずっと遠い出来事だった。

　今はそれよりも、このめでたい雰囲気のうちに商品を売ってしまいたかった。祭りでは男は女の前でいい格好をしたがる。それを利用しない商人はいない。

　露店には子どもの玩具おもちゃみたいな指輪から渡来品の首飾りまである。統一感のない品々だが、爆竹が鳴るこの時期にはこれくらいのほうがよく合っている。

「まいどありー」

　今もまた、目利きのできない男が幼稚な装飾の耳飾りを買っていった。今から故郷に帰り、恋人に贈るのだと言っていたが、その趣味では恋人も苦笑いするだろう。しかし、男とて商売人である。質がいいとは言えない品も、口上で相手を満足させてその懐から銭を貰もらわねばならない。

　客の男が陽気な足取りで去っていくのを見ていると、目の前に新しい娘の客がいた。

　これは、冷やかしだな。

　身なりはあまりよくないし、ちょっと服装が薄汚れている。ただ、服自体はしっかりした厚手のもので、ここよりずっと北で好まれる衣装だった。

　次の客の邪魔になると思って体よく追い払おうと思ったところ、娘が顔を上げた。

「ねえ、小父おじさん、これって蝉せみ？」

「ああ、古い時代によく作られた玉製のだよ」

　思わず丁寧に答えてしまったのは、娘が格好の割に整った顔立ちをしていたからだろう。どこかあどけなさが残る表情だが、体格は大きい年頃の娘だった。

「へえ、面白いねえ。玉かあ」

　娘はつんつんと玉の蝉を指先でつついた。

「おい、商品だ、買わないなら触らないでくれよ」

　壊れるものではないが、ただで手て垢あかをつけさせるつもりはない。

「買うのかい？」

「うーん、お金あんまりないなあ」

「ならやめといてくれよ」

　いくら綺麗な娘っこでもそこはちゃんと線引きをしないといけない。

　娘はよほど玉の蝉が気に入ったらしく、じっと見ている。元は、死人の口に咥くわえさせるために作ったものであると聞いたらどう反応するだろうかと思った。それを口にしたら、さっさとどこかへ行くだろうと、口を開こうとしたときだった。

「はい、これ」

　娘は懐から簪かんざしを取り出した。

「なんだい、これ」

「物々交換ならどう？」

「ふーん」

　どうせ大したものでもないだろうと、目を細めて手に取る。しかし、その細工の精巧さと美しさは到底、露店の宝石商がまみえる品ではなかった。惜しむらくは、一部、潰つぶれたような跡があり、そこが簪の価値を著しく下げている点だろうか。なんだろう、簪の平べったい飾り部分に、穿うがったような跡がある。なにか丸いものが埋め込まれたような形だ。

「どお？」

「いや、これで十分だよ」

　念のため出先を聞こうかという考えが頭をよぎったが、やめておいた。ただ、これを手に入れられた幸運を喜ぶべきだと男は思った。この簪かんざしは柄の紋様も素晴らしい。柄だけ利用して、あとは違う飾りをつけたら、十分売りものになるだろう。

「じゃあ、貰もらってくねー」

　娘は玉の蝉せみを太陽に照らして笑う。屈託のない笑顔は、その薄汚れた格好すら輝いて見せた。きっと皇帝の花園、後宮に咲く花というのは、こういう娘なのだろうと思った。

　ついその笑顔につられて男も話しかけてしまった。

「あんたみたいなのは、帝みかどの花園に入ったらいくらでも贅ぜい沢たくできるだろうに。ほら、なんだっけ？　寵ちょう妃ひさまの名前は、ええっと……」

「玉葉妃だったかなあ？」

「ああ、今度后きさきになったっていうお人さ」

　たまに本屋の店先で絵が売られている。高くて庶民には手が届かない代物だが、客引きにはちょうどいい。

「玉葉かあ」

　娘は、玉の蝉を見ながら周りを見る。なにか目に入ったようでそちらを見ると、漁師が網についた魚と海藻を選り分けていた。

「ねえ、小父おじさん。私の名前ね、玉タマ藻モっていうんだよ」

「そうかい。海の寵愛でも受けそうな名前だね」

「そうだねえ、海の向こうとか面白そうだよね」

　にやりと、玉藻という娘は停泊している船を見る。遠い島国からわざわざやってきた船だ。その中の交易品も、いくつかだがこの露店には並んでいる。

　娘は元気よくはねると、輝くばかりの笑顔を見せる。

「じゃあ、ありがとうねえ。ばいばーい」

　娘は元気よく手を振りながら、港のほうへと走っていった。
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